殺す るなら、 引き こもれ 

問題 だらけの 学校から 身を 守る 法 
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いい 学校から いい 会社に 入って、 一生 安泰と いう 時代は 終わりを 告げた。 
かた や 学校で 頻発す るいじめ 自殺。 それを 隠蔽し ようとし 「いじめは なかっ 
た」 と 強弁す るダメ 教師と 無能な 教育委員会、 性根の 腐った 加害者と そんな 
わが 子を かばう 親。 さらに 教師 自ら いじめに 荷担す る こと も — 。 
もはや、 こんな ストレス だらけの 学校に 通う 理由は ひとつ もない！ 
本書では、 多くの 人間が 囚われて いる 「学校 信仰」 を 相対 化し、 •个 登校 児 や 
引きこもりを 病気の ように 扱う 社会の 価値観が いかに おかしい かを 解く。 
そして、 共同体の 解体と 雇用の 流動 化が 進み、 価値観が 多様化した 時代を 
前向きに 捉え、 それに 適応す る 新しい 生き方を 提案す る。 


自殺す るなら、 引き こもれ 


光文社 新書 


プロ ロー グ —— 学校から 身を 守る という、 選択 技  本 田 透 


数年 前、 学校に おける いじめ 問題 や、 いじめを 原因と した 生徒の 自殺 問題が 社会問題 化し 
た ことがありました。 そこで 政府は 学校の いじめ 問題の 解決に 乗り出し たと 称し、 文部 科学 
省の 統計では 1999 年から 20  05 年までの 間、 公立 小 中高 校に おける いじめ 自殺者 数は 

「ゼロ」 になり ました。 

日本の 学校は、 統計 上の 「いじめ 自殺者 ゼロ」 を 達成し、 「いじめの ない 学校」 という 理 
想の 実現に 邁進して いた …… はずでした。 

しかし、 言うまでもなく 「7 年間、 いじめ 自殺者 ゼロ」 という 文部科学省の デ— 夕は、：^ 
_ でした。 

まず、 文部科学省は 「いじめ」 の 定義を 複雑 化する ことで、 「いじめ」 の 見かけ上の 発生 
件数を 減らして みせた だけだった のです (最近、 修正され ましたが)。 
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さらに、 隠蔽の 問題が 起こります。 中央 教育 審議会 (中 教審) は 2003 年の 答申で 「い 
じめ、 校内 暴力を 5 年間で 半減」 させる という 5 力 年 計画を 発表し ました。 日本 各地の 学校 
や 教育委員会は、 この 数値目標を 達成す るた めに 現実に 発生して いる 「いじめ」 を 隠蔽し よ 
うとした のでは ないか、 と 考えられます。 

もちろん、 このような 中 教審の 目標が なくと も、 それ 以前から 学校に おける 「いじめ」 は 
隠蔽され ていたに 違いありません。 「いじめ」 を 認める ことは 学校に とっての 不名誉で あり、 
教師が 無能 だとい う 証拠で あり、 教育 現場が 荒廃して いると いう 認めたくない イヤな 現実 だ 
からです。 

たとえば 2005 年 9 月。 北海道 滝川 市の 市立 小学校の 教室で、 6 年生の 女児が 遺書を 残 
して 自殺し ました。 その 遗 書には、 学校で いじめられた ことを 示唆す る 内容が 書かれて いた 
のです。 

「私は、 この 学校 や 生との ことが とてもい やにな りました。 それは、 3 年生の ころから 
です。 なぜか 私の 周りに だけ 人が いないん です。 5 年生に なって 人から 『キ モイ』 と 言 
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われて とてもつ らくな りました。」 

「6 年生の みんなへ 

みんなは 私の ことが きらいでした か？ きもち わるかったです か？ 私は、 みんなに 
冷たく されて いるよう な 気がしました。 それは、 とても 悲しくて 苦しくて、 たえられ ま 
せんでした。 なので 私は 自殺を 考えました。」 

遺書は、 このような 文面でした。 教室で こんな 扱いを 受けたら 誰 だって、 子供 だって 死に 
たくなります。 どうして 教師は この 「いじめ」 を 放置して いたので しよう。 仮に 気づかな か 
ったので あれば、 無能す ぎます。 知ってい たのなら 教師た る 資格が ありません。 

ところが 滝川 市 教育委員会は、 この 遗 書の 内容を 把握して おきながら 公表せ ず、 「いじめ 
はなかった」 と 結論して 「いじめ」 を 隠蔽した のです。 この 一連の 隠蔽 工作が マスコミに ^ 
れて騷 動と なった ため 北海道 教育委員会は いじめの 実態調査を 実施し ましたが、 今度は 北海 
道 教職員組合の 執行部が 21 力 所の 支部に 対して この 調査に 協力し ないよう 指導して いたと い 
う 報道が なされました。 

福岡県 北 九州 市では、 「いじめ」 事件を 隠蔽して いた ことが 発覚した 小学校の 校長が 保護 
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者 会の 前日に 首を 吊って 自殺 するとい う 事件 も 発生し ました。 

このような 事態が 終わらない 背景には、 まず 「いじめ」 という 「問題」 を 「なかった こと 
にす る」、 つまり 「都合の 悪い 問題を 直視し ない」 という 現代 日本 社会の 体質 •精神 性が 大 
きく 関与して います。 統計 上 「ない」 ことにして しまえば、 あるは ずの 「いじめ」 も 「なか 
った」 ことにな つてし まう。 

しかし、 どうして 学校に 「いじめ」 や 「自殺」 が あっては ならない のでし ようか。 職場に 
だって 「いじめ」 や 「自殺」 は 存在し ます。 学校 だって 人間が 大勢 集まって いる 場所な ので 
すから、 それは 当然 起こります。 むしろ 子供の ほうが 大人よりも 直接的に 「いじめ」 を 行う。 
誰 だって 子供の 頃は 学校で 「いじめ」 を 目撃したり、 自分が 当事者に なった 経験を 持つ はず 
です。 なのに なぜ、 「学校に いじめは ない」 と 思いたがる のでし ようか。 

人間社会は、 人間の 悪の 側面を 引き出す 場で もあります。 「いじめ」 はいじめ る 側に とっ 
ては 一種の レ クリエ— シ ョン、 つまり 遊びです。 それに、 「いじめる 側」 に 回らなければ 自 
分が いつ 「いじめられる 側」 に 立たされる かわかり ません。 人間は、 人間を いじめる 生き物 
であり、 時には 人間を 自殺に 追い込んだり 殺したり する こと もで きる 生き物な のです。 それ 
が 現実です。 
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「いじめ」 は あって 当然の ものです が、 だからと言って 「なかっ たこと」 にしたり 「あって 
いいんだ、 いじめられる 奴が 弱 いんだ、 悪 いんだ」 と 居直って 肯定して はいけ ない ものです。 
根絶は 不可能で すが、 少しで も 減らさなければ ならない のです。 

本書は、 学校に おける 「いじめ 自殺 問題」 の 根源には、 現代 社会が 「学校」 を 教会の ごと 
く 神聖 視 する 「学校 信仰」 とで もい うべき 信念に 囚われて おり、 そのため 学校に 行きた くな 
い •行けない 状態の 生徒が 学校を 回避 しづら い 状況に 追い つめられ ており、 そのために 自殺 
にまで 追い込まれる 生徒が 跡を絶たないので はない か、 という 推測を 前提に して 書かれて い 
ます 

そして、 「学校に 行って 死ぬ 人は いるが、 学校に 行かない ために 死ぬ 人は いない」 という 
逆転した 発想から、 学校で 追い つめられた 生徒 やその 親に 「我慢して 学校に 通って 死ぬ くら 
いなら、 いったん 引き こもれ。 不 登校と いう 形で 自分の 命を 守れ」 という 緊急 回避 方法を 提 
案す る ものです。 

頭の 中に こびり ついた 学校 信仰、 学校 教 という ドグマを 解体す る ことで、 

「別に、 無理して 学校に 行かなくても 死ぬ わけでは ない」 

と 気づけます。 気づく ことができれば、 もはや 死し か 解決策が あり 得ない、 と 追いつめ ら 
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れた 子供 やその 親 も、 もっと 合理的で 効率的な 解決 方法を 見出す ことができる はずです。 

本書の 著者は 二人ともに ライター •エディタ ー であって、 教育 関係者ではありません。 実 
は 僕 (本 田) と 堀 田は 講談社の 「メカ ビ」 という ムックで 共に ス ー パ— バイ ザー (監修) を 
務めて いるので すが、 たまたま 子供の いじめ 自殺 問題に ついて 「メカ ビ」 内で 対談して いた 
際に、 二人とも 高校 中退 歴 •引きこもり 歴の 持ち主で、 似た ような 経歴を 迪 って 出版 業界に 
入って いた ことを 知った のです。 

ですから 二人とも、 学校に 行か なくなり (行け なくなり)、 部屋に 数 力 月の 間引き こもり、 
学生で もな く 社会人で もない 中途半端な 時期を 10 代のう ちに 経験した 当事者な わけです。 

とくに 僕 (本 田) の 場合は 幼稚園 時代から 高校に 至る まで、 筋金入りの 「いじめられっ 
子」 です。 学校に 通って いた 時期の 半分く らいは、 いじめっ 子に 復響 する ことか 自分が 死ぬ 
ことば かり 考えて いました。 ですから、 マスコミで いじめ 自殺 事件が 報道され るた びに 心が 
痛む というより 当時の 自分の 環境を 思いだ して 目眩と 吐き気が します。 さらに、 「隠蔽」 の 
問題に ついても 小学校の 時に 実際に 体験して います。 

小学 3 年生の 時、 僕は 担任の 女性 教師から いじめを 受けて いました。 そのうち、 生徒たち 
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も 「先生が いじめるなら、 オ レたち も」 という 具合に そのい じめ に 加わりました。 このまま 
では 生きて いられな いと 追い つめられた 僕は 恥を忍んで 家族に その 件を 報告し、 当然ながら 
母親が 激怒して 職員室に 押し かけました。 ところが、 職員室では、 いつも 僕を 鬼の 形相で 
睨みながら 放課後の 教室に 軟禁し、 「お前は 日本に 住む 資格がない」 「お前は 30 歳までに 死 
ぬ」 と 叫んで いた 教師が、 

「本 田 くん。 先生、 そんな こと 言って いない わよ ねぇ」 

と 満面の 笑みを 浮かべて、 まるで 聖母 マリアの ような 慈悲 深さを 見せ、 母を まるめこんで 
しまった のです。 

もちろん、 この 教師は その後 も 何の 問題 もな く 学校に 居 続けました。 

中学では、 ある 生徒が いじめられ ている ことを 先生に 訴えた ところ、 訴えた 僕が 「偽善 
者」 という 理由で その 生徒に かわっ ていじめ られる ことにな った、 という 経験 もしました。 
もちろん、 ほんとうの 理由は 僕が 同級生た ちを 「いじめを 行って いる 悪人 だ」 と 告発した こ 
とに 対する 報復でした。 しかし 彼らは、 自分が 悪人 だとは 思っても いません から、 本気で 
「偽善者を 叩きつ ぶす」 と 義憤に かられて いたのです。 

確かに 僕は どう 考えても ズ ボラで 金銭に ルー ズで 自己中心 的で 善人ではありません から、 
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今 思えば あれは 青臭い 偽善 的な 行為だった のか もしれ ません。 しかし、 偽善よりも 悪の ほう 
が 悪い に 決まって います。 学校を 含む 現代 社会では、 「善 H 偽善 H 悪」 という 奇妙な 三 段 論 
法が 罷り通って いるので す。 しかも それは 「悪な ど 存在し ない」 という ゥソを つきとお すた 
めのへ 理屈な のです。 「いじめは ない」 と 言い張る 教育委員会と、 「いじめを 告発す る 奴が 偽 
善 者 H 悪 だ」 と 言い張る 生徒とは、 同じ コインの 裏表です。 大人 •教師が そういう 態度な の 
で、 生徒 もそう いう 態度を コピ ー して 覚える わけです。 

これらの 記憶を 何度 思い起こしても、 「いじめられる 側に 責任が ある」 という 弱肉強食 理 
論は、 間違って います。 あの 小学校 教師は 何ら かの 精神の 病に かかって いたの か、 人格が 
異常で 子供を いじめて 喜ぶ サディストだった のか、 どちら かだった としか 思えません。 

現実の 学校とは、 そういう 場所な のです。 

また、 これは 本文で 詳しく 書いて ますが、 高校を 中退す る ことになる 前後、 僕は 周囲から 
r 学校に 行かない なんて、 お前は どうかし ている」 「もう 終わり だ、 破滅 だ」 「家の 恥 だ」 と 
徹底的に 人格を 否定され ました。 

これらの 経験から、 僕は 「現代人は 学校 信仰に 洗脳され ていて、 そして 学校とは 崇高に し 
て 神聖な 現代の 教会な の だ」 「だから、 いじめは 隠蔽され なければ ならない し、 いじめを 苦 
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に 自殺した 生徒は 最初から いなかった ことにされなければ ならない の だ」 という 直観を 得た 
のです。 「美しい 学校」 には、 いじめ や 自殺の ような 穢れた 問題な ど 存在して はならない、 
という ことです。 学校 信仰の ために、 罪のない 子供たち が 毎年 何十 人、 もしかしたら 何百 人 
も 死に 追い つめられ、 しかも その 死 すら 無視され、 隠蔽され、 タブー として 黙殺され ている 
かもしれ ない のです。 

しかし 僕 も 堀 田 も、 学校を やめ ましたが 別に 死にませんでした。 むしろ 僕の 場合、 あの ま 
ま 我慢して 学校に 行って いたらた ぶん 死んで いたでし よう。 もちろん 高校を 中退した 後、 い 
ろい ろ 苦労し ましたが、 その後 社会から 脱落 するとい うこ ともなく、 さほど 収入は 多く あり 
ません が、 講談社から 著書を 出版した りして それなりに 社会人ら しい 人生を 送って います。 
だいいち、 高校を やめても、 大学には 入れる のです。 二人とも 高校 中退 丄 大学 進学 組な ので 
す。 こういう 経歴の 人は 意外と 僕の 周囲に 大勢い ます。 

してみ ると、 「学校に 行かなければ もう 終わり だ」 という あの 強迫観念は、 いったい 何 だ 
ったの かな、 と 思う わけです。 

そんな わけで 本書の 著者 二人は 教育 問題に ついては 素人な のです が、 実体 験に 基づいて 義 
憤 (というより 個人的な 憤りです ね) にかられ、 敢えてい じめ 自殺 問題に ついて 考察せ ざ 
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るを 得なかった わけです。 

で、 その 結論が、 「自殺す るく らいなら、 引き こもれ」 だった のです。 

もちろん、 なにがなんでも 学校に 行くな とか、 いつまでも 引き こもれ、 と 言って いる わけ 
ではありません。 「自殺す るく らいなら」 緊急避難 的に 学校に 行かない という 選択肢が、 実 
は 目の前に 広がって いるんだ よ、 学校 信仰と いう ドグマが その 選択肢を 奪い取って いる だけ 
なんだ よ、 と 言いたい のです。 繰り返しになります が、 学校に 行って 死ぬ 人間は いても、 学 
校に 行かなかった から 死ぬ 人間は いないの です。 

最後に、 軽く 本書の 内容を 一瞥して おきます。 

「第 1 章 学校の 正体」 では、 学校 制度の そもそもの 成り立ちに ついて、 そして 学校 制度が 
果たして いる 機能に ついて 概観し ます。 これは、 目の前の 学校 信仰と いう ドグマを 歴史的 視 
点に よって 相対 化する ための 作業です。 また、 現在の 学校が どのような 状況に なって しまっ 
ている か、 その 現状と 原因に も 軽く 触れて います。 この 章は 本 田が 担当して います。 

「第 2 章 流動 化した 社会」 では、 ネオ リベラリズム (新 自由主義) と 社会の グロー バル 化 
によって 従来の ラィフスタィル (その 中には、 学校 神話 も 含まれて います) が 解体され つつ 
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ある 現代 社会の 情勢を 分析し、 すでに 「学校 信仰」 は 過去の 物語に なった、 という ことを 示 
します。 この 章は 堀 田が 担当して います。 

「第 3 章 フリ ー タ^ — の 人で も 安心して 暮らせる 社会を」 では、 第 2 章に 引きつ づき 学校 信 
仰の 崩壊の 問題に ついて 論じた 後、 学校と いう 伝統に 回帰す る 方法論の 可能性と 限界に つい 
て 触れ、 もう 一つの 「学校に 行かない」 という 選択肢に よって 現実的 危機を 回避す る 方法 
(高等学校 卒業 程度 認定 試験な ど) についての 情報 やその 当事者で ある 堀 田の 体験談を 提供 
します。 第 2 章と 第 3 章が この 本の 中核 パ ー ト にあたり ます。 

「第 4 章 孤独 力、 妄想 力が コンテンツ 立国を 支える」 は 余談の ような パ ー トです。 最近で 
は 学校に 適応で きない 子供に A D H D (注意 欠陥 •多 動 性 障害) や L D (学習 障害) といっ 
た 「病気」 「障害」 の 概念が 押しつけられて いますが、 実は エジソン や アインシュタインと 
いった 天才 も 現代では A D H D ないし L D に 相当 するとい う 逸話を 紹介して います。 

また、 「不 登校から 引きこもりに、 そして 第 四 次 産業 (情報 コンテンツ) 従事 者に」 とい 
う 現代的 ケース として 本 田の 体験談 も 書いて いますが、 これは まあ オマケ として 付け足した 
ものです。 これほど 学校に 適応で きない ダメな 人間で も、 現代 社会には ちゃんと 働き 場所が 
あるんだ よ、 という サンプル として 読んで いただければ 幸いです。 
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最後に なりました が、 社会学 関連の 参考文献 資料な どに 関して 多大なる ご 教示を いただき 
ました 早稲 田 大学の 池 岡義孝 先生に 謝辞を 述べさせて いただきます。 ほんとぅに ありがとぅ 
ございました。 
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第 1 章 学校の 正体 


本 田 透 


* 学校とは なに か 

学校とは、 現代の 教会です。 

現代人に とって 学校とは 「あって 当たり前 •ない と 困る」 機構です。 子供は 学校に 通う の 
が 当然で、 学校に 通わない 子供は 何やら 深刻な 心理的 •社会的 問題を 抱えて いる 異常な 子供 
という 扱いを 受けます。 ひどい 場合は 子供が 不 登校 だとい うだけ で 無条件に 心療 内科 や 精神 
病院に 送り こんだり します。 

しかし 考えてみれば、 学校と いう 制度は 日本が 近代化した 明治時代に、 憲法 や 国会 や 近代 
的 軍隊と いった もろもろの 制度と 一緒に 欧米から 輸入した 外来 思想の 一つに すぎず、 江戸 時 
代の 子供は 寺子屋で 読み書き そろばんを 習って いれば 事足りて いたわけ です。 

学校とは つまり 近代国家に とって 必要 不可欠な 制度だった から 輸入され た 文化の 一つで あ 
って、 それ 以上で も それ 以下で もありません。 行かない からといって 人間的に 問題が あると 
か 心に 病を 抱えて いると か、 そんなたい そうな ものでは ない のです。 

現代 (特に 戦後) の 日本人は、 一般には 無 宗教 だと 言われて いますが、 実際には 「学校 
教」 という 宗教を 信じて いるの かもしれ ません。 
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学校 教を 信じて いる 親は、 子供が 学校に 行きたがら なくなる と、 あたかも 自分の 子供が 悪 
魔に 取り 憑かれて しまったの ではない かとい うくら いに 大袈裟に 恐れ おののきます。 

キリスト教 圏の 人々 を 震撼させた ホラ— 映画 『エクソシスト』 では、 はじめに 娘が 十字架 
や 神を 冒涜す る 言葉を 吐きは じめ ます。 母親は そんな 娘を 病院に 連れて行 くので すが、 いま 
いち 原因が わかりません。 そこで 最後には カトリックの 神父に すがって 悪魔 祓いを 実行して 
もらいます。 

実は、 不 登校 児に 対する 大人の 恐れ やと まどい も、 『エクソシスト』 に 登場す る 親 や 神父 
が 神を 冒涜す る 娘に 対して 感じる 恐怖と 同じ ものです。 今の 日本では 「学校へ 通う」 という 
行為 そのものが 実は 「神を 信じる」 という 行為と 等価な のです。 不 登校とは、 だから、 学校 
教を 信じる 現代 日本人に とって 「絶対に 犯して はならない タブー」 なのです。 

江戸時代は こうではなかった はずです。 たぶん、 寺子屋に 行かない 子供が いたと しても、 
たいていの 親は 「しようが ねえ ガキ だ」 と 叱りつ けて 終わりだった でしよう。 まさか 「うち 
の 子が 寺子屋に 行かない のは、 キ ツネに 憑かれて いるから に違いない」 と 祈祷 師を 呼んだり 
町医者に 泣いて すがった りする ような 親は いなかった はずです。 

もちろん 寺子屋に 通って 読み書き そろばんを 身に つけて おいた ほうが、 将来 何かと 役に立 
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ちます。 だから、 行かない よりは 絶対に 行った ほうがいい。 しかし、 寺子屋に 通わない から 
といって その子の 全人生が 崩壊して しまう といった 恐怖を 感じる 大人は いなかった でしよう。 

つまり 現代に おける 「学校」 は、 社会的な 技能 その他を 身に つける 教育機関と いう 本来 的 
な 意味の 他に、 中世 ョーロ ッバに おける 教会の ような 宗教 的 意義を も 持たされ ている わけで 
す。 学校に 通う という 行為に、 宗教 的 意味 •超越 的 価値が あると 信じられて いるので す。 で 
すから 日本では 極端な 学歴 信仰 社会が 生まれた わけです。 

最初に 「日本を 学歴社会に しよう」 という 意図が あって 学歴社会が 生まれた のでは なく、 
学校を 神聖 視 •特別 視 する 心性が 最初に あって、 その 結果と して 学歴社会が 生まれ たんです 
ね。 

そう 考えれば、 不 登校 児を すぐに 精神病院 や心療 内科に 送り こもうと したりす る 親のう ろ 
たえぶ りに も 納得が いくとい う ものです。 言うまでもなく、 そのような 親の 大袈裟な 態度は、 
ますます 子供を 苦境に 追い込みます。 映画 『エクソシスト』 でも、 神への 信仰心を 失った 娘 
が どんどん 重症の 悪魔 憑きに なって いくのは、 母親が 娘を 病院に 送ったり 神父を 呼んだり し 
て 話を 大袈裟に していった ためです。 

この 本の 最初に 述べた ように、 無理して 学校へ 行った ために 死ぬ ことは あっても、 学校へ 
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行かない からと いって 死ぬ ことはありません。 しかし、 学校へ 行かない ことを 親から 「お前 
の 人生は もう おしまいだ」 と 責められたり いろんな 施設に 送り こまれたり すれば、 その子は 
人生に 絶望して 結局 死んで しまう かもしれ ません。 

不 登校 やい じめ といった 問題に 直面した 親は まず、 自分 や 子供の 心の中に 強固に 築かれて 
いる 「学校 信仰」 を 相対 化して、 冷静になる ことが 必要な のです。 「学校へ 行かない ともう 
破滅 だ」 という 恐怖 や 焦りは、 「教会に 通わない と 地獄に 堕ちる」 という 中世 キリスト教 信 
者の 思い こみと 同じで、 何の 合理的な 理由 もない のです。 

いま 現在 不 登校 中の 人 自身に 関しても、 同じです。 学校に 行かない から 自分の 人生は もう 
終わり だ、 と 怯える ことは ない のです。 それらの 宗教 的な ドグマを 解いて いけば、 気が 楽に 
なります。 まずは 落ち着いて 「学校に 行かなくても 死には しない」 という 「本当の 現実」 を 
認識す る ことから 今後の 人生の 再設 計を はじめれば いいのです。 

もちろん、 行かない ょりは 行った ほうが 何かと 得する ことが 多い のです が、 行かない から 
人間 失格 だ、 なんて ことは ない のです。 
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* 学校 制度の 誕生 

現代 日本に おいて 一大 宗教 勢力と なって いる 「学校」 といぅ 制度は、 もともとは 明治 期に 
西欧から 輸入した 「近代国家 (国民 国家) システム」 の 一つの 要素でした。 

では 19 世紀の 西欧諸国 における 「学校 制度」 (本書では、 全国民へ 義務教育を 課し、 また 
大学教育を 開放した 近代的な 教育制度の ことを 指します) とは 何だった のかと いぅと、 それ 
は 「産業革命に ょって 成立した 資本主義 社会を 支える ために 必要と された 制度」 だった ので 
す 0 

まず 学校が 誕生して、 そこで 十分な 教育を 受けた 市民たち が 資本主義 社会を 築いた のでは 
なく、 最初に 産業革命が 起こって 資本主義 社会が 成長し、 それを 維持 •拡大す るた めに 全国 
民への 学校教育が 求められた のです。 

産業革命が 最初に 起こった ィギリスでは、 労働者階級の 子供を 工場で 長時間 働かせる 資本 
家が あいついで 現れ、 また 人口が 集中し はじめた 都市部には スラム街が 形成され、 犯罪 や 貧 
困が 増加して 社会問題と なりました。 そこで、 これらの 都市部 労働者階級の 子供に 対する 初 
等. 中等教育が 必要と された のです。 

資本主義 社会は、 補助 的な 福祉 システム にょる 一定量の 社会的 還元を 行わない 限り、 必ず 


24 


第 1 章 学校の 正体 


資本家と 労働者との 経済格差が 増大す る 仕組みに なって います。 19 世紀の イギリスでは、 だ 
から、 大変な 格差が 発生し ました。 6 歳 7 歳の 子供が 工場で 働かされて いたのです。 

このような 状況を 放置して おくと、 都市の ス ラム 化が 年々 進行し 続け、 当然の ことながら 
社会 情勢 もどん どん 不穏になります。 それに、 年端 もい かない 子供よりも 一定の 教育を 受け 
た 大人を 労働者と して 雇う ほうが、 長い 目で 観れば よほど 生産性が 高かった のです。 

また 資本主義 社会化を 強力に 推進す るには、 国家 (政府) の 中央集権化と 「国民 国家」 化 
がどうしても 必要でした。 故に、 それまで 教会 や 私的 機関に 任せて いた 教育と いう 仕事を 国 
家 自らが 行い、 民衆の 「国民 意識」 や 勤労意欲 (日本風に 言えば、 「立身出世 主義」 といっ 
ていいで しよう) を 養う 必要が 生じた のです。 

このような 条件が いろいろ 重なった ため、 西欧諸国は 「義務教育」 を 含む 近代的な 学校 制 
度を 整備 させざる を 得 なくなった のです。 学校は、 中世には 教会が 運営して いた 制度 (と 呼 
ベる ほど 統一的な ものではありませんで したが) だった のが、 近代に なって から 国家が 運営 
する 制度に なった わけです。 

このような 資本 制 社会の 形成の 過程に おいて 求められた 人間的 条件は、 一般的に いえ 
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ば、 アダム •スミスが 「諸国 民の 富」 (1776) で 述べた ように、 ひとつには 生産性 
を 高める ことので きる 科学的な 知識 や 技術で あり、 ふたつには 資本 制 社会の 秩序に 適合 
的な 心的 態度 や 行動 能力であった。 

(長 尾 十三 二 『西洋 教 育史』 東京大学 出版 会、 199  1) 

つまり、 資本主義 社会に 適応で きる 大勢の 労働者を 産み だすた めに、 全国民に 対する 教育 
が 必要 不可欠と なった のです。 ですから、 学校は 子供に 読み書き だけでなく、 道徳 観念を も 
教えなければ なら なくなりました。 神への 信仰心を 教える かわりに、 国家への 忠誠 心 •愛国 
心を 養う 必要 も 生まれました。 また、 優秀な 労働者を 揃える ため、 数学 や 理科と いった 科学 
知識を 子供に 教える 必要 も 生じました。 

産業革命に よって、 人間は それまでより はるかに 多くの ことを 学ばなければ 社会に 適合で 
き なくなって しまった わけです。 

さらに、 「学問を 修めて 労働す る ことによって どのような 出自の 人間で も 立身出世が 可能 
になる」 という 個人主義 的な 立身出世 主義を 教える 必要 も 出て きます。 つまり、 資本主義 社 
会を 生きる ことに 希望を 見出して もらおう という ことです。 民衆が そのような 希望を 失えば、 
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働かない 人々 が 増加して 資本主義の システムが 停滞して しまいます。 

ところが、 実は 個人主義 的な 国だった イギリスには 不干渉 主義と いう 障害が あった ため、 
せっかく 世界で 最初に 産業革命を 起こした 国だった にもかかわらず 学校 制度の 成立が 大きく 
立ち遅れて しまいます。 

一方、 産業革命に 乗り遅れた 「後進国」 の ドイツは、 産業革命の 遅れを 取り戻す ために 急 
激に 資本主義 社会に 適応した 学校 制度を 作り上げて いきます。 

もともと ドイツは イギリス や フランス に比べて 国家主義 色の 濃い 国でした。 というのは、 
三十年戦争の 後遺症に ょって 統一が 遅れた からです。 国家と しての 統一が 遅れた からこ そ、 
統一の ための 強固な 国家主義 思想が 必要だった のです。 興味深い ことに、 義務教育 という 制 
度を もっとも 早く 実現した 国が、 この ドイツでした。 これは 国家主義と 義務教育 とが 元々 同 
じ ル ー ツを 持っ ている ことを 示して います。 

そもそも、 強力な 中央集権 システムを 持つ 近代国家が 誕生す る 以前は、 学校 や 教育は 地方 
の 教会 や 大学が めいめい 好きに やって いた ものでした から。 
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* 時代と ともに 揺れ動く 教育 内容 

明治 期に 日本が 学校 制度を 輸入す る 際に 大いに 参考と した 国が、 この ドイツです。 

日本で も 江戸時代までは、 学舎と いえば 寺子屋が 主流でした。 今で 言えば 私立の 学習塾み 
たいな ものです。 公立学校 という ものは、 幕府 直轄の 昌平 坂 学問 所 や 各藩の 藩校な ど 武士 
育成 用の ものを 除いて 存在し ませんで した。 藩校に 通えない 庶民が 本格的な 学問を する ため 
には、 私塾に 行かねば なりませんでした。 江戸時代の 日本は、 それぞれの 藩が めいめいに 半 
独立して いて、 強力な 国家の 下に まとまって いる わけではなかった ので、 国民 全体を 対象と 
した 公立学校 とか 義務教育と いった 制度は 必要なかった のです。 

日本に はじめて 西欧 風の 学校 制度が 導入され たのは 明治 5  (1872) 年です。 この 年に 
「学制」 が 発布され たのです。 

もちろん、 いきなり 「全ての 家庭の 子供を 小学校に 通わせる ように」 なんて おふれを 出し 
て も、 そうそう 受け入れられる わけはありません。 子供は 当時、 一家の 重要な 労働力でした 
から。 実際に 児童の 就学率が 100% 近くになる までには、 学制 発布から 紆余曲折を 経て 
数十 年 もの 時間が かかりました。 

日本の 学校教育の 内容は、 時代に よって 二 転 三 転して きました。 文明開化を 急ぐ 当初は 外 
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国の 教科書を 翻訳した 「翻訳 教科書」 を 使用して いました が、 国家と しての 体裁が 整いは じ 
める と、 儒教 思想に 基づく 道徳教育を 取り入れたり 教育勅語を 取り入れた りして、 日本 独自 
の 国家 主 萎 的な 学校教育 体制を 完成 させて いきます。 もちろん、 もともと 西欧の 学校 制度を 
模範と して 学校を 設けた のです から、 これは 予定通りの 道順でした。 

さきほど、 ドイツに おいて 国家主義 的な 学校 制度が あわただしく 整備され たのは、 ドイツ 
が 国家 統一 おょび 産業革命に 乗り遅れた ためだと 書きました。 

たとえば イギリスでは さっさと 産業革命が 起こっ たので、 あまり 無理し なくても 自然と 強 
力な 国家が 生まれて いった わけです が、 ドイツは 立ち遅れて しまったが ために、 その 遅れを 
カバ ー する ために 強固な 学校 制度を 必要と したわけ です。 となると、 ドイツょりも さらに 文 
明 開化に 遅れた 日本では、 さらなる リカ バリー が 必要だった はずです。 

もちろん 国家主義の 基盤と しての 学校教育では、 福 沢諭吉 的な 「立身出世 主義」 という も 
う 一つの 思想 も 必要と されて いました。 「貧乏な 家に 生まれても、 学校で 勉学に 励めば 立派 
な 人物に なれる」 という 思想です ね。 

江戸時代までは 「農民の 子は 農民、 町人の 子は 町人」 でした から、 そういう 立身出世 欲と 
いう ものは 誰も 持って いません。 持つ 意味がなかった のです。 しかし 近代の 国民 国家は、 そ 
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ぅで あっては 困る のです。 各地の 小学校に 二宮 金 次郎の 銅像が 建てられ たの も、 二宮 金次郎 
を 「学問に 励んだ 人物の 成功 例」 つまり 生徒たち の 規範と して 押し出す ためだった のです。 

逆に 考えれば、 二宮 金 次郎の 逸話を 流布し なければ、 親は 貴重な 労働力で ある 子供を 学校 
なんかに 通わせたがらなかった とも 言えます。 

「学制」 と 同時に 出された 「被 仰 出 書」 には、 

人々 自ら！! 身を 立て、 其し 4 ! を 治め、 其 *！ を さ 昌 にして、 以て 其 生を 逐る所 ん 以のも 
のは 他な し、 身を 修め 智を 開き 才芸を 長ず るに ょるな り。 …… 生を 治め 産を 興し 業を 昌 
にす るを 得べ し。 …… 自今 以後 一般の 人民 …… 必ず 邑に 不学の 戸な く 家に 不学の 人な か 
らし めん 事を 期す。 

と あり、 子供を 学校へ 通わせる ことを 嫌がった 民衆に 向けて こんこんと 「立身出世 主義」 
を 説いて います。 しかし、 民衆 …… 特に 農家では 子供は 大事な 労働力で したから、 当然 反発 
も 起こる わけで、 「学制」 に 反対す る 農民 騒擾が 全国で 発生し ました (図 1-1)。 

当初は 政府の 財政 基盤が 確立して いなかった ために 授業料が 無償ではなかった といぅの も 
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小学校 入費 出 銭 反対 

京都 （明治 6)、 島根 （明治 7) 

学校 賦課 金 反対 

茨城 （明治 9) 

学校 新築 増額 反対 

山 梨 （明治 9) 

小学校 廃止 

鳥 取 （明治 6) 

学校 引き渡し 

宮崎 （明治 6) 

教育 内容に 反対 

敦賀 （明治 6) 

学校  破壊 

椅 玉、 北条 、鳥 取、 名 東、 福 岡 （明治 6) 、三重、 

岐阜 （明治 9) 

( r_ 座 日本 教背史 j 第二 巻 〈第一 法規 出版 株式会社〉 318 ページの 表を もとに 作成) 


図 1-1 明治 初期 「学制」 反対 諸 騒擾 一覧表 


反発を 受けた 一因です。 

当時は、 民衆が 学校を 破壊す る 事件が たび 
たび 起こって いたんで すね。 学校が 教会の 如 
き 権威と なった 今の 時代からは、 考えられ ま 
せん。 

ともかく、 「学校へ 通わせれば、 将来 出世 
して くれる かもしれ ない」 と 親に 思い こませ 
たり、 当初は 徴収して いた 小学校の 授業料を 
無償に したり、 あれ や これ やの 手練手管を 使 
うこと で 日本 政府は やっと 就学率を 100% 
近くにまで 上昇 させた のです。 それでも 通学 
率が 90 %を超えたのは、実に大正に入ってか 
ら でした (図 1 -  2)。 

「子供は みんな 学校へ 通う」 という 常識が 日 
本に 定着して から、 まだ loo 年 も 経って い 
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年 次 

就学率 （％) 

通学 率 （％) 

明治 6 
(1873) 

28.13 

15.99 

13 

(1880) 

41.06 

28.26 

16 

(1883) 

47.41 

33.42 

20 

(1887) 

45.00 

27.04 

30 

(1897) 

66.65 

43.99 

35 

(1902) 

91.57 

68.40 

41 

(1908) 

97.80 

76.83 

大正 3 
(1914) 

98.26 

90.15 

( 1:1 本教夼 山』 箔三卷 〈第一 法規 
出版 株式会社  >17 ページの 表を もとに 作成) 


図 1-2 通学 率と 就学率の 動向 


ない のです。 

ちなみに 教育勅語が 発布され たのは 明治 23 
(1890) 年です。 この 前年には 大日 本 帝 
国憲法が 発布され、 ようやく 日本 政府は 西欧 
諸国な みの 近代国家 としての 体裁を 整えつつ 
ありました。 その 仕上げと して、 学校 制度の 
場に 「国家主義 思想」 を 導入した わけです。 

もちろん、 これ も ドイツを 見習っての 政策 
であり、 とくに 日本 だけが 政治と 教育と を 一 
緒く たにして いたわけ ではありません。 そもそも 近代国家 における 学校と いう 制度は、 そう 
いう 性格の ものな のです。 

イギリス や アメリカを まねて いればもう 少し 違った 展開に なった はずな のです が、 日本が 
ドイツを 手本に したのは、 ドイツが 日本 同様の 「遅れて きた 近代国家」 「慌てて 資本主義 
化 •富国強兵 政策を 推し 進めて いる 新入り 国家」 だった からです。 両国は 立場 的に 近かった 
のです。 ですから 明治 政府が ドイツを 手本に したのは 必然と いえます。 
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明治 35 (1902)年には、教科書疑獄事件が起こり、翌年に教科書の国定制が成立しま 
す。 この 教科書 疑獄 事件は 教科書 検定に 関わって いた 業者と 役人が いっせいに 逮捕された 事 
件です が、 もしかしたら 教科書の 国定 制を 導入す る ことを 目的と して、 敢えて 大 がかり な 捜 
査を 行った のか もしれ ません。 

一方では 女子 教育 も 盛んに 行われる ようになり ますが、 これは 近代国家 における 労働力と 
しての 大人 = 国民を 育成す るた めの ものでは なく、 労働者で ある 夫を 家庭で 支え 子供を 育て 
るた めの 「良妻賢母」 を 育成す るた めの ものでした。 

その後、 第二次世界大戦が 勃発して 日本が 劣勢に 立たされは じめ ると、 国家主義 教育は 極 
端な レベルにまで 肥大し ます。 言うまでもなく、 戦争に 敗れそう になって 国家が 存亡の 秋に 
立たされ たため、 国家主義 的な 教育を ますます 推し 進める ことで 不利な 現実を リ カバー しよ 
うとした のです。 

小学校は 「国民学校」 という 名称に 改められ ましたが、 もともと 近代国家 における 小学 
校 •中学校とは 国民学校 なんです ね。 ですから、 これは 小学校が より 「正直」 な 名称に 改ま 
つたと いう ことです。 
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ただ、 もはや 個人の 立身出世 とか 言って いる 場合では ない ので、 学校の 目標は 「皇国 民の 
育成」 一点に 絞られる ことにな りました。 国家が 滅びれば 個人 (国民) の 立身出世 も ありま 
せん。 歴史 教育に も、 いわゆる 皇国 史観が 導入され、 「天孫 降臨」 の 伝説が 正史と して 教え 
られる ことにな つたり しました。 

ところが この 後、 終戦を 迎えた ことによ って、 学校教育の 中身は 180 度 変わりました。 
ドィツ 的な 国家主義 色は 除外され、 民主主義 的な 教育 (アメリカ 的な 教育) が 導入され まし 
た。 現代 日本の 学校は、 この 戦後 期に 作られた 教育制度の 延長 線 上に あります。 

このように 現代の 学校の 歴史は、 昭和 20 年を 起点と して 考えても わずか 60 年余り にす ぎず、 
明治の 「学制」 から も 130 年と いう 短い ものです。 

資本主義 社会では、 ある 程度の 知識を 習得し なければ それなりの 職に つく ことが 難しくな 
ります。 なので、 子供には 「教育を 受ける 権利」 が 認められて いるので す。 

しかし 一方で、 資本主義 社会 (近 現代 国家) に 適応した 人間を 創り あげる ための 育成 機関 
としての 学校と いう 側面 もまた、 戦中 戦後を 問わず 常に 存在す るので す。 ですから、 子供に 
は 本来は 国民と して 「学校に 通う 義務」 も 課せられる わけです。 

ただし、 実は 日本では 子供の 「通学 義務」 は 定められて おらず、 親に 対する 「就学義務」 
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のみが 設けられて います。 つまり 小 中学生が 自分の 意志で 不 登校に なった 場合、 誰も その子 
を 罰する ことは できない のです。 不 登校 じたいは 犯罪ではありません (ただし、 親が 子供を 
学校へ 通わせな いことは 罪になります)。 

* 学校は 真理 や 真実を 教える 場では ない 

学校 制度を 取り巻く 状況が これ だけ 定まらない 有様です から、 学校で 教えられる 教育 内容 
じたい も 時代の 要請に 応じて 二 転 三 転し、 定まる ことがありませんでした。 学校とは 国家が 
国策と して 運営して いる 制度で あり、 その 内容は その 時代と 状況に 応じて 変転す る ものな の 
です。 一例と して、 教科書の 中身を 時代 順に 並べて 紹介して みます (参考資料： 海 後 宗臣他 
『教科書で みる 近 現代 日本の 教育』 東京 書籍、 199 9)。 

学制 導入 当時は、 ともかくも 「文明開化」 が 急務でした から、 教科書 も 西欧の 本を 翻訳し 
たものを 使ぅ ことが 当たり前でした。 

地理の 教科書 『小学 読本』 は アメリカ 本の 翻訳 •編集 ものです が、 いきなり 「凡 世界に、 
住居す る 人に、 五 種 あり。 亜細亜 人種、 欧羅巴 人種、 メ レィ 人種、 亜米利加 人種、 阿弗利加 
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図 i-3 『小学 読本』 田 中義廉 編 or 潘 文庫 蔵) 


人種な り。 日本人は 亜細亜 人種の 中な り。」 で スタ 
1 卜します (図 1 I  3)。 メレ イ人 というのは 何で 
しよう。 「日本人は 亜細亜 人種の 一員」 という 概念 
もまた、 明治の この 時期に 輸入され た 思想な のです。 

言われて みれば 確かに アメリカ人 や ドィツ人より 
も 中国人 や 朝鮮人の ほうがは るかに 日本人に 見た目 
が 似て いますから、 この 思想は すんなり 受容され た 

のでし よう。 

明治 12 (1879)年になると「学制」は廃止さ 
れ 、「教育 令」 に 切り替えられます。 

この頃に なると 急激な 文明開化 主義に 歯止めが か 
かり、 そろそろ 日本 独自の 文化 •思想を 作り だそう 
という 動きが 顕著になります。 その 結果、 学校教育 
でも 儒教と 皇国 思想が 教えられる ようになりました。 
明治 23 年に 教育勅語が 発布され、 ついで 教科書の 国 


36 


す 鈀を®： に es の坌 «苽 如 行 正木 楠 


図 1-5 『尋常 小学 日本 歴史 巻 
一』 （柬書 文庫 蔵） 


図 1-4 『尋常 小学 修身 書 巻 
二』 (朿書 文庫 蔵） 


定 制度が 成立した あたりで、 近代 日本の 学校 制度は 
おおむね 器が 完成し ます。 

この 時期の 修身の 教科書を 見て みます と、 図 1- 
4 のように 二宮 金 次郎が 理想の 人物像と して 大きく 
取り上げられて います。 金 次 郎の徳 はもち ろん 「学 
問 好き」 が 第一です が、 儒教 精神に 基づいて 「親 孝 
行」 とか 「勤労 精神」 も あげられて います。 「仁義 
忠孝」 です ね。 

また 歴史 教科書では、 南北朝時代を どう 教える か 
で 議会での 紛糾が ありまして、 最終的に 政府は 南朝 
を 正統と する 立場を 取りました。 なので、 以後の 教 
科 書で 楠 木 正 成が 忠臣と して 語られる ようになり ま 
した (図 1 , 5)。 

第二次大戦 中の 国民学校で 使われた 修身 教科書と 
もなります と、 
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東  「日本 ヨイ 国、 キヨイ 国。 世界 ニー ツノ 神ノ 国。」 
jl  と、 ナショナリズムが 激しく レベルアップして 
^  いますね (医 1 -  6)。 

^  現代人の 視点で 見る と 小学校の 教科書と しては 
r3 ^) いくらなんでも 極端なん じ やない かと 思います が 
l-6 g  アメリカとの 戦争に 負けそぅ になって いたので 国 
^  民の 戦意を 維持す るた めに これく らい 大袈裟な 教 
育 活動が 必要だった のです。 愛国心とは、 国家が 危機に 瀕した 時に 高揚す る (高揚 させねば 
ならなくなる) 感情な のです。 

中国で も、 朱子学が 盛り上がった のは 宋が 北方 民族の たてた 金 政権に 追われて 南方に 逃げ 
ていた 時期です からね。 

一方、 当時の 歴史の 教科書は いきなり 神国 高 千 穂の 峰、 そして 天孫 降臨から スタ ー ト しま 
す (図 1 I  7)。 

これが 戦後の 教科書になります と、 宇宙人み たいな ゴ— グルを 被った 土偶に 代表され る 縄 
文 土器 あたりから スター トす るよぅ になる わけです から、 とても 同じ 教科とは 思えません。 
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図 1-7 『初等科 国史 上』 （柬 帮文廊 蔵) 


さて、 一口に 「戦前」 とい つても 時代に よつ てこ 
れ ほど 教科書の 内容は 異なります。 つまり 教科書の 
内容 (特に 文系 教科) は その 時代の 国策に 沿って 策 
定 される ものであって、 絶対 不変の 真実と いう わけ 
ではない のです。 

ちなみに 僕が 地元 神 戸で 公立 小 中学校に 通って い 
た 時には、 道徳の 授業は ほとんど 実施され てい ませ 
ん でした。 たぶん 代々 の 担任の 先生が 日教組の 組合 
員 かなに かで、 道徳の 授業を 意図的に サ ボタ ー ジユ 
していた のでし よう。 「世界 ニー ツノ 神ノ 国」 はい 
くらなんでも 極端です が、 二宮 尊徳の 親孝行 話 くら 
い 教えても いいん じ やない かと 子供心に 思いました。 

そういえば 中学の 世界史の 授業では、 ソ連と 中国 
、ばっかり 教えられ たような 気がします。 中学で ョ ー 
ロ ッパ史 を まったく 教わらなかった ので、 大人に な 


I  高 千® の峯 

大內山の忪のみどりは、大御代9御熒ぇをこと |1 <五十於川の 


a い 汶 い：*  R の 辞 伊 笄諾け •伊 笄 m 坊 は、 山川の 块 め も * しい 八 
つの飭 を お生みに なり it /: * こ n. を 丸 八洲と いひ 灸 す*  ft々 
は、 K 朗たぎ る 大海原に— 城の やぅに 在んで ゐ ±L /: * •つ ヴいて 
多くの 神々 を お生みに な 9 ぇし /: * 最後. に、 天照大神 v 天下の 岩 
として お 生 i fl になり， n 本の ra の 基を おさだめに なり it た • 


39 


ってから やむ を 得ず 自分で 勉強し ました。 おかげで いろいろな 面で かなり 損を しました。 

そもそも 学校 制度とは 国策の 一環であって、 資本主義 社会 H 近 現代 国家を 維持す るた めに 
「立身出世 主義」 と 「国家主義」 を 教える システム である ことは すでに 述べ ましたが 、戦後 
はこの 両輪のう ちの 「国家主義」 が タブー とされた わけです。 

さすがに 最近に なって、 これを 復活 させよう とする 動きが 活発に なって いますが、 今まで 
の 教科書の 変遷を 見ても わかる ように 日本の 学校教育 はどうに も 極端から 極端に 振れる 傾向 
が あり、 中庸の 精神に 欠けて いる 面が あります。 「左」 と 「右」 ばかりで、 真ん中がない の 
です。 日教組 時代の 反動で またしても 極端な 「国家主義」 に 走らなければ いいの だけど、 と 

田 心 レます 

まあい ずれに しても 僕が 言いたい ことは、 学校は 別に 「真理」 を 教える 場所では ない、 と 
いう ことです。 何を もって 「真理」 や 「真実」 と言うの かと 問われる と 難しい のです が、 学 
校とは 近 現代 国家に 必須の 機関の 一つであって、 そこで 教えられる 内容は 時代 的 •相対的な 
もの だとい うことは 確実です。 学校は 神聖なる 学舎で もなければ 真理を 教授して くれる 教会 
でもない のです。 
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* 国家に とって 都合の いい 人間を 育てる 

さて 戦後の 学校は ご存じの 通り 「受験戦争」 「偏差値 教育」 「学歴 主義」 といった 現象を 産 
みだしました。 これは 恐らく、 学校の 「国家主義」 的な 側面が ほぼ 全面的に 排除され た 結果、 
学校の もう 一つの 側面で ある 「個人主義 的な 立身出世 主義」 だけが 極度に 発達した ことに 起 
因し ます。 個人主義を 完全に 排除して いた 戦中の 国民学校 時代と、 真逆に なった わけです。 

立身出世 主義は、 資本主義 社会を 維持す るた めに 必要 不可欠な 思想です。 誰もが ス ロー ラ 
イフ •エコ ライフに 目覚めて 森 や 海に 引き こもって しまったら、 資本主義は 成り立ちません。 
しかしながら、 元々 は 国家主義の 側に 振り向けられる はずの エネ ルギー まで もが 学校 内で 立 
身 出世 主義に 集中 させられた 結果が、 受験戦争 であり 学歴 主義な のでは ないで しょう か。 

ついでに、 学歴 偏重の 価値観が 肥大した 理由には、 生徒を 集団で 教室 内に 長時間 拘束して 
集団 授業を受けさせる という 学校の システムが サ ラリー マンの 育成に 向いて いたと いう こと 
も ありました。 企業 側は、 学校での 集団生活に 適応で きない 生徒は 会社に 入っても 職場環境 
に 適応で きないだろう、 と 判断で きる わけです。 

現代に おける 不 登校 児への 親の 過剰 反応は、 子供が この 立身出世 競争の レー ルから 脱線し 
てし まう ことへの 恐怖が 一因に なって いると 思われます。 「良い 学校へ 行けば 良い 会社に 就 
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職で きて 立身出世 できる」 という 明治 以来の 信仰が、 戦後の 高度 経済成長 期を 生きた 日本 国 
民に 広く 信じられて きたので す。 

しかし、 この 「良い 学校へ 行けば 良い 会社に 就職で きて 立身出世 できる」 という 信仰が 今、 
揺らいで いるので す。 

そもそも、 「大学 進学 丨 企業に 就職 丨サ ラリー マン 丄 終身 雇用 丄 定年退職して 年金で 悠々 
_ 適に 老後を 暮らす …… 」 という 戦後 日本人の ライフスタイル じたいが、 もはや 幻想と 化し 
つつあります。 今は 苦労して 企業に 入っても いつ リストラされ るか わかりません し、 はたし 
て 年金を 貰える のか どうか もは っきり しません。 先行きが これ だけ 不透明に なって しまった 
以上、 将来の ために 黙々 と 学校に 通い 続ける ことに 意義を 見出せなくなる 生徒が 増加した の 
は 当然と いえます。 

それに、 教師の 質 も 悪いです。 なにしろ 自動車の 運転免許と 同じで、 一度 教職の 資格を 取 
って 採用試験に 受かれば ょほどの ことがない 限り 教師と いう 職業からは じかれ る ことは あり 
ません。 教職は、 それ こそ 終身 雇用に 近いので す。 

しかも、 大学で 資格を 取り 採用 されれば 誰でもす ぐに 教師に なれる ので、 社会 経験がない 
子供が そのまま 教師に なって しまう。 サ ラリ ー マン 養成の ための 学校のは ずな のに、 教師 自 
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身に サ ラリー マン 経験がない という おかしな 事態が 起こる のです。 

ですから、 中には 悪質な 教師 も 大勢 混じって います。 特に 目立つ のが、 生徒に 対して 性的 
な ハラ スメント や 肉体的 または 精神的ない じめ を 行う 「大人 子供 教師」 です ね。 いちいち 例 
を あげる まで もありません が、 「最初から 子供への 性的 興味が 目的で 教師に なったん じ やな 
いか」 と 疑いた くなる ような 教師の 事件が 毎日の ように 報道され ています よね。 

逆に、 真面目な 教師は、 その 真面目 さがた たって 学級 崩壊 や 過酷な 労働条件 などの 現状に 
悩んで 鬱 になり やすいそう です。 生徒を いじめたり いたずらしたり している 教師は 職場が 薔 
薇 色に みえて 絶対に 鬱 になったり はしないで しようから、 これは もう 悪循環と いうか、 「悪 
貨が 良貨を 駆逐す る」 という 状態に なって しまって いると 言えそう です。 

* レジ ヤ— ランド 化する 学校 

学校の 意義が 揺らいで いると いう ことにつ いて、 もう 少し だけ 詳しくみ てみ ます。 

戦後の 学校は 「国家主義」 の 完全な 排除に よって、 「立身出世 主義」 のみを 教える 場と な 
りました。 なにしろ 学校から 「立身出世 主義」 まで 奪い取って しまう と、 日本と いう 国が 資 
本 主義 社会 •国民 国家と して 成り立た なくなって しまいます。 それでは 日本を 占領した アメ 
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リカと しても 困って しまう わけで、 戦後 日本は 経済大国 (H 戦争を しない 資本主義 国家) と 
しての 復興を 目指す 路線を 走る ことにな りました。 その 結果、 高度 経済成長 時代が 到来し、 
日本は 経済復興した わけです。 

で、 その 過程で、 「学歴社会」 「受験戦争 社会」 が 成立した のです。 すでに 国家主義 はなく、 
残った ものは 個人主義と 資本主義の 論理 だけです から、 どのような 人間で も 学問を 修めて 良 
い 学校に 行けば 立身出世の 道が 開ける ように 感じられた のです。 逆に 考えれば、 国家と いう 
巨大な イコンが 事実上 消滅した わけです から、 個人的に 出世し ない 限り、 個人の 救済 •安定 
も 望めない のです。 

国家と 聞く と 民衆を 洗脳して 弾圧す る 組織と いう イメ ージも 浮かぶ かもしれ ません が、 実 
際には 国家 (近代 以前は、 教会だった りしました) という 大 がかり な システム によって 人生 
の 救済 •安定を 保証して もらう ことで 民衆が 安心して 生きて いける という 側面 も あるので す。 
しかし 戦後は、 国家が その 役割を おおっ びら に 果たせない 状況に なりました。 そこで、 それ 
までの 日本では なかなか 根付かなかった 個人主義が 発達し、 極端な 学歴社会を 産み だした 
…… というの が 僕の 考えです。 

そうなる と、 学校は 同じ 国に 暮らす 仲間の 集まりでは なくなり、 受験戦争の ライバルが 集 
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う 闘いの 場みたい になります。 実際、 ガリ 勉は 妬まれて いじめられます (進学 校では そんな 
ことは ない と 思います が)。 クラスの 全員が、 立身出世 レ ースに 立ち ふさがる 敵な のです。 

1980 年代 初頭に マスメディアで 第一 次い じめ 問題 ブーム •校内 暴 カブー ムが 起こり ま 
したが、 これは 学校が 弱肉強食の 競争 社会と 化した 結果だった かもしれ ません。 

しかし、 そのような 過激な 受験戦争 とその 裏面と しての 校内 暴力は、 , 80 年代 以後 徐 々に衰 
退して いきます。 というのは、 一つには 少子 化が 進行した からです。 今や、 大学が 倒産す る 
時代に なって しまいました。 どこでもよ ければ、 誰でも 大学に 入れる のです。 

もう 一つは、 受験の 産業 化が 進行し、 よほど 頭の良い子 供を 除けば 裕福な 家庭の 子供で な 
いと 東京大学に 入れない という 「経済 = 学歴 格差」 が 顕著に なった ためです。 幼稚園 児の 
「お 受験」 なんて、 庶民には 夢の また 夢です よ。 

つまり、 誰でも 簡単に 大学には 入れる が (建前 平等)、 本当に 良い 大学には 金がないと 入 
れ ない (現実 不平等)、 という 状態に なったん です ね。 田舍の 公立 中学 •公立 高校を 経て 東 
京大 学に 合格す るなん てことは、 ほとんど 夢物語に なって しまいました。 

学歴 格差 社会の 到来です。 

こうなる と、 立身出世 主義の 物語は、 たちどころに 色 あせて しまいます 。毎日 新聞の 最近 
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の 記事に ょると、 日本の 高校生は 他の 国の 高校生に 比べる と 出世 意欲が 圧倒的に 低い の だ そ 
です。 

高校生 意欲 調査： 日本、 出世 意欲 低く 

日本の 高校生は 米中 韓の 高校生ょりも 「出世 意欲」 が 低い ことが、 財団法人 「日本 青 
少年 研究所」 (千 石 保 理事長) の 「高校生の 意欲に 関する 調査 —— 日米 中韓の 比較」 で 
分かった。 「将来 就きたい 職業」 では、 米中 韓 に比べ、 明確な 目標を 持てない 日本の 高 
校 生の 実情が 浮かんだ。 

調査は 06 年 10 月〜 12 月、 日米 中韓の 高校生 計 5676 人を 対象に 実施。 進路 や 人生 目 
標 、職業意識 などを 聞いた。 所属す る 高校を 通じて 実施した ため、 回収 率は 100% に 
なるとい う。 

「偉くな りたい か」 という 問いに、 「強く そう 思う」 と 答えた 高校生は 中国 34 .4% v 
韓国 22 .9%1>米国 22 .3%に対して、日本はわずか8.0%。卒業後の進路への考え 
を 一つ 選ぶ 質問では、 「国内の 一流 大学に 進学したい」 を 選択した 生徒は、 他の 3 国が 
37 .  8 〜 24 .  7%だったのに対し、日本は 20 .4%にとどまった。 
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また、 将来 就きたい 職業 (複数回 答) では、 日本は 99 年 調査よりも 弁護士 や 裁判官、 
大学教授、研究者の割合が低下。特に、公務員は前回の 31 .7%から大幅減となる9. 
2% だった。 逆に 「分からない」 を 選んだ 生徒が 6.2 ポイント 増の 9 .9% になった。 
千 石 理事長は 「食べる ことに 困ら なくなり、 今の 高校生は 『偉くな りたい』 といぅ 意 


欲が なくなって きている。 また、 (従来 『出世』 と 考えられ てきた) 職業に 魅力 や 権威 
が なくなっ ている」 と 分析して いる。 

(毎日 新聞 2  〇  〇  7 年 4 月 25 日付 西部 朝刊) 

偉 くもなりたくない し、 一流 大学に 行きた くもない、 という 高校生が 増えた わけです。 裕 
福に なりす ぎて ハンク リ ー さが 消えた という 考え方 もで きます が、 「どうせ 出世で きない」 
「一流 大学に なんて、 どうせ 入れない」 という 学歴 格差 社会の 現実が 見えて しまって いる 高 
校 生が 増えた の だと 思います。 

また、 公務員です らいつ 組織が 民営化され るか わからず、 もはや 終身 雇用が 保障され てい 
ると も 思え なくなつ たので しょう。 

もう 学校は 「立身出世」 を 教える 場で も 「国家主義」 を 教える 場で も なくなって しまった 
のです。 

では、 学校は どうな つた かとい うと、 レジ ャー ランドに なつた わけです。 

つまり、 遊び場で すね。 

最初に レジ ャ— ランドと 化した 学校 機関は 大学でした。 大学は 早くから、 (一部を 除いて) 
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サ ラリー マンを 養成す る 機関と 化して いました。 資本主義 社会の 代表的な 労働力と いえば、 
サ ラリ ー マンです。 大学は サ ラリ— マン 予備軍を 集める 機関と なり、 大学の 偏差値と 格に ょ 
って 企業が 新卒サ ラリ ー マンを 選別 するとい う システムが できあがりました。 

そうなる と、 学者を 目指して いる わけで もなんでも ない 若者が ただただ 就職活動 のために 
大学に 集まって くると いう 事態に なり、 大学は 4 年間に わたる 巨大な モラトリアム 空間に な 
ったわけ です。 

少子 化が 進む と、 高校 も レジ ャ ー ランドに なって いきました。 無理して 受験 勉強す る 必要 
が 薄れた ので、 多くの 高校 もまた 大学へ 進む ための モラトリアム 空間に なった のです。 義務 
教育と 大学の 間の つなぎの 場と いう 状態に。 

学校は そもそも レジ ャー ランドに 最適な 空間です。 あくせく 労働し なくても いいです し、 
今の 学校は 男女 共学が 基本です から 同年 代の 異性と いくらでも 知り合えます。 個人主義と モ 
ラトリ アムと、 男女 共学。 この 三つが 重なっ たと ころに、 学校の レジ ャー ランド 化と いう 現 
象が 現れた のです。 

こうなる と、 レジ ャー ランドと しての 学校に 馴染めない 生徒は、 学校に 行く 意欲を 喪失し 
てし まいます。 何のた めに 行かなければ ならない のか、 目的が 見あたらない のです。 
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実際、中学生の不登校現象は、昭和 50 (1 
97 5) 年を 境に 増加の 一途を 迪つ ています 
(図 1 -  00) 。 

小学校でも昭和 60 (1985)年を過ぎた 
頃から 不 登校 児童 数が 上昇し はじめてい ます 


が、 しかし 実は 昭和 50 年頃の 「ほぼ 


〇% 


の 小 中学生が 登校して いた」 という 時代の ほ 
うが 世界史 的には 異常な のです。 


ほぼ 100% の 子どもが 登校して 


ぃたのは昭和 50 (1975)年を挟むゎずかの間だけだったとゎかる。海外に目を向け 
れば 、米国では 地域差が 大きい ものの 平均して 6% を 越す 欠席 率 (1980)、 英国に 
ぃたっては欠席率は全国で 10 %、都市部の中学校では 25 %にも上り(1990)、実に 


多くの 児童 生徒が 休んで いる 


こうして みると 長 欠 率の 年々 の 増加は 驚く ことでは 


なく、 わが国 も 英米の 水準に 近づきつつ あるに 過ぎぬ とも 考えられ ょぅか。 
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(滝川 一廣 「不 登校は どぅ 理解され てきた か」 広 田 照 幸 監修、 伊藤 茂樹 編著 『リー デイン グス 

日本の 教育と 社会 8  いじめ •不 登校』 日本 図書 センター、 2007 所収) 


進学率 % 


〇 
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滝川 一廣に よれば、 日本での 不 登校は まず 都市部の 学校からは じ まった といい ます。 

当初、 マスメディアに 代表され る 社会は この 「明確な 理由 もな く 学校に 通わない 子供」 に 

対して 「登校拒否」 とか 「登校拒否 症」 とい 

一種の 精神 疾患の レッテルを 貼って 対応し 

よぅとしたり、 受験戦争が 不 登校の 原因に な 

ってい ると 考えたり したそぅ です。 しかし、 

実際には 高校への 進学率の 上昇 曲線と、 不登 

校 児の 上昇 曲線とは、 相関関係がない のです 
(図 1 -  9)。 

むしろ 高校 進学率が ほぼ 100% に 到達し 
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-9 た 瞬間から、 中学生の 不 登校が 増加に 転じて 
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いる ことが わかります。 
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これは、 受験戦争が 不 登校を 産んだ のでは なく、 学校の レジ ャ— ランド 化 (H ある 種の 子 
供に とっての 学校と いう 制度の 無意味 化) が 不 登校を 産んで いるので はない かとい う 僕の 考 
えに 裏付けを 与えて くれる デー タ かもしれ ません。 

滝川に よれば、 

…… (昭和) 50 年に第三次産業人口がついに全体の 50 %を超え、さらに上昇を続けて 
いる ことが わかる。 第一次産業の 激減は もとより、 第二次産業 も 下降線を 描いて いる。 

最 先進国 的 •超 近代的な 高度 消費 社会に 入っ たので ある。 …… 制度 的な 耐用 年限が いよ 
いよ やってき たので ある。 子どもたちが なんらかの 負荷 や 違和を 学校生活に 抱いた とき、 
その 負荷 や 違和を おしてまで 登校を 続けさせる だけの 重要 不可欠 性 や 絶対 性 (聖 性) を 
学校が もちえない 社会に なった。 …… 近代化の 進展に よって わが国の 伝統であった 集団 
主義 的な 生産 様式 •生活様式が 急速に 解体して いる 今の 社会では、 学校の 大 がかり な 集 
団 性に 耐える トレ 丨ー ーング が 社会人と しての 将来に つながる 実感 も 保証 もない。 …… 現 
代 社会に あって、 資格 取得の 問題 さえ 除けば、 ぜひとも 学校に 通わねば アクセス できな 
い 知識 や 技能が どれ だけ あろう か。 こうして 50 年を 境に 長 欠 率は 反転 上昇し、 増加の 
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途 となつ たにち がいない。 

(滝川 一廣 「不 登校は どう 理解され てきた か」 前掲 書) 

コンビ ユータ ー や IT の 勉強 も 満足に できない 現在の 学校は レジ ャ ー ランドと 化する しか 
なく、 それにた かが 中学 •高校の 教科書に 書いて あるよう な ことは 自宅で 独習で きる 程度の 
初歩 的な 知識に すぎません。 

学校を レジ ャーの 場と して 楽しめない タイプの 生徒は、 だから、 学校へ 通う 意味を 喪失し 
てし まう のです。 

近年の 学園 ものの 漫画 や 小説な どを 見ても、 取り上げられる シ チユエ ーシ ョンは 「恋愛」 
「部活 動」 「体育祭」 「文化祭」 「夏休み」 「友情」 「セックス」 などで、 授業の シーン は ー コマ 
で 片付けられ るか、 授業中に 違う ことに 夢中に なつて 先生に 叱られる か、 くらいし か 描かれ 
ません。 「ああよ く 寝た」 の 一言で 終わる ケース も あるく らいです。 「学校で 勉強す る ことが 
立身出世の 道に 繫 がる」 という 思想が すでに 崩壊して いる わけです。 

もちろん、 一方で 学校と いう 旧来の 価値観を 守る ため、 教師に よる 「教育 再生」 を テー マ 
に 掲げた 漫画 や ドラマ も 多く 作られて はいるので すが …… 。 


「金 八 先生 モデル」 教え子に 投票 依頼 落選の 久留米 市議を 供応 買収 容疑で 逮捕 県警 

福岡県 警 捜査 二 課と 久留米 暑は 二十四日、 公選 法 違反 (供応 買収) の 疑いで 久留米 市 
議糸 井清 ( 72 )  H 同市 野中 町 = と 妻の 節 子 ( 71 ) の両 容疑者を 逮捕した。 元 教員の 清容 
疑 者は テレビ ドラマ 「3 年 B 組 金 八 先生」 の モデルと して 知られて いたが、 二十 二日 投 
開票の 久留米 市議 選で、 教え子ら に 飲食 接待して 自身への 投票を 頼んで いたと いう。 

調べでは、 二人は 共謀して 三月 中旬 ごろ 市内の 飲食店で、 清 容疑者の 小学校 教諭 時代 
の 教え子 や 知人ら 十 人に 対し、 g 分への 投票と 票の 取りまとめを 依頼し、 一人 約 千 八 百 
円の 飲食 接待を した 疑い。 二人とも 容疑を 認めて いると いう。 県警に よると 会合には 三 
十数 人が 參 加して おり、 今後 任意の 事情 聴取を 進める。 

同 市議 選は 一市 四 町 合併 後 初の 選挙で、 定数 四十 二に 対し 六十 四 人が 立候補。 清 容疑 
者は 二〇〇 三年の 旧 久留米 市議 選で 初 当選し 再選を 目指した が、 落選した。 

清 容疑者は 福 岡 教育 大学 付属 久留米 小の 教諭 時代、 俳優の 武田鉄 矢さん の 教育実習を 
指導。 武 田さん も 「教師とは どういう もの か 教わつ た」 と 話して いた ことから 「金 八 先 
生の モデル」 としても 知られて いた。 


54 


第 1 章 学校の 正体 


(西日本 新聞 2  〇  〇  7 年 4 月 25 日付 朝刊) 

生徒たち はこうい う 現実を インター ネットを 通じてよ く 観察して いて、 その 手の お 話には 
すっかり 醒めて いるので はないで しよう か。 

そもそも 「3 年 B 組 金 八 先生」 という 教育 ドラマ じたい、 現実の 学校が 崩壊し はじめた 7 80 
年代 初頭に、 学校の 崩壊を 食い止める ために 「必要」 とされて 生まれた 物語な のです。 かつ 
ての 日本は 生徒を 学校へ 通わせる ために 「二宮 金 次郎」 という 理想的な 生徒の 物語を 流布し 
たのです が、 現代の 日本 社会は 「金 八 先生」 という 理想的な 教師 像を 流布す る ことで 生徒の 
心を 学校に つなぎ止めよう としてい るんで すね。 

* 「出家」 という システム 

しかし、 本当に 人は 学校に 通わなければ 勉強 もで きず、 人間的に も 成長で きないの でしよ 
うか？ 他に、 どんな 生き方 も 許されな いのでし ようか？ これは、 大いに 疑わしいです。 

現代の 学校 制度の 対 極に 位置す る システムが 「出家」 です ね。 

出家と いうのは、 社会の 外に 出て しまう、 という ことです。 競争 社会から 外れる のです。 
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もちろん 社会の 外に も 別の 社会 (お 寺と か) が ある わけです が、 とにかく 出家して いる 間は 
俗世間の ことには 関わらない。 

まあ 今では 「出家」 といっても かなり 緩い システムを 採用して いると ころが 多い のです が、 
それは それだけ 出家す る 人が 減った という ことで しよう。 だいいち 仏教 や キリスト教の 信者 
でなければ、 狭い 意味 •一般的な 意味での 「出家」 はでき ない。 ですから、 無 宗教な 現代人 
は 出家したくて もで きないと いうの が 現状で しよう。 

昔は、 托鉢して いる 僧侶には 施しを 与える のが 当たり前でした。 社会に 背を 向けて 孤立 
して 生きて いくとい う ライフスタイルが、 認められて いたのです。 

しかし 今では、 出家と か 僧侶に 憧れる 若者に 対して、 すぐに 「現実 逃避に すぎない」 な 

き 

んて 厳しい ことを 言っ たりし ますよ ね。 まぁこう 言う 人は そもそも 「社会」 と 「現実」 の 区 
別が ついていない わけです が。 

現代の 社会では、 資本主義 社会の レ ー ルから 外れて しまう という 意味で、 出家 も ホー ムレ 
スも 引きこもり も 同様に 「平均の 外」 「標準の 外」 という 扱いを 受ける のです。 

つまり、 「働かずに 生きて いく」 という 行為 そのものが、 現代 社会に おいては 罪悪な わけ 
です。 現代 社会は 資本主義 社会で あり、 労働と いう 行為 そのものを 崇拝す る 社会です から。 
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それでも 托鉢僧は 一応 「僧侶と いう 職業」 を 持って いると 認定され るので、 かろうじて セ 
1 フ なのです ね。 反対に、 寺社 組織に 所属せ ず 勝手に 托鉢を やって いると、 いろいろな 差別 
用語を 貼られて 叩かれます。 

「引きこもり」 や 「ニー ト」 なんて 言葉 も、 ありていに 言えば 「働かない 人間を 社会的 •道 
義 的に 責める ための 言葉」 です。 「働かない 大人」 は 「学校に 行かない 子供」 と 同義です か 
ら 、「不 登校」 も 同じ 役割を 持って います。 

確かに、 国民 全員が いっせいに 出家して しまったら、 社会は 成り立たなくなります。 仏教 
が大 流行した 大昔の 中国では あまりに 出家す る 人間が 多くて 経済に ダ メ—ジ を 及ぼした ので、 
出家 制度を 国家が 統制して いたと 聞きます。 

しかし、 世を 捨てて 生きる という 生き方を 社会が きちんと 用意して おく ことが、 いつの 時 
代で も 必要な のでは ないかと 思います。 最後には 出家と いう 道が あると 思えば、 もっと 人間 
は 気楽に 生きられる のでは ないで しょう か。 今の 資本主義 社会では、 人間は 生まれてから 死 
ぬまで 永遠に 競争し 続けなければ なりません。 これでは 息苦しくて やって いられません。 

もちろん、 現代の 国家 も 出家に 代わる 「引退 システム」 を 整備して はきた のです。 

日本には、 晚年 になって ょうやく、 年金を 貰ったり 老人 ホー ムに 入ったり して 悠 々自適の 


57 


隠遁 生活が 可能になる …… という システムが 一応 存在し ます。 古代 ロー マには、 奴隸に 対し 
て も 数十 年の 兵役を 務めたら 口^ ~ マ 市民権を 与えて 都市に 住まいを 与え、 生活の 面倒を 見る 
…… という 市民 制度が ありました。 それと 同じです。 我慢して 定年まで 労働 すれば、 後は 楽 
に 生活 させて あげようと いう ことです。 

しかし、 ご存じの ように 日本の 年金制度は 破綻し かかって おり、 老人 ホー ム にしても 多額 
の 資金を 調達で きた 人 だけが 入る ことが 可能と いう 有様に なりつつ あります。 そのような 大 
金を 払えない 多くの 庶民の 老後 ケアは、 安価な 民間の 在宅 介護 システムに 切り替えられ てい 
くこと でしよう。 

それに、 老後に なって やっと 引退で きる という 現状の システムは 「年老いて 労働で きな く 
なって はじめて 出家が 許される」 という ことを 意味し ます。 無産階級の 人間は、 なにが あっ 
て も 年を取って 長年の 労働で 身体が ボロボ ロになる まで ひたすら 働かなければ いけない とい 
うわけ です。 なんだか 働き アリの 生涯みたい です。 

仮に 人生 70 年と します と、 現代の 人間は 5 歳で 幼稚園 や 保育所に 通い 始め、 60 歳く らいで 
引退し、 残りの 10 年 前後を 「出家」 として 暮らす という ことになります。 

もし 勝手に 家を 捨てたら 「出家」 とは 呼ばれず、 「ホ I ム レス」 と言われます。 仕事を し 
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ない 時期を 作る と 「一一— 卜」 と 呼ばれ、 思索に ふける と 「引きこもり」。 出家 (不労 働) と 
還俗 (労働) を 繰り返す 人は 「フ リ—タ ー」。 学校に 行かなければ 「不 登校」 です。 

マックス •ゥエ ー パ ー を ひっぱりだして くるまで もな く、 資本主義 社会に おける 第一義の 
信仰とは 「労働への 信仰」 です。 中世の キリスト教徒が 教会へ 行く 義務を 怠ったら 社会から 
制裁され たのと 同じように、 現代人は 労働の 義務を 怠る と 社会から 非難され る わけです。 

「通学の 義務」 の 本質とは、 「子供 版 •労働の 義務」 なのです。 実際には 日本の 子供には 
「通学の 義務」 はなく、 親に 「就学の 義務」 が ある だけな のです が、 それでも 不 登校を 理由 
に 子供が 道徳的に 非難され たり、 あげくのはてには 病人 扱いされ てし まう のは、 現代の 日本 
人が 「労働の 義務と 通学の 義務」 を 神聖 視 している からな のです。 

そして そこには、 「社会から 一時的に 出家す る ことによ って、 得られる もの も ある」 とい 
う 柔軟な 発想はありません。 ともかく 継続す る こと、 忍耐強く 学校 や 会社に 通い 続ける こと 
だけが 求められる のです。 

しかしながら 「出家」 は 元来 「修行」 です。 逃避では ない。 

一見た だ 怠けて さ ぼって いるよう に 見えても、 実は 内面で あれこれと 精神 修養の ような こ 
とを やって いるの かもしれ ません。 学校で 机に 座って 授業を 聞いて いる こと だけが 学習 だと 
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考える のは、 現代人の 陥り やすい 誤謬では ないで しょう か。 この 話に ついては 4 章で 具体 
的に 述べて みます。 

* 脱 学校の 社会 

ところで 学校が 宗教 的 制度で あり 国家が 運営す る 教会の 代用品で あると いう 考え方、 学校 
がサ ラリー マン 育成 センター であると いう 考え方は、 おそらく イヴ アン •イリイチが オリ ジ 
ナルで しょう。 

教育 機会を 平等に する ことは、 たしかに 望ましい ことで も あり、 実現 可能な 目標で も 
ある。 しかし これを 義務 修学と 同じ こと だと 考える ことは、 魂の 救済と 教会と を 混同す 
る ことに も 等しい ので ある。 学校は 近代化 された 無産階級の 世界的 宗教と なって おり、 
科学技術 時代の 貧しい 人々 に 彼らの 魂を 救済 するとい う 約束を している が、 この 約束は 
決して かなえられる ことは ない。 

国民 国家は 学校を 採用し、 全国民を それぞれが 等級 づ けられた 免状と 結びつく 等級 づ 
けられた カリキュラムの 中に 義務と して ひき 入れた ので あるが、 それは かつての 成人式 
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の 儀礼 や 聖職者 階級を 昇進して いくこと と 異ならない ものである。 近代国家は 自国の 教 
育 者の 判断を、 善意の 怠 学者 補導 官や 就職 条件を 通して 国民に 押しつけて きたが、 それ 
はちよう ど スペインの 国王たち が 彼らの 神学者た ちの 判断を、 中南米の 征服者 や 宗教 裁 
判を 通して 被 征服 民族 や 国民に 押しつけ たのと 全く 同じ ことなの である。 

(イヴ ァン •イリイチ 『脱 学校の 社会』 小 澤周三 訳、 東京 創 元 社、 1977) 

イリイチに よれば、 近 現代 国家に おける 学校には、 次の ような 社会的 機能が あります。 

•「終わりの ない 消費と いう 神話」 の 創出。 学校で 教授され ると いう 儀礼 体験を 経て、 生 
徒は すべての 活動に おいて 常に 学校 (専門化 された 制度) を 必要と する ようになる。 

.「価値 測定の 神話」 の 創出。 学校に 通う 生徒は、 カリキュラム によって 測定され 続ける 
結果、 価値とは すべて 数値 化 •文書 化されう ると 考える ようになる。 

•「価値を 詰め こむ 神話」 の 創出。 学校に おいて 教師は カリキュラムの 販売者で あり、 生 
徒は 消費者と なる。 

•「無限に 進歩 するとい う 神話」 の 創出。 
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つまり、 学校とは 資本主義 社会の 雛 形な のです。 そこで 生徒は、 資本主義 社会の 基本 ル ー 
ルを 徹底的に 叩き こまれる のです。 

たとえば、 学校を 休む という 行為は、 会社を 欠勤 するとい うこと に 等しい 罪悪です。 

教室で 朝から 夕方まで 黙って 座って いられな いという ことは、 会社の 職場で 黙々 と 仕事を 
遂行で きないと いう ことに 等しい。 

教室 や 部活で いじめられる 生徒は、 職場で 上司 や 同僚とう まくやって いけない 社員に 等し 

、〇 

V 

勉強を しない 生徒は、 働かない 社員、 余剰 価値を 生み出さない 労働者に 等しい のです。 
イリイチが 言いたい ことは、 学校とは 人間を 資本主義 社会 •国民 国家に 適応した タイプの 
「大人」 に 改造す るた めの、 「通過儀礼」 の 場 だとい うこと です。 入学とは 洗礼で あり、 教師 
とは 神父で あり、 そして 不 登校に 陥った 生徒は 煉獄に 落ちた という 罪悪感を 背負わなければ 
ならない の だ、 と。 つまり、 資本主義と いう 宗教の 敬虔な 信者を 養成す るた めの 教会 こそが、 
学校な の だ、 という わけです ね。 

イリイチは そこで 「学校 制度を 廃止し ょう」 と 提言した わけです が、 さすがに 廃止は 行き 
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すぎと しても、 学校 制度の 歴史的な 誕生 理由 や 発展して きた 経緯を 忘れて 学校 制度を 絶対 
視 •神聖 視 する 現代人に とって、 学校と いう ドグマを 相対 化する 効果が 彼の 思想には あった 
わけです。 

* 「いじめられる 側」 に 問題は あるの か 

学校とは そもそも 何かとい う 問題に 関する 話は これで 終わりです。 この 本の 後半、  4 章で 
は、 「それでは 本当に、 学校に 行かない 人間が 現代 社会の 中で 生きて いける のか」 という 疑 
問に ついて 考えて みたい と 思います。 

ある 日の こと。 仕事の 合間に なんとなく ビデオ サーバ I を 見て いると、 不 登校 やい じめ の 
問題に ついて、 テレビの ワイド ショー でと ある 高い 社会的 地位を 持った コ メンテー タ— (も 
ち ろん 「勝ち 組」 の 人です) が、 

「人間 だって 生物なん だ。 生物の 世界は、 弱肉強食 なんだ。 だから 人間の 世界 だって 弱 肉 強 
食な のであって、 いじめられる 弱者が 悪 いんだ」 

という 主旨の 発言を していました。 

この 発言は 別に 視聴者から 非難され なかった みたい なので、 つまり 今の 世間には こういう 
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風潮が 広まって いるよう なのです。 

僕は 「歴史は 繰り返されるな」 と 思いました。 

「弱肉強食の 論理」 が 西欧で 広範に 支持され るよう になった のは 生物学者 チャ ー ルズ •ダー 
ウインの 『種の 起源』 が 出版され た 1859 年 以後の こと だと 思います が、 新しい ところで 
は 自然淘汰 理論に DNA という 科学知識を くっつけた リ チャ— ド •ドー キン スの 『利己的な 
遺伝子』 という 本 も ヒットし まして、 なんとなく、 

「生物の 世界は、 適者生存 = 弱肉強食」 

「人間も D NAによって作られている生物である」 

「人間の 世界 も、 だから、 適者生存 という ル ー ルで 成り立って いる」 

という ふうに 考える 風潮が 広まって いるので はない かと 思います。 

ダー ウインの 進化論は そもそも 生物に 関する 学説でして、 人間 や 社会とは 無関係な 思想 だ 
ったので すが、 時は まさに 19 世紀。 産業革命を 果たして 資本主義 化して いた 西欧の 列強 国家 
が 植民地 主義 •帝国主義を 究めようと していた 時代でした。 ですから、 人間社会に 「適者 生 
存」 「進化」 「淘汰」 という ダ ー ウインの 概念を 適応す る ことにより、 帝国主義を 理論的に 正 
当 化で きる と 考える 人たち がいた わけです。 
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こういう 思想を 「社会 進化論」 と 呼びます。 

代表的な 思想家と しては、 イギリスの ハー パー ト •スベン サーや ドイツの エルンスト •へ 
ッ ケルが あげられます。 

スベン サー は、 資本主義の 自由競争 市場 こそが 人間社会 における 適者生存 •弱肉強食 ルー 
ルを 保証す る システム だとして 資本主義 •自由主義を 支持し ました。 

ヘッケルは ダー ゥィ ニ ズムを ドイツに 紹介した 人物で、 自ら 書いた 社会 進化論の 本 も ベス 
トセ ラー となりました。 ヘッケル にょれば 国家 間の 戦争 もまた、 弱肉強食. 自然淘汰 •社会 
の 進歩と いう 進化論 的 目的の ために 行われる ものな のです。 一ーー チ H の 「力」 と 「超人」 を 
志向す る 哲学 も、 ヘッケルの 影響を 受けて いると 言われて います。 

ヘッケル 以後、 社会 進化論は イギリスの ゴル トンを 経由して 優生学と いう 学問 思想に 発展 
します。 ゴル トンは、 遺伝子 的に 劣等な 人種を、 自然淘汰に 任せて おく ことなく、 人為的に 
淘汰して 人類の 「退化」 を 食い止めなければ ならない と 言いだ しました。 この ゴル トンは 実 
は ダー ゥィンの 従兄です。 彼の 進化論に 触発され て 優生学の 発想を 思いついた のでし ょう。 

ゴル トンは、 人間の 世界に 「社会」 という システムが 存在す る 限り、 人間は 生物学 的に 正 
しい 生き方 (「自然淘汰」 や 「適者生存」 「弱肉強食」) を 生きられな いと 考えました。 つま 
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り、 文明社会は 昔から 「弱者の 救済」 という 一つの 機能を 担って きました が、 これは 本来 自 
然界 •生物界には ありえない 人工的な ルー ル だとい うのです。 まあ、 確かにそう かもしれ ま 
せんが。 

ところが ゴル トンは ここから、 ダー ウイ ニ ズムを 人間社会に おいて 実現す るた めには、 そ 
のよう な 文明の 機能 じたいを 放棄して 社会的 •人為的な 弱肉強食の 世界を 作らなければ なら 
ん …… というので すね。 

というの も、 そうしなければ、 いずれ 人間は 劣等な 遺伝子に 汚染され て、 退化して しまう、 
現状の 平等 社会 •助け合いの 社会は 優秀な 人間を 逆 淘汰して しまう システム になって いる、 
という わけです。 

また、 ヘッケルと おおむね 同時 期に 活動した イタリアの ロンブ ロー ゾは 、犯罪者は 遺伝に 
よって 生まれる という 説を 唱えて いました。 遺伝です から、 外見つ まり 見た目 からして 犯罪 
者は すでに 「犯罪者の 顔」 をして いるの だ、 というの です。 「犯罪者は 見た目が 9 割」 とい 
うわけ です。 

優生学が 後に ナチ ス ドイツと 結びつい たことは わざわざ 書く まで もないで しようが、 最近 
になって このような 思想 …… 人間の 世界 も 弱肉強食で あるべき だとい う 思想が、 復活して き 
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たような のです。 

1976 年に 発表され た ドー キン スの 『利己的な 遺伝子』 は、 「種」 を 「 D NA」 に 書き 
換えて 復活した 「 20 世紀の ダー ゥィ ーー ズム」 といえ ます。 生物界は、 実は 種 (個体) ではな 
く DNA の 自然淘汰 •適者生存 •弱肉強食の 世界 だとい うわけ です。 しかも ド ー キン スは同 
書の 中で さっそく 「ミー ム」 なる 「文化的 遺伝子」 という 概念を 産み だし、 「利己的な 遺伝 
子」 の 世界観を 人類の 社会 •文化にまで 拡張し ました。 

歴史は 繰り返す のです。 

ドー キン ス 自身は まさか 優生学 思想を 復興 させよう とは 考えて いないで しようが 、「利己 
的な 遺伝子」 の 思想が いずれまた 現実の 社会 体制に 導入され ない とも 限りません。 「学校で 
いじめられる ほうが 弱い から 悪い」 という 発想は、 近年の そのような 風潮から 飛び だした も 
の だと 思われます。 ソ連が 崩壊して アメリカ H 資本主義 社会が 一人 勝ちに なった 結果、 弱 肉 
強 食の 思想が 世界的に 復活し はじめてい るの かもしれ ません。 

人間が 他の 生物と 違う のは、 弱肉強食の 論理 だけで 生きて いない 点、 社会を 形成して 弱者 
を舍 めた 全ての 人間を 生かそうと 努力して きた 点に あります。 人間から そういう 相互扶助の 
精神を 奪って しまえば、 動物が 持ち 得ない 破壊力を 持った 兵器に よる 絶滅 戦争に 行き着いて 
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しまいます。 人間は、 自然界の 生物とは 異なる 桁外れの 暴力 性を 手に入れて しまったが ため 
に、 相互扶助の 精神を 持たなければ 生き延びられ なくなった 動物な の だとい えます。 弱 肉 強 
食 理論 (もちろん 資本主義 社会的に 言えば、 「自由競争の 論理」 でもあります が) 一辺倒で 
は、 問題は ますます 悪化す る ばかりで しょぅ。 

二— チ H の 「力への 意志」 哲学を 貫いた ドィツは 、世界大戦を 引き起こして 大勢の 人間を 
死なせました。 相互扶助の 精神は、 一一— チェが 言った ように 確かに 弱者の ルサンチマンから 
生まれて きたの かもしれ ません が、 その ルサンチマンを ルサンチマンの まま 放置して おくと 
大勢の 人間が 戦争 や テロと いう 暴力に よって 死ぬ ことになる のです。 だから 社会と いう 相互 
扶助 システムが 必要な のです (もっとも 、過剰な 暴力を 産み だす 原因 も 同じ 社会な のです が 


しかし、 そもそも 人間界に おける 「弱者」 とは 何でし ょぅか？ 
DNA を 残せない 人間が 「弱者」 なのか。 

金を 儲けられない 人間が 「弱者」 なのか。 

身体に 不具合が あれば 「弱者」 なのか。 

「犯罪者 顔」 をして いたら 「弱者」 なのか。 
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先 ほど も 書いた とおり、 人間は 相互扶助 社会と いう システムを 持ち、 生物学 的な 自然淘汰 
に 逆らおう とする 文化を 持っ ています。 もちろん 異 民族を 虐殺 するとい った 問題 行動 も 多々 
起こして きました が、 それでも 誰かが どこかで 歯止めを かけょうと 努力し ます。 人間の 文明 
は 単純な 「弱肉強食」 の 論理では 割り切れない 複雑な システムな のです。 

実は そこでは、 元々 「弱者」 と 蔑まれて いた 人間が、 新たな 文化を 創出 するとい う 人間 
独自の 営みが 脈々 と 繰り返されて きたので す。 この ことにつ いては、 第 4 章で もう 一度 検討 
してみ ます。 


第 2 章 流動 化した 社会 


堀 田 純 司 


* 「学校を 出て、 就職 すれば そこそこ 幸福に 暮らせる」 の 終焉 

1990 年代 半ばからは じ まった 「市場原理の 導入」 「小さい 政府 化」 といった 改革の 結 
果 、日本 経済は バブル 崩 壌 後の 長期 不況、 「失われた 15 年」 から、 ようやく 抜け出す 道を 見 
つけたと される。 

しかし その 一方、 いっこうに 減少す る 気配の ない 中高 年の 自殺、 フリ ー タ— などの 非 正規 
雇用 や 職業に も 学業 にもつかない いわゆる ニー トの 増加、 就職しても すぐに やめて しまう 若 
者、 ネット カフェで 暮らす 人々 の 出現な ど、 「厳しい 現実」 が クロ— ズ アップされ るよう に 
もな った (図 2  - 1、 2  I  2、 2-3)。 

こうした" 厳しさ" は 教育の 世界で も 見られる ようになり、 学校の 現場では 過酷で 陰湿な 
いじめが 大きな 問題に なって いる。 

この 本の 二人の 著者は、 いじめに 対して 「いじめに あったら 学校を やめて しまえ。 そして 
引き こもれ」 と、 いささか 極端に 聞こえる であろう 主張を 行っ ている。 これは なにも 奇 をて 
ら って 提案して いる わけでは ない。 

教師で も 解決で きないよう ないじめ の 問題を、 当事者で ある 個人が 解決す るのは 無理で あ 
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( r 平成 19 年度 版 労働 経済白書 j より) 

図 2-1 年齢 階級 別 フリーター 数の 推移 


(万人) 


(r 平成 19 年度 版 労働 経済 白 割より) 


図 2-2 若年 無 業者 数 （いわゆる ニートを 含む） の 推移 
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図 2-3 生活 意識 別 世帯数の 構成 割合の 推移。 

年々 生活 意識 も 「厳しさ」 を 増して いる ことが わかる 


る。 それは 勇気の 問題では ない。 唯一、 現実 
的な 解決の 方法は いじめに あったら 学校に 行 
かない ことで ある。 

それな のに 学校から 逃げる ことができず、 
ついには 死を 選んで しまう という 悲しい 事件 
が 起こる のは、 「誰もが みんな 学校に 行く」 
ことが、 私たち みんなの 間で あまりに も 当た 
り 前にな ってい るた めで ある。 

しかし 時代は、 変わった。 「学校を 出て、 
就職 すれば そこそこ 幸福に 暮らせる」 という 
時代は 終わった。 その 一方で 日本人の ライフ 
スタイル も 多様に なり、 学校に 行かない こと 
が 大きな ハン デイとは 言えない 世の中に もな 
った。 だから、 ひどい いじめに あうょう なら 
ば 学校を やめた ほうがいい。 それは 恥ずかし 
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いこと ではない。 

この 本の 二人の 著者 も 高校を 中退して、 そして 引き こもった 経歴を 持つ が、 学校を やめた 
からといって 人生が 終わる ことはなかった。 むしろ 「やめて よかった」 と 考えて いる。 学校 
を やめる と 人間関係が 希薄に なり、 引きこもり になって しまう かもしれ ない。 それでも、 死 
ぬよりは 絶対にい い。 

筆者 (堀 田) の 担当す る 2 章と 3 章では、 , 90 年代 以来の 日本 社会の 変貌と、 私たちの 価値 
観の 変化に ついて 述べ、 その 変化を 根拠に 「やめても 大丈夫で ある」 ことを 提案して いく。 

* 流動 化した 価値観 

現代の 日本 社会では 伝統的な 規範が 崩れ、 生活に おける さまざまな 分野の 価値観が、 長期 
の 安定よりも 自由な 選択へ と 変化した。 たとえば 労働 分野で いうと、 少し 前までの 日本人の 
労働 観では、 学校を 卒業して 定職に つき、 職を 変えない ことが 美徳と されて きた。 しかし そ 
うした 長期 固定 雇用の 世界は とうに すぎさり、 今の 職が 自分に 合わない と 感じれば 転職す る 
のが 当たり前に なった。 

もともと 日本人は 生涯で 経験す る 職業の 数が 少なく、 離職 率は アメリカの 半分 程度だった。 
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しかし 現在では、 中学 卒業後に 就職した 人の 7 割、 高卒の 5 割、 大卒の 3 割が 3 年 以内に 離 
職す る、 いわゆる 「七五三 問題」 が 話題と なる ように、 雇用が 流動 化して いる。 

また 在宅 労働 や 定職に つかない など、 労働の スタイル も 多様化した。 就職せ ずに 起業を 試 
みる 人 や、 そもそも 働かない 人 も、 もはや 珍しく なくなった。 

仕事 だけでは ない。 家族の 関係 も 流動的に なった。 平成 18 年度の 離婚 件数は 25 万 8000 
組 (図 2  -4)。 これは だいたい 3 組に 1 組が 離婚す る 計算になる。 ロシア や アメリカ、 そ 
して この 分野で 近年 躍進した 韓国な ど、 2 組に 1 組が 離婚す る" 離婚 先進国" には 及ばない 
ものの、 日本の 離婚率 も 増加 傾向に ある。 

ちなみに 筆者 も、 平成 11 年度に 1 件 貢献して いる。 

また、 結婚しても 別居の まま 暮らす カップル や、 シングル マ ザ ー を 選択す る 人な ど、 家庭 
の スタイル も 選択の 幅が 広がった。 

さらに 注目すべき は、" したいと 思った ことを 実行す る 人が 増えた" だけでは なく、 社会 
もまた" したいと 思った ことを 実行す る 人" を 許容す るよう になっ たこと である。 

以前なら ば、 転職には 「思い切った 決断」 という 響きが あった。 「ヘッドハンティング」 
「キヤ リア アップ」 などと いう 言葉が 定着し、 職を 変える ことが それほど 重大な チヤ レンジ 
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(離婚 件数) 


(原生 労働 畨 HP より) 


図 2-4 離婚 件数の 推移 


平成 19 年 
8 月 調査 

平成 16 年 
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(内閣 府大亞 常 政府 広報 室 「リ】欠 共同 参画 社会に 関する 世論 調 杏」 より) 


図 2-5  「結婚しても 相手に 満足で きないと きは 離婚 すれば よい」 という 

考え方に ついて 

※相手に 満足で きなければ 離婚しても よいと いう 意 兄を ff 定 する 人は ’90 年代 後半を ピークに 
近年む しろ 減少して いる。 これは 後に 説明す る 流動 化の 反動と して 起こる 再 保守 化、 価値の 
二極化の 流れ だと 思われる。 ただ、 依然として 4 割の 人が 離婚を 支持して いる。 
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と 見られ なくなって きたのは、 , 90 年代 中盤 以降の 話で ある。 

起業を 目指す 人 も、 以前なら ひとつ 間違えれば 「山師」 と 呼ばれた ものだった。 しかし 現 
代では 「ィノべー タ I」 という 尊称が 奉られる。 

離婚に ついて 言えば、 かつては、 はっきりと 「出戻り」 という 蔑称が 存在した。 娘が 出 戻っ 
たこと を 親類に ひた 隠しに する 親御さん もいた くらい、 離婚は スキ ヤン ダルだった ので ある。 

しかし 現代の 日本で 「相手に 満足で きなければ 離婚す る」 と 考える のは、 むしろ 常識と い 
ってい いだろう (図 2  -5)。 現代の 日本で 用いられる、 一度の 離婚 経験者を 指す 「バ ツィ 
チ」 という 言葉には、 どちら かとい うと コミカルな ニュアンスが ただよい、 あまり 悲劇的な 
色彩は 感じられない。 

* ストレス フルな 「自由」 

こうした 変化の 結果、 人は 自分の 人生を ずいぶん 自由に 選択で きる ようになった。 しかし、 
それは それで シビアな 話で ある。 

「選択の 自由」 が ある ことは いい。 しかし 日々 選択に せまられ、 自分の 判断と 責任で 物事を 
決めて いく 生活は、 なかなか 厳しく ストレス フルで ある。 以前なら ば 社会的な 規範に 従って 
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選択 すれば よかった (逆にい うと 選択の 余地が 少なかった) のに …… 。 

伝統 や 社会的な 規範とは 「これに 従えば、 そこそこ 幸せに なれます よ。 従わない と 失敗し 
がちです よ」 という、 いわば 人生の マニュアルの ような もの だ。 だから" 伝統 や 社会的な 規 
範が 崩れる" とは、 「学校を 出て 就職 すれば、 安定した 暮らしが できる」 といった 人生の マ 
ニ ュ アルが もはや 通用し なくなる ことを 指す。 

もともと 「社会的な 規範」 とは 不動の ものでは なく、 時代 時代の 価値観に したがって 変化 
する もの だ。 農業 社会、 工業 社会には それぞれに 規範が あり、 その 時代 時代の 風土に 適した 
伝統が つくられた。 

現代は 消費が 時代の 主役と なった 消費 社会で ある。 消費 社会では 変わらない ことよりも 頻 
繁な 変化、 安定性よりも 高い 流動性が 求められる。 

その 結果、 人が より 自由に 人生の 選択を 繰り返す ことができる 「規範が 厳しくない ことが 
規範」 ともい える 時代に なった。 というと、 よい こ とづく めの ように 響く の だが、 選択の 幅 
が 広がる イコ ール 失敗す る 選択肢が 増える ことで も ある。 

変化が 激しく 先行きの 不透明な 現代 社会で、 もはや 共同体の 慣習 や、 社会的な 規範 (ある 
いは 宗教) に 行動の 基準を 求められずに、 主体的に 人生を 選択して いくことは、 結構 厳しい 
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ことで ある。 

2005 年に ゲ ー ム 会社の コナミが、 日本の 「占い 市場規模」 の 調査を 行った。 その 結果 
は 約 700 億円で ある。 グッズな ど 関連商品を 含める と 1 兆 円に 達する という 指摘 も ある。 

もちろん 大部分の 人は 「いい 結果が 出たら、 その 日の 気分 もい い」 といった ように" カジ 
ユ アル" に 占いに 接して いると 思われる。 だが、 産業界では 市場規模が 1 兆 円になる と 「そ 
の 業界は 一人前」 という 見方が ある。 この 21 世紀の 日本に 「一人前の 業界」 として 占いが 存 
在して いる わけで、 これは やはり 現代人に 日々 の 選択への 不安が つきまとって いると 考えら 
れ るので はない か。 たとえ それが ちょっ とした もので あっても、 自分の 行動を 後押しし てく 
れ るな にかを 求めて いる ことを 示して いると いつて よいだろう。 

こうした 時代、 その 厳しさに 直面した 結果、 先進 諸国で 生活す る 人に 顕在 化して きた 現象 
が セッ クス、 仕事、 食事、 ス ポーツ など あらゆる 分野に おける 「中毒」 であると、 イギリス 
の 社会学 者、 アン ソニー •ギデンズ 氏が 指摘して きた ことは 広く 知られて いる。 

その上で ギデンズ 氏は、 「ジグムント •フロイトの 新規 性は 主体的に 未来を 切り開く ため 
に、 自分の 過去を 再 点検す る ことに あった」 (『暴走す る 世界』 佐 和隆光 訳、 ダイヤモンド 社、 
200 1) と 述べて いる。 この フロイトの 療法に 対する 解釈は、 私たち 日本人に とって 非常 
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に 理解し やすいは ず だ。 

なぜならば、 現代の 日本で 注目を 集める オタク 文化は、 シビアな 現実に 生きる 大人が、 み 
ずからの アイ デン ティ ティの 原点を、 過去に 体験した アニメ や 漫画の 世界の ノス タル ジーに 
おく ライフスタイル といえる からだ。 

やや 余談 だが オタクと 呼ばれる 人々 が、 いつの 間に か 巨大な 消費 集団と なって いた ことに 
日本 社会が 気がついた のは、 , 90 年代 中盤の 『新世紀 エヴァン ゲリ オン』 の大 ヒットが きっか 
けだった。 この 作品の 映画 版が 公開され た , 97 年は、 「癒し ブ ーム」 が 話題に なった 年で も あ 
る。 

* 規制 か？ 自由 か？ 

筆者は、 主に キャラクター ビジネス や ロボ ティ クスと いった、 世界の 中で も 日本が ユニ— 
クな 業績を 上げて いる 分野の ノン フィ クシ ョンを 書くな どしながら、 細々 と 暮らして いる 人 
間で ある。 

そぅした 筆者が 共同体の 利益と 個人の 自由、 公と 私の 問題に 興味を 持った のは 思春期の 経 
験に 由来す る。 
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大阪府、 それ も 南部の あまり ガラ のよ くない 地域で 中学 生活を 送って いた 筆者は、 ライト 
に ヤン キー グル— プに 片足を いれつつ 暮らし、 その 日の ことし か 考えない 生活を 送って いた。 
その後、 ある 高校に もぐり 込み バブル 期を 高校生と して 体験す る ことになる。 

その 高校は 「キリスト教 的 自由の 精神」 で 知られる イギリス 国教 会 系の 男子校だった が、 
なに、 その 自由の 精神とは 欧米 的な 香りが 漂う ブルジョワ 風の ものでは なく、 本当の こと 
をい うと、 かつて 学生運動の 時代に 拠点と なり、 その 結果" ほとんど 校則が なくなって しま 
った" という 学校だった。 

それが 「キリスト教 的 自由の 精神 だから」 などと 大雑把な ことを 言われる ようにな ったの 
は、 いかにも 大阪 らしい いい加減 さで、 あっとい う 間に 脱 イデ オロギ I 化して いたた めで あ 
る。 

その 学校は 私服 通学で あり、 一応 最低限の 校則は あった はず だが、 それが 厳しく 運用され 
る ことはなかった。 また、 大学 受験を 目指す よう、 学校に あれこれ 指導され る こと もなかっ 
た。 筆者の 場合、 中学までは それなりに うるさい 学校に 通って いた。 校則で 丸刈りに される 
ほか、 アルバイト や 繁華街での 遊興の 禁止な ど 学外の 生活まで 規制され、 また 学業に 関して 
も 厳しく 指導され た。 
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ただ、 程度の 差 こそ あれ、 あの 時代、 どこの 中学生 も 似た ような 生活を 送って いたは ず だ。 

それが いきなり 自由な 世界に 放り込まれ ると なにが 起こる か。 自分自身の 強固な ライフ プ 
ランを 持つ 生徒は 大丈夫だった が、 そうでない 生徒の 中には 自堕落な 生活を 送り、 ダメ にな 
ってい く 者が 大量に 現れた ので ある。 

睾者 もまた その 口で、 部活 動を やって いた 1 年 目は まだよ かった が、 2 年 目から 面白 おか 
しく 暮らす ようになり、 しよ っち ゅう 学校を 抜けて ダべ り、 また 当時の バブルの 空気を 吸っ 
て 自分たち で ディスコの パー ティな どを 企画す るよう になって いた。 

というと、 いかに お洒落で 華やかな スクー ル ライフで あったの かを 自慢して いるよう に 響 
くだろう が、 まったく イケ メンで なく、 また 中流 家庭に 生まれて 金 もな く、 性の 暴走な どは 
望むべく もな く、 それでも 必死に バ プリ— たらん と 食らいつ いていく 若き 日の 筆者の 姿は、 
非常に ダサ ダサであった。 それは 当時で も 自覚して いた。 

念のために 言って おくが、 筆者は 別に 自分を 卑下して いる わけでは ない。 真に ファッショ 
ナブルで イケ メンな 生活と いう ものは、 ひとにぎりの 恵まれた 人に のみ 許される ものである。 
大部分の 人間は、 イ ケメン たる ことは 無理で も、 少なくとも 「イ ケメン たらん と 努力して い 
ます」 という 情報を 放つ ために 必死にがん ばっている わけで、 筆者 もそう であった にす ぎな 
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レ 

高校生の頃は、親に泣いてぜびって 0 〇ブランドの服を買ってもらい、数少ないそれらの 
中から 毎日な にを 着る かと 身を やつし、 速 日 遅刻して いた ものだった。 

その後、 同じ 服を 着て 人前に 出る ことが いっこうに 気になら なくなり 「俺には 月水金と、 
火木土の 2 バタ— ンの 服し かないっ ス から」 と 豪語す る 現在に いたる が、 それは さておき 高 
校の 時分は 皆 そのょうな 感じで 遅刻者が 1 日 4  0  0 人 も 現れて、 さすがに 少し 問題に なった 
のを 覚えて いる。 

将来の 展望な どまっ たくな く、 とにかく 2000円 の お金を つくって、 友人たち と 飲み 放 
題の 店に 出かけ、 勉強な どは まったく せず 赤 点を 積み重ねる 日々 だった。 偏差値は 30 台で あ 
る。 

わが 高校は、 ある 意味、 規制緩和の モデル ヶ ー スの ょうな 校風で、 g 由で あるか わりに 赤 
点 ラィンが やや 高く、 また 補習な ど 単位 未 修得 者に 対する 救済 措置 も あまりな く、 今で いう 
ところの 自己 責任 原則が 敷かれて いた。 その 結果、 筆者は 卒業で きずに 中退す る ことになる。 
数学と 物理は、 入学 以来 中退す るまでと うとう 一度 も、 赤 点 以外は 取れなかった。 
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* 学校に おける 自己 責任 原則 

当時、 同じような 生活を 送って いる 友人が 筆者に、 校風への 怒りを 露に しながら 「俺た 
ちは ええけ ど、 弟 や 親戚に この 学校を 勧められ るか」 と 聞いて きた ことがあった。 

思春期、 青春期と いうと 「自分勝手で 汚れた 大人の 支配に 対する 反発」 が ある ものの よう 
だが、 彼は 逆に 「『おのれで 好きに やれ、 責任は 自分で とれ』 と 放り出される 世界 も、 それ 
は それで 無責任では ないか」 と 不満を 感じて いたの だ。 

確かに。 中学生の 時、 筆者が 願書を もらうた めに その 学校を 訪れる と、 先輩たち が 「やめ 
とけ、 やめと け」 と 声をかけ てきた ものだった。 後に また 筆者 も、 願書を 求めて 並ぶ 中学生 
らに 大声で 同じ メッセー ジを 伝えた が、 実は 筆者の 性質に その 校風は 合って いた。 まあ、 合 
い 過ぎて 中退す る ことにな り、 その後 引きこもり 時代を 迎える ことになるが、 自分の 責任 だ 
から 仕方がな いと 考えて いたので ある。 

とくに どの 教師から も 手を 差し伸べられる こ ともなく、 また 厳しく 指導され る こと もなか 
ったが、 彼らは ただ 教師と しての 責任を 淡々 とこな していた わけで、 別に 恨む ことは なかっ 
た (これは あくまでも 筆者の 時代の 筆者の 体験で あり、 現在の 校風は かなり 変わった はずで 
ある)。 
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もっとも このょうに 感じて いたのは、 筆者が なにも 「すべては おのれの せい」 と 責任感 あ 
ふれる 男だった からでは ない。 先に も 述べた が 筆者の 中学校は 大阪府で も あまり リベラルで 
はない 地域に あり、 頭を 坊主刈りに するな ど 非常に 規制の 厳しい 学校で、 それが とても 嫌 だ 
った。 そんな 世界に くらべれば 無 規制で ある こと、 「自由と いう 名の 牢獄」 で 生活を 送る こ 
とな ど 平気だった の だ。 

また、 筆者は 典型的な 中流 サ ラリ— マン 家庭の 出身で、 そのせ いか 筆者に も 強固な 「1 億 
総 中流」 意識が 流れて おり、 なんとなく 自分 も 普通に 学校を 出て 定職に つくの だろう なと 思 
っていた。 それが あまりに 常識と 化して いたた めに、 学校を 中退して ボヘミアンな 生活を 送 
ると いう 現実に いまひとつ、 実感が わかなかった ので ある。 

高度 経済成長 期に 確固たる ものに なった 戦後 日本の 「幸福の モデル」 が、 高校生と いえ ど 
も 存在して いたの だ。 

あそこで 幸福の モデルから 転がり 落ちて しまわなければ、 筆者 もまた 学校を 出て 定職に つ 
き、 将来 マイ ホー ムを 持つ ために 貯金に 励んだり しながら 幸せな 家庭を 持つ ことを 夢見て い 
たこと だろう。 

もちろん 筆者は、 マイ ホー ムや 幸福な 家庭を 持つ ことを 批判して いる わけでは ない。 それ 
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では ひがみで ある。 そうでは なく、 社会の 流動 化と ともに、 幸福の 姿 もまた 多様に なった と 
言いたい の だ。 

国家を 挙げて ひとつの 目標に 取り組む 時代は 終わった。 現在の 世の中では 「学校を 出れば、 
就職で きる。 そして そこそこ 幸福に なれる」 という モデルは もう 通用し ない。 その 意識が 徹 
底して いないた めに、 本来は 学校を やめるべき 状況で も、 学校に 行かざる を 得ない 人が いる 
のが、 悲劇 だと 考えて いるので ある。 

* 「伝統の 崩壊」 と 「伝統への 回帰」 の 二極化 

ネット ワ—ク が 発達し、 人は 国境を 越えて 自由によ その 国の 人と コミュニケ ー シ ョンした 
り 情報に アクセスしたり 物を 買ったり できる ようになった。 また 物流 や 交通 手段の 整備に よ 
って 世界は 物理的に も 小さく なった。 

このように 世界の グロー バル 化が 進む につれ て、 国家 や 伝統的な 共同体に 対する 人々 の 帰 
属 意識 も 薄れて いく だろうと 考えられ ていた。 各地 域の 口— カルな 文化は、 いわゆる" グロ 
—バ ルス タンダ ー ド" へと 収斂し、 その 結果、 国境の 意義は 次第に 薄れて いくはず だった 
の だ。 しかし、 歴史は、 予想 どおりには 進まなかった。 
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実際には、 グロ ー バル 化に よる 伝統の 崩 壌と、 その 一方で 伝統的な 価値への 回帰が 起こっ 
たので ある。 つまり、 二極化して いったの だ。 

この 二極化は 「大きな 政府」 から 「小さな 政府」 へと 転換して いく 時期に、 どこの 国で も 
見られる 普遍的な 現象で ある。 

近年、 私たちの 生活の 場は、 慣習に よって 守られた 共同体から、 無機質で 合理的な 競争 空 
間へ と 変質して いる。 

「格差 社会を 招いた」 と 評判の 悪い ネオ リベラリズム (新 自由主義) だが、 「規制を 緩和し、 
政府の 介入を 排 して 市場の 活動に 委ねる」 「政治 権力と 経済 権力の 分離」 「結果の 平等では な 
く 機会の 平等」 といった 理念 自体は、 そぅ 批判され なくても よいは ずで ある。 

しかし 実際には 広く 支持され ている とは 言えない。 これは ネオ リベラリスト たちが、 ある 
ことを ついぅ っかりと 忘れて いた、 あるいは 恐らく こちらが 真実に 近いと 考える の だが、 わ 
ざと 無視した ためでは ないかと 筆者には 感じられる。 

その ある こととは 人間の 心の 問題で ある。 自由で 誰に 対しても 平等に 機会が 与えられる 社 
会とは、 同時に、 否応なしに その 機会を 活用し なければ ならない 社会で も ある。 しかし、 誰 
もが 経済的 勝者になる ことを 目指し、 競争して 暮らしたい わけでは ない。 合理的 だが、 変化 
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難しく なった とは 感じな し 
28.8% 


わからな t 


2.4% 


どちらと もい えなし 
4.9% 


雖 しく なった と 感じる 

63.9% 


(内 閣 府 大臣 官房 政府 広報 室 「安 企 •安心に 関する 特別 世論調査」 2004 年 6 月より) 


図 2-6 —般的な 人間関係に ついて。 

現代人は 人間関係が 難しく なった と 感じて いる 


が 激しく 先行き も 不安で、 しかも 情緒を 失っ 
た 「競争の 場」 で 暮らす のは、 非常に さびし 
い (図 2  -  6)。 

かつて ショ ー ペン ハウ ア ー という 哲学者は 
「人間の 思潮は 合理主義と 証明 主義、 すな わ 
ち 客観的 認識 源泉の 使用と、 主観的 認識 源泉 

の 使用の 間を、 行きつ戻りつ 揺れ動い てい 
る」 といつ た。 

要するに、 人間が 暮らして いくため には 合 
理 主義 だけでは 足りない。 たとえば、 なに か 
しら 愛着を 感じる 伝統的な 慣習の ょうな、 非 
合理的な もの も 必要 だとい うこと である。 

現代人は、 生き方の モデルの 強制が 希薄に 
なり 自由に なった のはい いの だが、 その反面 
「では いったい どのょうに 生きれば いいの か」 
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という 難題に 直面した。 そして、 大げさな 言葉で いえば、 ゆらぐ アイ デン ティ ティの 確認を 
伝統的な 価値に 求める ようになった。 

その 結果、 現実には グロー バル 化に よる 伝統の 崩壊と、 反動的な 伝統的 価値への 回帰と い 
う、 二つの 現象が 同時に 起こる ようにな ったの だ。 

* 『クラッシュ』 と 『ブロ— クバ ック •マウンテン』 

2006 年に アカ デミー 作品 賞を 争った 二 本の 映画、 ポール •ハギ ス 監督の 『クラ ッシ 
ュ』 と、 アン •リー 監督の 『ブロ— ク バック •マウンテン』 は、 この 二極化を それぞれ 絶妙 
に 表現して いた。 さすがは よくも 悪く も グロー バル 化 最先端 国、 アメリカの 作品で ある。 

「人種差別を 取り上げた」 と 評される ことが 多い 『クラッシュ』 だが、 それだけで はない。 
この 映画では ひとつの 衝突 事故を 軸に して、 政界 進出を もくろむ 検事、 父親の 介護 問題を 抱 
えた 白人の 警察官、 裕福な 黒人の テレビ 業界 人、 小さな 商店を 営む 中近東 系の 移民、 アジア 
系 や ラテンアメリカ 系な ど さまざまな 人々 が、 ロサンジェルスと いう 街に、 自分たち の 文化 
を 持ち寄り、 あるいは 現地の コミュニティに 同化し ようとしながら 暮らして いる 様子が 描か 
れ る。 
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そういう 生活は とても ストレス フルで ある。 ときに 悲劇 も 起こる が、 世界ー グロ ー バル 化 
が 進行した 街で みんな 自分な りに 精一杯、 生き方を 見つけようと している。 この 作品で 描か 
れ たのは 単なる 人種差別で はない。 「文化」 といって 大げさで あれば 「ライフスタイル」 の 

クラ ツシユ 

「衝突」 だ。 

一方、 男 同士の 愛を 描いた 『ブロ ー ク バック •マウンテン』 の 物語は、 , 63 年の ワイ オミ ン 
グ 州から 始まる。 現代で こそ、 同性 間の 結婚 や、 結婚と 同じような 権利と 義務が 発生す る パ 
1 トナー シップを 認める 国 も あり、 同性愛者の 生活 も 社会的に 認知され るよう になった。 し 
かし、 この 映画の 舞台と なる , 60 年代の アメリカ 西部では、 結婚が 認められる どころ か、 同性 
愛 者で ある ことが 周囲に 知られる と、 待ち受ける 運命は" 私刑に よる 死" だった。 この 映画 
の 背景には、 アメリカ 社会に 厳然と 存在し、 今な お 大きな 政治問題 になって いる 伝統的な 規 
範が ある。 

この 映画の 原作 小説を 書いた E  •ア ニ！ プルー 氏は、 現代 社会には 馴染めなかった 男が、 
妻が 事故 死した 後に 父祖の 地に 移住し、 そこで 自分の 生き方を 見つけて いくとい う 物語 (『シ 
ッ ビング こ ー ユース 』) も 書いて いる。 伝統への 回帰に 自覚 的な 書き手な のか もしれ ない。 
『ブロー ク バック •マウンテン』 は 製作者た ちの 予想を 超える 商業 的 成功を 収める が、 しか 
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しアカ デミー 作品 賞を 受賞した のは 『クラッシュ』 の 方だった。 『ブロー ク バック •マ ウン 
テン』 は、 いくら 美しくても 過去の フアン タジ ー であり、 自分たち の 目前に ある シビアな 現 
実から 目を そむけて はいられない という、 アメリカの 心境を 代弁して いるかの ような 受賞 だ 
ったと 筆者は 感じる。 

* 癒し、 自分 探し、 武士道 

このような グロー バル 化と 伝統 回帰の 二極化を、 一個人で 体現して いた 人が 日本 社会に も 
現れて いた ことに お気づきだろう か。 

それは 元首相の 小 泉 純 一郎 氏で ある。 この 人は、 市場原理 主義 的な 改革を 実行し、 官業の 
民営化を 推進。 伝統に とらわれず 小さな 政府を 目指す 姿勢を 示す 一方で、 靖国 神社への 参拝 
を 行い、 伝統 重視の 姿勢を 見せた。 

日本で も、 , 90 年代の 初頭から 個人の アイ デン ティ ティの ゆらぎが 顕在 化する ようになり、 
「癒し」 の プロセスが 注目され るよう になった。 さらに 21 世紀に 入る と、 伝統的な 価値の 懐 
古が、 一種の 社会的 流行と なった。 

卯 年代から 頻繁に 言及され るよう になった 「本当の 自分 探し」 とは、 混迷す る アイ デン テ 
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ィ ティの 確認 作業で ある。 

その 初期には 「愛は 勝つ」 「友達が 大切」 「夢を 持つ ことが 大事」 などの メッセー ジを 盛り 
込んだ 歌が 流行した が、 こうした メッセ— ジは 、わざわざ 人に 歌っても らうまで もな く 当た 
り 前の ことで ある。 しかし これは これで 伝統的 価値の 再 確認 作業で あり、 意味の ある ことで 
は あった。 

その後、 21 世紀に 入り、 映画 『ALWAYS 三 丁目の 夕日』 (2005) で 話題と なった 
昭和 30 年代 ブ—ム や、 武士道の 普遍的な 価値を 説いた 藤 原正彦 氏の 『国家の 品格』 (新潮 新 
書、 200 5) など、 プチ •ナショナリズムと 呼ばれる、 日本の 伝統的 価値を 再 確認す るム 
I ブメ ントが 台頭す る。 

『プリンシプル のない 日本』 (新潮 文庫、 2006) の 白洲 次郎 氏の 再評価な ども、 希薄に 
なった 日本的 価値 再発 見の 過程の 現象だった。 また 『世界の 中心で、 愛を さけぶ』 (片 山恭 
一 著、 小学館、 200 1) などに 代表され る 「純愛 ブ ー ム」 も、 純愛と いう 滅びつつ ある 価 
値の 確認だった と言える。 

現代 社会の 重要な キ— ヮード 「負け犬」 を 定着 させた 酒 井 順 子 氏の 著書 『負け犬の 遠 吠 
え』 (講談社、 2004) では、 30 代に なってから 歌舞伎な ど 伝統的 日本 文化に 大きく ハマ 
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ると いう 「 30 代からの 日本 文化 回帰 現象」 が 指摘され ている。 

これは、 長らく 信じて いた 自分の ライフスタイルに、 ふと 疑問を 感じた とき、 共同体の 伝 
統 的な 価値に 回帰し、 自らの アイ デン テイ テイを 確認 するとい う、 大いに 納得の いく 心理 過 
程で ある。 

また 厳しい 現実 社会を 生きる 大人に、 子供の 頃に 親しんだ おもち やや グッズを 提供す るビ 
ジ ネスは 「思い出 産業」 「思春期 産業」 としてす でに ー ジャンルが 築かれて いる。 先行きの 
不透明な 社会で 暮らす 中、 かつての 自分に とって 強烈に リアルであった 世界を 再 体験す る こ 
とで、 人は 癒されて いるの だ。 

過去の ヒット 作の リメ イクに 関しては 一概に 「伝統 回帰」 とはいえない が、 大月俊 倫氏プ 
ロ デュ ース による T V の 『鉄人 28 号』 (映画 版は 2007 年) のように、 明確に 「昔の 日本 
はよ かった」 という 主張を はらむ 作品 も 少なくない。 

アメリカでは , 60 年代 以降に 「自分の 体の ことは、 自分の 責任で ある。 それゆえ 自分が よけ 
れ ばいい」 という 思想が 台頭。 仕事 や 性、 妊娠中絶 や 家族の あり方に ついて 伝統的な 価値の 
解体が 進んだ。 現在は こうした 思想の 行き過ぎ に対する 反動で、 , 60 年代の 文化への 回顧が 起 

こつて いると いう。 
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昭和 30 年代 ブーム が 起こった 日本の 状況と そっくり である。 という か あちらが 本場、 先輩 
なの だが。 

こうした 論理は、 日本の 学園 ものの ドラマ や 漫画な どで もよ く 見られる。 ドラマ や 漫画で 
は、 往 々にして 「自分の 問題 だから、 自分が 生きようと 死のうと 関係ないだろう。 ほっとい 
て くれ」 という キャラクター が 登場す るが、 これは 自分の 体の 責任は 自分が 持つ ので、 自由 
に ふるまっても かまわない という 考え方で ある。 

こうした 思想は、 ほぼ 100% の 可能性で 「おまえが 死んだら 家族 だって 悲しい (多くの 
場合、 彼 もしくは 彼女は 自分が 親から 愛されて いなかった と 誤解して いるか、 親は つい 仕事 
にか まけて 子供に 愛情を 注ぐ のを 怠って いる)。 それに クラ スメー ト だって おまえを 心配し 
てい るんだ。 みんな 仲間 だろ」 という 論理に 説得され る。 

これは 「自分の 体は 自分 個人の ものでは ない。 コミュニティに 帰属して いるので 自由に ふ 
る まって はいけ ない」 という 論理で ある。 

* 伝統の 取り扱いは 要注意 

もちろん 伝統を 大切に する ことは 重要で あり、 その 意見は 否定し がたい。 また、 わが国に 
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は 長らく ナショナリズム について 真っ向から 議論が できない 風土が あった。 そうした 歴史を 
はがゆく 思い、 現在の 伝統 回帰 や ナショナリズムの 高揚に、 やや 違和感を 覚えながら も、 
「自虐 史観より マシ」 と 考えて いる 人 もい るか もしれ ない。 

しかし 注意し なければ ならない のは、 グロー バル 化の 進行と ともに 伝統への 回帰が 起こり 
(要するに 懐かし ブ ー ムが 起こり) 、ナショナリズムが 高揚す る ことは、 繰り返す が、 実は 
「ありがち」 な 現象で ある。 しかも 外国の 例を 見る と、 それは 社会に 悪い 空気を 生じさせる 
ことが 多い。 

そのよい 例が、 「誰に でも 成功の チ ヤンスが 与えられる」 という アメリカン ドリー ムを建 
前と しながら、 国内では 排他的な コミュニティが 乱立、 キリスト教 原理主義が 隆盛し、 対外 
的には 泥沼の" 宗教 戦争" に 踏み込んで しまった アメリカの 姿で ある。 

格差が 進行し、 社会が 階層 化して いく 時代には、 将来への 不安 や 厳しい 現状への 不満が い 
ともた やすく 他の コミュニティへの 悪意へ と 成長して しまう。 

ョ ーロッ パで も 近年、 イギリスの 国民 党、 ドイツの 国民 連合 や 国家 民主党と いった 右翼 
政党が 議席を 伸ばし、 もともと 多様性に 寛容だった 北欧諸国で すら、 移民 排斥な どを 掲げる 
政党が 勢力を 広げて いる。 そうした 背景には、 やはり グロー バル 化に ともなう 格差の 拡大が 
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ある。 

たとえば フランスの 右派 政党 •国民 戦線は、 低 収入 層 や 失業者な ど、 日本の マスコミ にな 
らえ ば、 いわゆる 「負け 組」 と 呼ばれる 人々 に 支持 層を 広げて いる。 彼らは、 欧州連合に 別 
れを 告げ、 国家の アイ デン ティ ティを 回復し ようと アビー ルして いる (もっとも こうした 政 
党は、" 自由、 寛容と いった リベラルな 価値を 共有す る ことができない 移民は 受け入れられ 
ない" などと いう 論理を 展開して いたりす るので、 話が ややこしくな るの だが)。 

日本で も 近年、 近隣諸国 や 国内の 特定の 地域を 批判す る 書籍が 話題になる など、 排他の 論 
理が 顕在 化して いる。 また インター ネットの 普及に より、 既存の メディアでは 「なかった こ 
と」 にされ ていた 近隣諸国 や 特定の 社会層に 対する 排他的な 言説が 顕在 化。 そういう 言説を 
掲示板 やブ ログに 書き込む 人々 は 「ネット 右翼」 と 呼ばれ、 もし インター ネット 上で 国民 投 
票を 行った 場合、 すぐにで も 改憲が 実現す るので はない かとい う ほどの 存在 感を 示して いる。 

しかし 厳しい 時代の ナショナリズムは、 シビアな 現実に 対する 甘美な 逃避と して 働き、 や 
がて は 暴走を 呼び、 社会の 中に 悪意を 育てる 危険性が ある。 大規模な 暴動まで 起こった フラ 
ンスは その 一例 だ。 伝統の 取り扱いは 要注意な ので ある。 

教育 分野で も 保守的な 価値観 や 伝統への 回帰 現象が 見られる。 g 年 12 月に 成立した 新しい 
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教育基本法では、 その 二条五 項に 「伝統と 文化を 尊重し、 それらを はぐくん できた 我が国と 
郷土を 愛する とともに、 他国を 尊重し、 国際社会の 平和と 発展に 寄与す る 態度を 養う こと」 

と 明記され た。 

これは 以前なら ば 相当 大きな 論議を 巻き起こす 修正だった はず だが、 ずいぶん あっさりと 
実現して しまった。 改憲 論議の 具体化と 並んで 日本 社会に おける 保守 感情の 高まりを 示す 一 
例で ある。 

しかし、 いじめな どの 教育に 関する 問題が、 こうした 保守的な 価値観で 解決 可能だろう か。 
現在の いじめは、 ネット ヮーク を 駆使す るな ど 非常に 陰湿で ある。 道徳教育の 強化 や 地域 コ 
ミユニ ティの 再建な ど だけでは 対応で きないので はない か。 

現状では、 伝統的な 価値観の 再建は、 子供から 逃げ場を 奪う ことになる だけだろう。 むし 
ろ 必要な のは 「みんな 学校に 行く」 という 伝統を すてて しまう ことでは ないか。 

* 意外に 新しい 伝統 

岡 崎哲二 氏、 奥 野 正 寛 氏 編の 『現代 日本 経済 システムの 源流』 (日本 経済 新聞社、 199 
3) によると、 終身 雇用 や 年功序列、 株式の 持ち合い など、 戦後の 日本 社会で 成立した 慣行 
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と 思われて きた ものの 多くが、 実は 戦争 中に 強制的に 断行され、 つくられた 制度に 起源を 持 

つと いう。 

たとえば 年功序列 賃金は、 1938  (昭和 13 )年に施行された国家総動員法がその原型で 
ある。 この 法律で 政府は、 初任給を 固定。 昇給は 全 従業員を 対象に した 定期昇給 のみを 認め 
た。 その 結果、 労働 年数に 応じて 給料が 上がって いく 年功 型 賃金が 日本 社会に 定着した ので 
ある。 

また 戦後の 日本 企業の 特色と して、 株主の 権限の 小さ さが 挙げられ るが、 これ も 1943 
年に 制定され、 資本と 経営の 分離を 定めた 軍需 会社法に 由来して いる。 

他に も 長期 固定 雇用、 経営陣の 社内 昇格、 間接 金融、 護送船団 方式な ど、 戦後 日本 経済の 
特徴と されて きた ものの 多くが、 実は ナチ ス ドイツの 戦時 経済体制と ソ連の 社会主義 的 計画 
経済を 参考に してつ くられた 戦時下の 総動員 体制に 原型が 求められる ことを、 岡 崎 氏ら の 研 
究は 指摘して いる。 

戦後の 高度 経済成長の 時代には、 こうした 制度が うまく 働いて きた。 

ふりかえって みると 国は、 意外な ほど 積極的に 国民に 生活の モデルを 提案して きた。 
「女性は しっかりと 家を 守り、 外で 働く 男を 支える」 という 良妻賢母 主義は 一見、 儒教に 由 
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来す る 日本 古来の 伝統的 価値観の ように 思われる が、 実は 19 世紀末に 明治 政府が 定着 させた 
もので 意外に 新しい。 元来、 江戸 期までの 日本人は 結婚、 離婚に 対して 結構 あっけら かんと 
していた。 離婚が 女性に とって 恥になる の もこの 明治 期からで ある。 

後段の 「外で 働く 男」 も、 明治 国家の 工業化 路線に 対応して、 この 時期に 定着した ライフ 
スタイル だ。 江戸 期の ころは、 労働者は 必ずしも 「通い」 で 働く とは 限らなかった。 

国が 定着 させた 生活 モデルの 中で も 傑作と いえる のが、 戦後 日本 社会に 定着した 「マイ ホ 
—ム 取得の 夢」 である。 

戦前の 日本人に とって、 生涯 借家で 暮らす のは 普通の ことだった。 それが 一生懸命 働いて 
貯金し、 自分の 家を 建て 「一国 一城の あるじ」 になる ことが 働く 人の 目標と して 強く 意識 さ 
れ るよう になった のは、 戦後の 住宅 政策 以降で ある。 

これが いかに 国に とって 都合よ く 機能した か。 『日本列島 改造 論』 (日刊 工業 新聞社、 19 
72) で 日本中に 土建業 ブーム を 巻き起こした 田 中角栄 氏は これを 明快に 要約して いる。 

田 中 氏は かつて 「住宅を 買うた めに 国民が 貯金を すれば、 銀行 や 郵便局が 潤う。 住宅を 買 
え ば、 建設 •不動産 会社、 仲介 会社、 そして 資金を 貸し付ける 銀行が 潤う。 政府 や 自治体に 
は 固定資産 税 などの 税収が 入る。 亡くなれば 相続税が 入る」 と 語った という (毎日 新聞 , 99 年 
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5 月 4 日付 朝刊 「土地 神話を 超えて」}。 

家を 買うた めに 一生懸命 働いて、 貯金す る。 それが 日本の 高い 貯蓄 率に つながり、 銀行の 
金融 資産と なって、 企業に 循環して いく。 また 銀行は 個人に 住宅 資金を 貸し付けて 利息で 儲 
け もす る。 かつては、 終身 雇用と 年功序列 賃金が 定着して いたので、 個人 向け 融資は 銀行に 
とって 取りは ぐれの 少ない 融資だった。 

銀行では なく 郵便局に 預けられた 場合は 郵便貯金 となり、 その お金は 財政投融資 として 公 
共 事業に 流れて いく。 財政投融資が 第二の 予算と いわれた ゆえんで ある。 

また、 家を 買うた めに 長期 ロ ーンを 組む と 簡単には 離職で き なくなり、 雇用の 長期 安定化 
につな がる。 しかも 不況 期に 住宅 購入の 金利 優遇 策な どを 打ち出して 住宅 需要を あおれば、 
不動産 会社 や ゼネコンが 儲かり 経済の 活性化に 役立つ。 

このように 書く と、 「政府と いう ものは とこ とん 国民を 搾取す る 存在で ある」 という メッ 
セー ジを 伝えようと している のかと 思われる かもしれ ない が、 「国」 に 参加し、 その 伝統と 
慣習に 身を 委ねる のは 甘美な ことで も ある。 サッ カー の 日本 代表を 応援して いる 人々 の 姿を 
見れば よく わかる だろう。 

伝統 や 文化を 提案す る ことは 国に とって 義務で も あり、 実は 国民の 無意識の 集 八 口が それを 
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編み上げ ている ともい える の だ。 

* 公 という ものを 頼りに しない 

ただ、 筆者 自身は 国と いう ものには あまり 帰属意識を 感じない。 

骀 年の こと だが、 当時の 小渕 内閣は 不況 対策と して 「住宅金融公庫の 融資の 基準 金利の 引 
き 下げ」 「頭金な しで も 公庫 融資を 受けられる ように 融資 条件の 緩和」 「住宅 ロー ン 減税の 拡 
大 J という 三つの 政策を 打ち出し、 「今、 住宅を 買わない と 損 だ」 と 住宅 需要を 激しく 喚起 
した。 

もともと 政府には、 不況になる たびに 国民に 住宅を 買わせよう とする 傾向が あった。 住宅 
金融公庫は , 93 年に 「ゆとり 返済」 という 住宅 ロ ーンの 極端な 後払い サー ビスを 打ち出して、 
20 代 半ばの 人間に 巨額の 長期 ロ ーンを 背負わせる ような ことを やって いた。 

時代は 資産 デフレ 下に あり、 すでに 終身 雇用 や 年功序列の 時代が 終わりつつ あった ことは 
わかって いたは ずで ある。 年齢が 上がっても、 以前の ように 給料は 上がらない から、 返済 額 
が 高く なったら 払えない。 実際に 7 90 年代 前半の 「ゆとり 返済」 では、 返済 額が 急増す る 5 年 
後に 多くの 自己 破産者を 出した が、 前述の ように、 政府は 7 98 年に 再び 住宅 需要を あおった。 
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(值: 円）  （万 件〉 


図 2-7 住宅金融公庫 などの 代位 弁済 件数 および 金額の 推移 （住宅 金 

融 公庫な どからの ローンを 払え なくなり、 保証 協会に 返済の 肩 代 
わりを して もらった 件数と 金額の 推移） 


あの 頃 筆者 自身は 国と いぅ ものを、 公と い 
ぅ ものを 頼りに しない ことに 決めた。 政府は 
国民の 生活の ために 政策を 決めて いるので は 
ない。 政府は 経済政策 のために 国民の 消費を 
あおつ ている の だと 痛感した の だ。 

税金は 払わざる を 得ない が、 公から 受ける 
サー ビスは 公共 インフラの 使用な ど 最小限で 
結構 だ。 健康保険 料 も 払わざる を 得ない ので 
保険 診療は 受ける が、 大きな 疾病に 関して 頼 
りに する のは、 まだ 加入して いないが 民間の 
保険で ある。 公的年金 など、 制度 もよ く 知ら 
ない。 老後は 自分で なんとか する。 小 泉 政権 
に 言われる まで もな く、 自分の 人生に ついて 
は 「自己 責 K 一を 覚悟して いる。 
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第 3 章 フリ— ターの 人で も 安心して 暮らせる 社会を  堀 田 純 司 


* 国の 起源 

ョ ー ロッ パで 国家と いう 概念が 明確に なった のは、 30 年間に わたる 宗教 戦争に 終止符が 打 
たれた 1648 年の ゥェス トフ ァリア 条約 以来で ある。 そして 国家が、 その 領域 内に 暮らす 
人々 を、 共通の 言語 や 利害、 伝統、 感情で まとめ 上げ、 「国民 国家」 として 生まれ変わった 
のが、 1789 年の フランス 革命だった。 

自分たち の 国の 運命は、 自分たち 個人の 運命で ある。 こうした 意識の 下に 成立した 国民 国 
家は、 さまざまな 意味で 非常に 強力だった。 軍事的に も 強力で ある ことを 証明した のが、 国 
民を 徴兵し 国民軍と して 戦争に 投入した、 ナポレオンの 軍隊で ある。 

国民 国家の 強力 さを 知った 周辺の 国々 —— イギリス や イタリア などは、 次々 と 国民 国家を 
成立 させて いく。 日本の 明治維新 もまた、 国民 国家の 強力 さを 知り、 あわてて 自国を 国民 国 
家 化した 典型 例の ひとつで ある。 

明治維新までの 日本は 幕藩体制 にあり、 「日本人」 という 意識で 考え、 行動す る 人は まれ 
だった。 しかし 西洋で 成立した 国民 国家の 強力 さを 知った 幕末の 人々 は、 幕藩体制を 解体し、 
新たに 天皇の 下での 一 君 万民 思想と いう 形で 社会を 再編成し、 促成栽培の 国民 国家を つくり 
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あげてし まった ので ある。 

その 際 「どうやら 国民 国家には 国語が 必要ら しい ぞ」 となれば、 「日本語 廃止 論、 英語 採 
用 論」 「漢字 削減 論」 「ロ ーマ字 国字 化 論」 など さまざまな 論議を 巻き起こしながら、 国語を 
成立 させ、 「国歌と いう ものが 必要ら しい ぞ」 となれば、 外国から 招いた 軍楽隊の 先生に 依 
頼して 作曲して もらったり、 あるいは ヨーロ ッバの 古い 音楽を 元に 作ったり して (「君が代」 
には、 その 歌詞と メロ ディ— の 組み合わせで いくつかの ヴァー ジョンが あった ことを ご存じ 
か)、 国民 国家の 形を 整えて いった。 

日本の 国民 国家 成立 過程で とくに ユー ー— ク だった のは 「国民 国家には、 民族の 伝統が 必要 
だ」 という ことを きちんと 認識し、 天皇を 中心に した 民族の 神話の 体系まで 構築した ところ 
である。 

この 過程で 政策を 具体的に 行った のが、 薩摩藩 出身の 初代 文部大臣、 森 有 礼で ある。 彼は 
国民 意識を 日本 社会に 定着させる ために、 神武 天皇が 即位した とされる 紀元節と 天皇誕生日 
である 天長節に、 学校で 祝賀 儀式を 行った。 教室に 天皇 皇后の ご 真影を 飾る ょうにし たの も 
この 人で ある。 

もっとも、 共著者の 本 田 氏が 指摘して いる こと だが、 日本人は このと きに 持ち なれぬ 国民 
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国家の イデ オロ ギー という ものを 手に してし まった ため、 後に それを 暴走 させ、 昭和 期の 15 
年 戦争と いう 他国に も 自国に も 不幸な 歴史を 招く ことになる。 

しかし 誤解を 恐れずに 言えば、 イデ オロ ギー という 本来 制御が 非常に 難しい ものの 力学 か 
ら 考える と、 これは 仕方のない ことだった のか もしれ ない。 

* 子役の 就労 時間 も 延びた 規制緩和 

筆者の 手元には、 平成 18 年 3 月の 閣議 決定 「規制 改革 •民間 開放 推進 3 か 年 計画 (再改 
定ご という 500 ぺージ を 超える 册 子が ある。 

それらには 2000 年代に 入って から 検討され た、 IT、 法務、 教育 •研究、 医療、 福祉、 
農林 水産、 流通、 エネ ルギー 、環境な ど、 私たちの 生活を とりまく 様々 な 分野の 規制緩和 項 
目が ならんで いる。 その 気分を 伝える ために、 この 冊子の 中から すでに 措置 済みで あり、 ま 
た マクロ 経済政策 的では ない 例を 一覧表に まとめて みた (図 3  - 1)。 

これら 以外には 「労働時間 規制の 適用 除外 制度の 整備 拡充」 という 項目 も ある。 いわゆる 
ホワイト カラ ー エグ ゼン プシ ョンの ことで ある。 

このように、 大は そもそも 規制緩和 に関する 手続きの 見直しから、 義務教育 修了 前の 演劇 


108 


図 3-1 実現した 規制緩和の 例 


• 携帯電話 における 番号 ポータ ピリ ティ の 導入 （総務 省） 

携帯 キャリアを 替えても、 元の 電話番号が 使え るよう になった。 
これは よく 知られて いますね。 （平成 18 年度） 

• 民法の 現代語 化 （法務省） 

カタ カナ 文語体で 表記され る 民法を、 読みやすい ひらがな 口 
語 体に あらためた。 （平成 17 年度） 

•バイオ メトリ クス （生体 情報） を 活用 した 出入国 審査 体制の 構 
築に 向けた 調査 研究 等 （法務省） 

生体 情報の 読み取り や 認証を 行う 機器の 開発、 設置に 向けて 
調査 研究 や 実証 実験を 開始した。 （平成 16 年度） 

• 学校の 教室の 天井 高に 関する 規制緩和 （国土 交通 省 • 文部科学省) 

これまでは 健康的な 教育 環境を 確 保す るた め、 床面積 が 50 平 
方 メー  トルを 超える 教室の 天井の 高さは 3  メー  トル 以上な けれ 
ばなら なかった が、 この 制限を 撤廃した。 （平成 17 年度） 

•コップ 販売 式 自動販売機 にて 取り扱い 可能な 容器に 関する 周 
知 徹底 （厚生 労働省） 

コッ プ 販売 式 自動販売機では、 専用の コッ プ 以外の 容器で 販 
売しても よい ことに なって いたが、 その 「専用 コップ 以外の 容器」 
には 水筒、 魔法瓶、 ペットボトルな ども 含まれる ことを あらた 
めて 各 都道府県に 知ら しめる よう にした。 （平成 17 年度） 
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• 道路 上の 自転車 駐車場 設置の 容認 （国土 交通 省） 

道路 上の g 転 車 駐車場を 道路の 付属物と して 位置づけ、 道路 
上に 自転車の 駐輪場を 設置す る こと を 可能に した。 （平成 17 年度） 

•「たら」 輸入 割り 当てに 関する 申請者の 資格 要件のう ち 輸入 規 
約数 量 要件の 撤廃 （農林水産省） 

「たら」 の 先着順 割 り 当てに 関わる 申請 資格の ひとつで ある 「輪 
入 契約 数が 20 トン 以上で ある こと」 を 撤廃した。 ちなみに 平成 18 
年度は 「たら」 の 人気が なか っ たらしく、 割り 当て 枠が 埋まる ま 
で 数日 かかった という。 （平成 17 年度） 

• 電力 線 搬送 通信 設備に 使用す る 周波数 帯の 拡大 （総務 省） 

家庭の 電力 線と 電気 コン セン トを 使用して イ ン ター ネットに 
接続す る P  L  C 技術の 実用を 認めた。 （平成 18 年度） 

• 女性を 対象と した 坑内 労働の 禁止に 係る 労働基準法の 見直し （厚 
生 労働省） 

男女 間に おける 雇用 機会の 均等の さらなる 実現を はかる ために、 
トンネル 内に おける 女性の 労働を 可能に するな ど、 労働 基準を 
見直した。 （平成 18 年度） 
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子役の 就労 可能 時間の 延長 (午後 8 時まで だった のが 午後 9時まで0尺になった)まで、 
1100 の 項目が ならぶ。 世の中 も 変わる はずで ある。 

* 規制緩和を 振り返る 

『エイリアン VS. •プレ デ タ—』 (2004) という 映画で 筆者は 知った の だが、 航空 業界には 
rpsR  (pointofsafelletum ごとい う、 燃料の ちょう ど 半分を 使いき り、 もし 目的地に 
着かなければ もはや 帰還で きなくなる 地点を 指す 用語が あるそう だ。 

現在から 振り返る と、 日本の 規制緩和が PSR を 越えた のは、 , 96 年から , 97 年に かけての こ 
とだつ た。 

90 年代の 規制緩和の 論議は、 93 年 発表の、 経団連 会長 •平 岩 外 四 氏 (当時) が 座長と なっ 

ラ  ， 

た 経済改革 研究会の 報告書、 いわゆる 「平 岩 レポ ー ト」 が 口火を切る 形で はじまる。 経済 改 
革 研究会とは、 当時の 細 川 護熙 首相 (日本 新党、 在任 , 93 年 8 月〜 , 94 年 4 月) が 私的に 組織し 
た 諮問機関 である。 

論議が 開始され た 規制緩和は、 村 山 内閣 (社会党、 在任 , 94 年 6 月〜 , 96 年 1 月) の もと 「規 
制 緩和 推進 5 力 年 計画」 として 政策の 形を なすが、 これは 事前の 中間 発表から 緩和 項目が 半 
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約 


減して おり 「玉虫色 だ」 などの 批判を 浴びる。 

しかし 続く 橋 本 内閣 (自民党、 在任 , 96 年 1 月〜 , 98 年 7 月) が , 96 年に 行政、 財政 構造、 金融 
システム、 社会保障 構造、 経済 構造、 教育の 6 分野の 改革を 提唱。 中で も 金融 分野では フリ 
—、 フェア、 グロ— バルを ス ロー ガンと した 「日本 版 金融 ビッグバン」 を 打ち出し、 ここで 
小さな 政府の グランド デザインが 示される ことになる。 

この , 96 年から 翌 初 年には、 それまでは 聖域と して、 改正な ど とんでもない とされて いた 領 
域で、 大きな 変更が 実現して いる。 

それは 独占禁止法の 九条の 改正 だ。 独占禁止法の 九条 といえば、 戦争の 永久 放棄を うたっ 
た 憲法 九条 とならぶ 「二つめ の 九条」 と言われた 法律で、 これは 純粋 持ち株会社の 設立を 禁 
止して いた。 

持ち株会社とは、 傘下 企業の 株式を 所有す る ことで 各社の 経営を 支配す る 会社を 指す。 こ 
の 持ち株会社が なぜ タブ— 視 された かとい うと、 持ち株会社 による 強固で 統合 的な 企業 グル 
1 プの 経営 支配が 実現す ると、 一 企業の 多角経営とは 比較に ならない 規模で 事業の 多面 展開 
がで きる からで ある。 

そうすると、 ある 事業 会社が 損失を 出しても 他で 収益を あげれば よいと いう 経営 コント ロ 
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1 ルが 可能に なり、 損失 覚悟の 会社と 競合す る 他の 単独 企業は、 とても 太刀打ち できな くな 
る。 その 結果と して 起こる、 大企業 グルー プ による 寡占が 不安 視 されて いたの だ。 

ただし 消費者側の メリットと しては、 経営の ト ー タルな 合理化に より、 安くよ いものが 手 
に 入る 可能性が 考えられる。 

「財閥の 復活に つながる」 と 懸念され、 独占禁止法の 制定 以来、 持ち株会社の 解禁は 三度 も 
論議され ながら も 実現し なかった。 

特に , 96 年には 通産省 (現 •経済 産業 省) と 自民党、 経団連が 一体と なって 独占禁止法の 改 
正を 推し 進め、 実現 直前まで いったが、 当時 自民党と 連立 与党の 立場であった 社民党の 反対 
により 潰えて しまぅ。 しかし 翌 町 年に 再び 息を吹き返し、 今度は あっさりと 実現す る ことに 
なった。 

また この 時期、 外国為替 及び 外国 貿易 管理 法の 改正の よぅに、 地味で テクニカル だが 大き 
な 規制緩和 も 行われて いる。 , 97 年 1 月に 可決され たこの 法改正に より、 日本の 円と 海外の お 
金の やりとりが 原則 自由化 された。 

実は この 改正が 行われる まで、 当初は 乏しい 外貨の 流出を ふせぐ ため、 後には 資金の 海外 
移転を ふせぐ ために、 日本の 円と 海外の 通貨の 自由な 交換は 法律で 規制され ていたの である。 
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その 意味で 円は 鎖国 体制に あったの だ。 

* 日本に も 誕生した 民営 刑務所  — 

規制緩和は システム 全体の 問題で あり、 どこか 特定の 部門 だけを いじれば いいと いぅ もの 
ではない。 

たとえば 持ち株会社を 解禁しても、 今度は 税制を 変更して、 親会社が まとめて 申告納税す 
れば よい 連結 納税 制度を 導入し なければ、 統合 経営の 意味は 薄れて しまぅ。 外為法を 改正し 
て も 国内の 銀行 保護 政策を 改めない 限り、 真に 外資と 競合す る ことには ならない。 

橋 本 内閣 以後、 再び 「小さな 政府」 への 転換を 掲げた 内閣は、 ご存じの とおり 小 泉 内閣 
(自民党、 在任 , 01 年 4 月〜 , 06 年 9 月) だ。 

ともに 改革を 標榜した 橋 本 内閣と 小 泉 内閣の 違いは、 小 泉 内閣が 民営化の 推進を より 大き 
く アビー ルした 点で ある。 その 特徴は 二人が 総裁 選を 戦った , 95 年から すでに 現れて いた。 

当時、 問題に なって いた 財政投融資に ついて、 橋 本 氏は 資金の 使い道を 決める 財 投機 関の 
見直しを 表明し、 一方、 小 泉 氏は、 そもそも 財 投資 金の 入り口で ある 郵便貯金を 民営化す る 
ことを 訴えた。 後に 実現す る 郵政の 民営化で ある。 
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「民間に できる ことは 民間に」 の 基本 方針の 下で 進められた 小 泉 内閣の 民営化 路線は、 郵政 
や 道路 公団が 話題に なった が、 問題の 多い この 両 民営化の 他に も 注目すべき 試みを 行って い 
る。 それは、 道路 や 郵便の ような 国が 提供す る 公共 サー ビス だけでなく、 社会の 利益の ため 
に 個人の 身体 や 財産を 侵害す るよう な 実力行使を ともなう 業務、 すなわち 「公権 力の 行使」 
にまで 踏み込んで いるの だ。 

すなわち、 放置 駐車違反 車両の 通報 や 移動 •保管、 刑務所 施設 関連 業務、 検疫 業務と いっ 
た、 小さくても 公権 力の 行使を ともなう 業務まで、 民間への 開放が 実施 •検討され たので あ 
る。 

民間に よる 駐車違反の 通報は、 警察から 委託を 受けた 業者が 「駐車違反 監視 員」 を 派遣す 
るな ど、 すでに 実施され ている が (こうした 場合、 監視 員は 「みなし 公務員」 として 扱われ 
る)、 さっそく、 駐車 監視 員の 人が 暴行され るな ど トラブル も 起こって いる。 

小さな 政府 化で 最先端を 走る イギリス や アメリカでは、 , 90 年代から すでに 民間 刑務所 運営 
会社が 成立して いるが、 日本で も , 07 年 5 月に 民間資本を 導入した 刑務所が 登場した。 山口県 
の 美称 社会復帰 促進 センター である。 

美祢 社会復帰 促進 センター は PFI 法 (卯年 施行) に基づいて 設立され た。 PFI  (ブラ 
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イ ベー ト •ファイナンス •イニシアティブ) とは 民間の 資金と 運営 ノウハウを 活用して、 公 
共 施設な どの 建設 や 運営を 行う 手法で ある。 公的 機関は 資金の 調達から、 建設、 運営を 民間 
に 委託し、 民間は その 事業から 収益を 上げ、 一定期間 後に、 公的 機関に 所有権を 移転す るス 
キ^ ~ ム である。 

民間の 事業 会社に よって 設立され、 刑務所 運営を 行政から 委託され ている 美祢 社会復帰 促 
進 センタ— では、 国家公務員 である 刑務官と、 民間人で ある 警備員が ともに 働く ことになる。 
面白い ことに、 受刑者が 脱走を 企てた 際、 民間人で ある 警備員が 直接 手を 触れて 取り 押さえ 
る ことは できない。 公権 力の 行使に なって しまう からだ。 警備員は 笛を 吹いたり 叫んだり し 
て 威嚇し、 実際に 取り 押さえる のは 公務員の 刑務官で ある。 しかし 現実 問題と して、 現場で 
は 民間人が 緊急に 対処し なければ ならない 事態 も 起こる に違いない。 その 際、 正当防衛の 解 
釈を 適用して 直接 対応す るよう な こと も ありうる だろう。 ただし この 刑務所に 入る のは 懲役 
8 年 未満で 初犯の、 比較的 刑の 軽い 人たち である。 

日本の 民間 刑務所は、 刑務所 運営を 丸ごと 民間に 任せる アメリカ、 イギリス 型とは 異なり、 
行政と 民間が 相半ばして 運営に あたる ドイツ、 フランス 型の 流れに あたる。 しかし それでも 
従来では 考えられなかった 大胆な 試みで ある。 民間 企業に よって 警察が 運営され ている とい 
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う 設定の 映画 『ロボ コップ』 (1987)の世界が、あながち荒 *| 無稽ではなくなってきた。 
ちなみに 作品の 舞台は 2010 年で ある。 

本来、 治安の 維持は 国家の 重要な 責務で ある。 しかし 現在、 この 分野で も、 行政が 提供す 
る 以上の サ ー ビスを 望む 人は、 身銭を 切って セ コムの ような 企業の サー ビスに 加入す るの が 
当たり前に なつて いる。 

ちなみに 美称 社会復帰 促進 センター の 設立の 主体に なった 企業は セ コムで ある。 

* かつての 規制の すさまじ さ 

近年、 格差 や 貧困が 社会問題 化する にと もない 「規制緩和に 歯止めを かけよ」 という 意見 
も 出て きたが、 それは のど 元 過ぎれば なんと やらで、 規制と いう ものの すさまじ さを 忘れて 
いるの だ。 

たとえば である。 悪名高い 需給 調整の 名の 下で 新規 業者の 參 入を 阻んで きた 運輸 業界の 場 
合、 かつては トラック 運送業に 参入し ようとしても、 各 都道府県の 陸運局が 定める 細かい 免 
許 基準に 直面す る ことにな った。 

東京都の 場合 「車庫は 車両 相互の 間隔が 50 センチ 以上 確保され る こと」 「都 区 部に 営業 一听 
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を 設置す る ものは 車両 数が 10 台 以上 ある こと」 といった 具合で ある。 こうした 規制に ついて、 
業界 側は 「むしろ もっと 厳しく しても らいたい くらいだ」 と吼 えていた もの だ。 

現在では コンビニ などで 簡単に 買える ようになった 酒の 販売 も、 厳しい 規制の 下に 置かれ 
ていた。 店舗 間の 距離が、 人口 1500 人 以上の 地域では loo  メ ー トル、 人口  750 人以 
上の 地域では 150 メー トル 必要な ど、 以前は 販売店の 開設に ついて 細かい 距離 制限が 設け 
られ ていた。 , 89 年には 大型 店に も 免許が 与えられる ようになった が、 人口  200 万人 以上の 
地域で 1 店舗の 開店を 認める という もの。 これは 長野県 全体で 1 店と いう 計算になる。 

ありがたい ことに、 24 時間い つで も ATM で お金が 引き出せる ようになった 銀行 だが、 こ 
の 業界は 護送船団 方式で 知られる 強烈な 規制の 下に あった。 昭和 28 年 以降、 金融 ビッグバン 
が 訪れる まで、 銀行の 新規 設立は ゼロ。 現在では IT 企業 や 小売 業からの 參 入が あり、 非常 
に 便利に なった。 

これらの 規制は 法令で 定められて いた もの だから まだいい。 現実には 「行政指導」 の 名の 
下で、 法的には 根拠のない 規制が まかり 通って いたので ある。 冗談で もなんでも なしに、 許 
認可を あおぐ 書類に 記入す る インクの 色から 書体まで が、 うんざり する ほど 厳しく 定められ 

ていたの だ。 
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総務庁では , 93 年から、 官庁の 規制に ついて 情報 収集を 行って きたが、 その実 情は 許 認可を 
実際に 申請して みないと わからない そうだ。 また、 業界団体の 自主規制に ついても 実際に 参 
入を 試みない とわから ない。 そのため、 規制の 実態に ついて 本当のと ころは いまだに 完全に 
把握で きていない という。 

恐らく、 こうした 世の中に 戻ろうと しても、 もう 戻れない はずで ある。 

* 多様な 生活を 肯定す る 制度を 

しかし だからといって、 貧乏な 人は 働く 意欲がない の だから、 厳しい 暮らしで も 仕方がな 
いという ような 社会は 肯定で きない。 最低賃金 アップの ような 労働者 保護 政策に 対して、 
「それでは 国際 競争力が 維持で きない」 と 反発す る 意見が あるが、 そのよう に 厳しい 国際 競 
争は いつか 自滅す る チキン レース だから、 早々 に 降りた ほうが トクで ある。 多くの 人々 が 安 
心して 暮らす ことができない 社会に、 長期的な 成長は のぞめない はず だから だ。 

今の 日本の 社会保障は、 なんらかの 事情で 働け なくなった 人に 対しては 案外 手厚い ところ 
も あり、 「生活 福祉 資金 貸付 制度」 など、 それなりの 制度 も ある。 

しかし 問題は こうした 社会保障 制度 や 税制が、 基本的に 「定職に ついている こと」 を 前提 


(万人) 


(財団法人 II 本 統計 協会 発行 「統計」 平成 18 年 11 月 号より) 

図 3-2  「子と 同居で 配偶者の いない 女性 （いわゆる シングル マ ザ ー）」 

(15 〜 49 歳） の 推移 


に 考えられて いると ころ だ。 

たとえば 筆者の ように、 独身で かつ 雇用 さ 
れ ていない 人間 や シングル マ ザ ー ( 図 3- 
2) は、 自己負担の 重い 国民年金 や 国民 健康 
保険に 加入す るし かない。 非 正規 雇用者の 社 
会 保障では 年金 や 健康保険への 非 加入が 目立 
つが (図 3  -3)、 実感と してよ く 理解で き 
る。 

筆者は かつて、 国民健康保険の 保険料に つ 
いて 区から 差し押さえを 食らって 愕然とした 
ことがある。 筆者は あまり 医者を 好まず、 数 
年に一度し かかから ない。 そのため うっかり 
支払いを 忘れて いた。 これは もちろん 自分が 
悪い のであって、 苦情は 言えない。 しかし 筆 
者の ように、 明日、 突然 まったく 収入が なく 
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役以 以外の  正規の 職 パート •  派逍社 R  契約 社 

W. 用 者  從類  アルバ 仆  嘱託 


〔女性〕 


(%) 

100 


FuIVil 


役员 以外の 
® 用 者 


正規の 職 只 • 
従業 只 


ト ト. 


派逍社 员 


T  ノレ ノくイ ト 


契約 社 貝 • 

嘱託 


(原生 労働省 「平成 18 华版 労働 経済の 分析」 より) 


図 3-3 就業 形態 別 公的年金 加入 状況 （2004 年) 
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なる かもしれ ない 人間から も、 口座を 差し押さえ てまで 保険料を 徴収す る ことに、 非常に 驚 
いた。 「では 僕は 国民健康保険 制度から 離脱し ます」 と、 区の 担当者に 大人気ない ことを 申 
し 立てて みたの だが、 「そういう 訳には いかな いんです よ」 と、 ものやわらかに、 あきらか 
に 問題児を 相手に する ような 口調で さとされた ものである。 

筆者の 知人に、 正規 雇用され ない ままに 雑誌の 編集長を 任されて いる 人物が いる (私たち 
の 業界では 非 正規 雇用者 保護 政策が かえって アダ になり、 こういう ことが 起こる)。 この 人 
は、 同様の ケース で 「では 私が 来年 アメリカ人と 結婚して、 アメリカ人に なつたら どうし ま 
すか」 などと、 筆者な ど 問題に ならない くらいの ことを 言っ たそうで ある。 「ゥ へッ 、大人 
気ない な あ」 とは 思う ものの、 その 気持ち も わからな くは ない。 

もっとも、 政府 もこう した 事態を 放置して いる わけでは なく、 雇用保険に 加入で きる 労働 
時間、 日数を 引き下げる など 対策を こうじて きた。 しかし、 1 日 単位で 働く 人を 派遣す るス 
ポット 派遣の 出現 や、 1 日に 複数の バイ トを 掛け持ち する 人な ど、 働き 方が 急速に 多様化し 
た 状況に 対応す るた めには、 個々 の 制度の 修正では なく、 税制、 教育な ど あらゆる 分野に わ 
たって、 国の かたちを つくりかえる しかない と 思う。 

現在の 制度は 「男は 学校を 出て 定職に つき、 妻子を 養って いく」 という、 高度 経済成長 期 
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の 価値観に もとづいて つくられ たもの だ。 これからは、 夫 も 妻 も アルバイトで 働き、 局面に 
ょって 男女の 役割が 入れ代わる 家庭 や、 あるいは 結婚は しないが 子どもの いる カップル、 同 
居し ない カップル など、 多様な 家庭 像を 前提に 考える 必要が あるだろう。 

娯楽 分野の 作品は 忠実に その 世相を 映し出す。 1970 年代の 漫画 作品 『愛と 誠』 (講談 
社) では、 男は 女性への 愛を 証明す るた めに、 ナイフの 刃に 向かって 命を かけて 倒れ こんだ。 
今では 驚くべき ことに、 突然、 空から 女性が 降って きて 「あなたの ことが 大好き」 などと 宣 
言して くれたり する。 ナイフに 向かって 倒れる どころ か、 男子の 主人公が 女子に 守られな が 
ら 、女子の 敵と戦っ ていたり する。 

また かつては 必須だった ライバル キャラクタ— が、 近年の 作品では 意図的に 省かれる ょう 
になった。 現実は 厳しい。 だったら 漫画の 中く らいは ス テキな フアン タジ— を 楽しみた いと 
いう 変化な のだろう。 

世の中の 価値観は 高度成長 期の 時代から、 かく も 激変して おり、 今後は もっと もっと 激し 
い 変化が 到来す ると 思われる。 こうした 変化を 踏まえて、 社会制度を 設計し 直す ことが 今後 
望まれる はずで ある。 
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* 多様化に 対応した 教育制度を 

教育 分野 も 同じで ある。 徳育の 強化と いうが、 実情に 即して いない 伝統 教育な ど、 根づく 
はずがない。 これからは、 なんでも アリの 世の中に 対する 柔軟 さを 養う ことの ほうが 大切 だ 
ろう。 すべての 人が 同じような 学校に 行く という 建前を 捨て、 考え直した ほうがいい。 

教師 や 医者は 聖職と され、 教育 や 医療の 現場は 聖域 扱いされ る。 構造 改革 特 区の 実験を 見 
て も、 学校は なかなか 大胆に 改革 しづら い 世界で ある。 本当のと ころ、 もう 少し 規模を 小さ 
くし、 大きめ の 学習塾ぐ らいの さまざまな スタイルの 学校が たくさん できて、 生徒 や 親御 さ 
んは それらから 自由に 選択で きる という 制度に する のがい いように 思う。 

ネオ リベラリズムの 卸 元で ある 経済学 者の 故 ミルトン •フリ ー ド マン 氏は、 納税者が 子供 
を 私立学校に 通わせた 場合、 政府が 公立の 学校を 運営す るた めの 税金に 加えて、 私立学校の 
授業料を も 支払わなければ ならない ことを 指摘した。 そこから、 政府が 授業料 クー ボンを 支 
給し、 親は その クー ボンを 使って 自由に 学校を 選択で きる 「授業料 クー ボン 制度」 を 提案し 
た。 

この 制度では、 たとえば ク ー ボンに お金を 少し 足して 公立学校に 通わせても いいし、 たく 
さん 足して 授業料の 高い 私立学校に 通わせても いい。 つまり、 「公立学校 運営の ための 税金 
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を 払いながら、 公立学校に 通わずに 私立に 行く」 という 教育費の 重複が 解消され、 選択の 幅 
が 広くなる のが、 この 制度の ポイント である。 

確かに 合理的に 感じられ るが、 もともと 公立学校に 通って いる 人は、 この 制度が 導入 さ tl 
て も 直接には 恩恵を 受けない ことに ご注意いた だきたい。 

こうした 市場原理 的な 改革は、 それが 情緒に 欠ける と 感じられ、 簡単には 進まないだろう。 

そうすると、 すでに 都市部では 常識に なって いるよう に、 お金に 余裕の ある 人は さっさと 
公立学校を 見捨てて、 私立に 移行して いくこと になる だろう。 恐らく 教育 分野で も 格差が 進 
行し、 階層 化して いくと 思われる。 その 結果、 階層 間の 1 繼が 顕在 化する こと も 充分に あり 
うる。 そこでき っと 起こる、 現在の いじめ 問題よりも さらに 荒涼と している だろう 悲劇を ふ 
せぐ ためには、 進まぬ 改革を 待って いては 手遅れで ある。 

もし 現在な にか 問題を 抱えて いる 人は 「一人 市場原理」 を 実践して、 学校に 行かなくても 
平気な 心構えを 持った ほうがいい。 

また 親徜 さん も、 自分の 子供が 学校に 行かなくても、 今の 時代は それで 人生が 終わる わけ 
ではない という 意識を、 持った ほうがいい。 終わった のは 「いい 学校を 出れば、 いい 会社に 
入れて、 そこそこ 幸福に 暮らせる」 という 時代で ある。 
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現在の いじめ 問題は、 大人 社会を 反映して、 非常に 複雑で 陰湿で ある。 子供に、 大人で も 

解決で きないよう ないじめ の 問題を 解決せ よと 言っても 無理で ある。 もちろん 教師で も 難し 

、〇 

V 

一番 現実的な 解決は、 いじめに あったら 学校に 行かない ことで ある。 しかし 「人は 学校に 
行く もの だ」 という 前 時代の モデルを、 親 も 生徒 も あまりに 当たり前に 信じて いるが ために、 
学校から 逃げられず にいる。 そうして 逃げ場を 失った 結果、 死を 選んで しまった 子供の 報道 
を 目に すると 心が 痛む。 

* 私 も 学校を やめて 大検を 受けました 

ダ ィエー の 創業者で ある 故 中 内 功 氏は、 , 90 年代に 「今は 結婚は 二回、 転職は 三回の 時代 
だ」 と 語って いた。 筆者は この 言葉が 好きで ある。 氏は 「人間、 10 代、 30 代、 50 代と 三回 失 
敗で きる」 とも 言って いたよう にも 思う の だが、 これは 筆者の 妄想 かもしれ ない。 

筆者は、 かつて 高校を 卒業で きずに 中退した。 いざ 中退が 現実になる まで 今 ひとつ 実感は 
わかず、 あれは 3 月、 担任の 教師に 中退を 申し出た ときは、 口惜しい ような、 情けない よう 
な、 そして 悲しい ような、 なんとも 複雑な 気持ちで あった。 教師の ほうは、 なに かさば さば 
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した 感じだった。 中退に ついて、 家族に 怒られた 記憶は ない が、 一種の あきらめの 境地 だっ 
たのでは ないかと 思う。 

中退した からといって、 自分で 働きは じめ る ほどの 盱勢性 もない 筆者は、 とりあえず 確 
たる 目標 もない ままに、 当時は 〇〇 月に 行われて いた 大学 入学 資格 検定 (現在は、 高等学校 卒 
業裎度 認定 試験。 略して 高認) の 合格を 目指して、 勉強を はじめる ことにした。 

あの 頃は なんとも 地に 足の つかない、 情けない 気分の 日々 だった。 自分は 何者で もない の 
である。 浪人生で すらない。 これは 非常に 心 もとない 状況 だ。 

中退す るまで わからなかった こと だが、 以前の 友達、 順調に 高校を 卒業して 大学に 入った 
友人は 当然の こと、 浪人生の 友人で すら、 そうした コース から 落ちこぼれた 自分には まぶし 
く、 自分の 身が 恥ずかしくて、 とてもい っし ょに いられない ので ある。 

筆者は、 おのれの 身の 恥ずかし さ ゆえに、 それまでの 交際は 一切 絶って しまった。 これは 
中退 者に しばしば 見られる 心理の ょう だ。 

そうした 自分に とって、 引け目な くつき あえる のは、 大検の 予備校の 生徒たち だった はず 
だが、 こちらは こちらで またう まく コミュニケー シ ョンが できな かつ レこ。 

当時は , 80 年代 中盤。 インタ ー ネット どころ か パソコン通信 も 普及して おらず、 倩 報への ア 
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ク セスが 難しい 時代で ある。 とりあえず、 新聞の 広告を 見て 大検の 予備校を 探し、 母と いっ 
しよ に 面接を 受けて まわった。 

だが、 「さっきまでは 秘書と 所長と して 振舞って いたのに、 偶然、 その 直後に デ パ ー トで 
見かける と 秘書は 明らかに 愛人だった」 など、 ずいぶん 怪しげな 教室 も 多かった。 

その 中で も なるべくち やん としてそう なと ころに 入っ たの だが、 見た目は まったく 普通な 
のに、 高校 中退と いう アナー キーな 人生を 歩いて いる 人が 多い のには 驚いた ものである。 も 
ち ろん 自分 も その 一人だった わけ だが。 

1 クラス 20 人 程度だった ろうか。 学業の レベルは みんな マチ マチな ので、 最初に どの 程度 
から はじめる か 先生が 希望を 募った ところ、 「地図は 英語で 言う と とか、 そういう レべ 
ルから 始めて ください」 と 叫んだ 生徒が いた。 彼は この 瞬間、 大阪 でも 五本の 指に 入る カッ 
コ 悪い 男だった が、 筆者は 「グ ッジ ョブ！」 と 心で 叫んで いた。 筆者 もまた 同 レベルだった 
からで ある。 

通いは じめ て、 幾人 かは 親しく 話す ようになり、 また 食事な どもす るよう になった が、 打 
ち 解けて 話す ことはなかった。 

打ち解ける ためには、 まず 「自分が なぜ ここにい るか」 を 解説す る 必要が あったが、 この 
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教室では 誰も その 話題に 触れない。 それは タブー になって いたから である。 みんな 心の中を 
見せない ようにしながら、 大阪の ビルの 一室に ある その 教室に 通って いたの だ。 

もっとも、 筆者の 場合、 そもそも 学校に 通う のが 苦手 だから 中退した わけで ある。 しばら 
く 通って 大検 について 書物では 得られない 情報を つかむ と、 予備校には 行か なくなった。 弋 
わりに 自宅に 引き こもって 勉強す るよう になった わけ だが、 真の 引きこもりの 時代は、 まだ 
先の ことであった。 

大検の 試験は 夏、 大阪 では 北 野 高校で 行われた。 会場で 中学の 時の 同級生と 出くわし、 気 
恥ずかしい 思いで 苦笑しながら 「おまえ もやめ たんけ」 と 言葉を 交わした。 彼 も 同じ 心境の 
ようだった。 中学を 出て すぐ 自衛隊に 入った が、 やめて 大検を 受ける という。 

試験の 結果が わかる のは 11 月。 その 間、 大検に 合格して いる ことを 前提に バリ バリ 勉強し、 
大学 受験を 目指すべき だった の だが、 受かって いるか どうか も わからな いのに、 大学 受験の 
勉強を する 気には まったく なれなかった。 単語 カー ドなん かを つくった りして、 無為に 日々 
を 過ごして いたよう な 気がする。 

当時、 大検 について 年間" 最低 一回 行う こと" という 規定に なって いるのを 本で 見て 「じ 
や あ 年に 二回く らい やってくれ ると 気分 もずい ぶん 救われる のに」 と S ったこと を 覚え T い 
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る。 これは、 その後 7 01 年度に 実現し、 年 二回の 試験と なった。 いいこと である。 

* 「大 検」 から 「高 認」 へ 

本 田 氏 や 筆者が 受験した 大学 入学 資格 検定、 通称 「大 検」 は、 前述の よぅに , 05 年に 「高等 
学校 卒業 程度 認定 試験 H 高認」 へと 制度を 変えた。 ちなみに この 制度 変更 も、 規制緩和の 流 
れの 中で、 多様化す る 選択に 対応して 行われた ことで ある。 

試験が 行われる のは 8 月と 11 月の 年に 二回。 受験科目は、 国語、 地理 歴史 (世界史 A、 世 
界史 B のど ちらか 1 科目。 日本史 A、 日本史 B、 地理 A、 地理 B のどれ か 1 科目)、 公民 
(現代 社会 1 科目ない し 倫理と 政治 •経済の 2 科目の どちら か)、 数学、 理科 (理科 総合 A  • 

B 、 物理、 化学、 生物、 地学の どれ か 2 科目)、 外国語 (英語) の 〇〇 科目、 ないし 9 科目と 
なる (図 3  -  4)。 

また、 大検 にも 同じよぅな 制度が あった が、 高校で 取得 済みの 単位に よっては、 受験を 免 
除され る 科目 も あり、 すべての 受験者が、 8 ないし 9 科目を 受ける 必要が ある わけでは ない。 
科目 免除に 有効期限は ない ので、 昔に 取得した 単位で も 大丈夫で ある。 合格者の 平均 年齢は 
20 歳 前後で 推移して いるが、 80 歳 代で 合格した 人 もい る (図 3 -5、 3-6)。 ちなみに 筆者 
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国語 


国語 

国語 

必修 

世界史 A •世界史 B 

A  .B のうち 1 科目 必修 

地理 歴史 

日本史 A •日本史 B 

日本史 A.B、 地理 A*B のうちい ずれ か 

地理 A  •地理 B 

1 科目 必修 

現代 社会 

現代 社会 1 科目 または 倫理、 政治 •経済の 

2 ネ斗目 どちら か/必修 

公民 

倫理 

政治 •経済 

数学 

数学 

必修 

理科 総合 

物理 I 

理科 

化学 I 

5 科目のう ち 2 科目 必修 

生物 I 

地学 I 

外国語 

英語 

必修 

合格に 必要な 科目 数… 8 科目 （現代 社会を 選択した 場合) 


9 科目 （倫理 及び 政治 •経済を 選択した 場合) 


※既に 合格して いる 科目を 再 度 受験す る こと、 合格に 必要 な 科目 数を 超えて 受験 
する ことは でき ません。 

※高等学校の 単位 認定の ために この 試験を 受験す る 場合で あっても、 上記の 試験 
科目 数を 超えて 受験す る ことは でき ません。 


(文部科学省 HP より) 


図 3-4 高認の 試験科目 および 合格 要件 
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年齢 

人数 （％) 

16 〜 18 歳 

4,696 人 (55.3) 

19 〜 20 歳 

1，958 人 (23.0) 

21 〜 25 歳 

1，166 人 (13.7) 

26 〜 30 歳 

399 人 (4.7) 

31 〜 40 歳 

225 人 （2.6) 

41 〜 50 歳 

42 人 (0.5) 

51 〜 60 歳 

11 人 (0.1) 

61 歳〜 

2 人 （0.0) 

(注） 合格者の 年齢は、 年度 末に おける 年齢。 

( 『故 認試 験の すべてが わかる 本 J 〈法学 榔院〉 より) 


図 3-5 平成 17 年度 （第 1 回 .2 回の 合計） 高認 合格者の 年齢 別 内訳 


年度 


13 年度 ① 


13 年度 ② 
14 年度 ① 
14 年度 ② 
15 年度 ① 


15 年度 ② 


16 年度 ① 


16 年度 ② 


17 年度 ① 


17 年度 ② 


平均 年齢 


20.1 


20.2 

20.3 
20.5 

20.4 


20.5 


20/7 


20.8 


19.8 


19.8 


(注） 合格者の 年齢は、 年度 末に おける 年齢 


最高 年齢 


67 


81 

74 

70 


71 


72 


58 


81 


55 


70 


( r 尚認 試験の すべてが わかる 本 』 〈法学 迸 院〉 よ1)) 


図 3-6 合格者の 平均 年齢の 推移 （平成 16 年度までは 大検) 
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の 場合、 4 科目に 合格す る 必要が あった。 当時は 合格が 比較的 容易な 家庭科で 1 科目 稼ぐ と 
いう 手が あった が、 今は 家庭科は ない。 

合格した 科目は 次回の 試験に 持ち越せ るので 「8 月は 4 科目に 絞り、 11 月は 残った 科目 こ 
専念す る」 という 受験 方法 も 可能で ある。 合格 ラインは loo 点 満点 中、 40 点と 見られて ハ 
る。 

試験の合格率は約 40 %。これは大検時代とそう変わらないが、試験の性質が変わった。大 
検 はあくまで 「大学 受験資格を とる」 制度で あり、 合格しても 公式に 得られる のは 「大学 A 
試 受験資格」 だった。 しかし 高認 では、 試験の 性質が" 高校 卒業 程度の 学力が ある こと" を 
認定す る ものに なった。 合格しても、 最終 学歴が 高校 卒業に ならない のは 大検と 同様 だが、 
高校 卒業 者と 同程度の 学力を 持つ と 認定され るた め、 高校 卒業の 資格を 必要と する 就職な ど 
でより 広く 活かせる 制度と なって いる。 

また 大検は 高校 在学 者は 受験で きな かった が、 高 認 では 受験で きる ようにな った。 つま 
り 「在学して いるが 不 登校」 という 人で も 試験を 受けられる わけ だ。 不 登校 や 休学 中の 人に 
は、 在学しながら 試験を 受ける という 選択肢が 増えた ことになる。 

さらに、 学校 長が 許可 すれば、 長期 休学 者が この 試験を 利用して 単位を 取得し、 卒業 単位 
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として 活用す る こと もで きる。 

* 引き こもる 生活へ 

筆者の 場合、 結局 無事に 大検に 受かり、 その 年に 一応 大学 受験 も 試みた が、 やはり 準備 不 
足 ま 否めず 全滅だつた。 そして 通常の 二浪 目にあた る 年から、 大学 受験に 向けて 勉強を 始め 
る ことになる。 

あの 頃は ネットがなかつた ので、 人 づき 合いを 絶つ という ことは、 そのまま 情報を 絶つ こ 
とを 意味した。 

高校 卒業 丄 大学 受験と いう 通常 ル— 卜に 乗つて いなかつた 筆者は、 「大学 受験つて そ も そ 
も 何 科目？」 といつ たと ころから、 勉強を 始めて いかねば ならな かつた。 さつぱり 大学 受験 
という ものの 世界観が つかめなかつた の だ。 

幸い、某予備校の「昼間部私立文系 6 」という、午前に対して昼、国立に対する私立、理 
系に 対する 文系、 A に対する B と、 すべての パラメ 1 夕— が一 一流で ある ことを 指す クラスに 
入る ことができ たの だが、 ありがた かつた のは 授業では なく、 受験の 情報に アクセス できた 
ことだつた。 


134 


第 3 章 フ リー ターの 人で も 安心して 暮らせる 社会を 


といっても そんな 大げさな ことでは なく、 教科書と して 参考書を 買わされ たので、 それを 
読んで、 どういう ことが 大学 試験で 問われる かの イメ —ジ がつ かめた ので ある。 

例にょって 予備校 自体は 1 週間し か 行かなかった。 行っても 高校 中退なん て ヤツは いない。 
孤独 感が 増す ばかりで ある。 一人の ほうがつ らくない。 

だが 引きこもりには、 引きこもり 固有の 問題 も ある。 

当時、 筆者の 家庭は 2D K の 狭い 社宅に 暮らして いたが、 家族 4 人の 生活は いっぱい いっ 
ぱいであった。 一応 自分の 部屋を 与えられて いたが、 うすっぺらい 壁を 一枚 隔てた だけ e、 
プライバシー も へった くれ もなかった。 

また 社宅 だけに、 人の 目 も 気になる。 

引きこもりと 言え ど、 時には 体を 動かした くなる もの だ。 そこで、 グロー ブを哮 って 社宅 
の 壁に ボー ルを ぶつけた りした。 しかし そういう ことを すると、 母に 「社宅の 人に みっとも 
ないから」 とたし なめられた。 

そんな ことは 本人が 一番 わかって いるので ある。 でかい 図体を したむ さい 男が どんなに 情 
けない 気持ちで、 壁に ボー ルを 放って いたと 思う の だ。 

それからは人目のない深夜に街を徘個するょうになったが、これも母にたしなめら ^1 ゝこ。 
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「あんた 下着 泥棒と 間違えられ るで」 と。 確かに！ だが 真の 問題は、 息子が 本当に 下着を 
盗んで いるので はない かとい う 疑念が、 母の 目に かすかに 宿って いた ことで ある。 

しかし、 あれは きつかった。 

家の 中は せまいし うるさい。 弟が 隣室で ギタ ー をつ まびきながら 長 渕剛を 熱唱して いた あ 
る 夜、 筆者の フラスト レー シ ョンは 頂点に 達した。 両親に 一人暮らしを 直訴し、 大阪市 内に 
下宿す る ことになる。 

筆者は ここでつ いに、 ほぼ 1 週間 誰と も 口を きかない 生活を 1 年 近くに わたって 送る とい 
う、 真の 引きこもり ラィフに 突入す る ことになる。 ちなみに 「それって 親に 甘えて いる だけ 

では」 という 非難は 甘んじて 受ける 覚悟で ある。 

考えてみれば、 家が 狭かった のは 結構な 幸運で、 下手に そこそこ プラィバシー を 確保で き 
る 環境なら、 筆者は そのまま 自宅で 引き こもつ ていた ことだろう。 すると フラスト レー ショ 
ンを 抱えた まま、 いわば 生殺しの 状態で 自宅で 過ごす ことにな っていた わけ だ。 

受験生が 自宅で 事件を 起こした という 報道を ときどき 目に する が、 まったく 他人 事とは 思 
えない。 
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* 引きこもりは 快適 

真に 一人っ きりの 生活は とても 快適だった。 

一般の 人は 社会の モデルの 中で 生きて いる。 みんなは 社会の 中で 「何者か」 なので ある。 
しかし 自分は 違う。 「何者で もない」 の だ。 これは 案外つ らくて、 それなら ば いっそ 誰と も 
顔を合わせない ほうが 快適な ので ある。 

また、 引き こもって 一人で 暮らす 行為は、 武道 家の 山 ごもり にも 似て、 感性が 研ぎ澄まさ 
れる という 効果 も ある。 もっとも これには デメリット も あって、 いかにも 不思議な こと だが、 
普段 だと 絶対に 視聴を 完遂し ないような ダメ っぽい 映画で も、 最後まで 引き込まれる ように 
観て しまった りする。 

あの 頃の 深夜に テレビで 放映され る 映画の 定番 『ド クター •モロ ーの 島』 とか、 あるいは 
「炭鉱 主が ゾンビを 労働力と して 使役して いたっ！」 という 訳の わからぬ 映画と か、 いくら 
「あと 10 分 観たら やめよう」 と 決意して いても 最後まで 観て しまう。 もっとも これは、 世に 
言う 逃避であろう。 

余談は さておき、 当初は、 はりきって 1 日のう ち 相当 長い 時間 勉強した が、 ほどなく 偏 頭 
痛に 悩まされる ようになる。 これは 「あんまり まじめに 勉強せ ずと も 大学に 受かりました わ」 
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などと 自慢したい のでは なく、 人間、 肉体に 無理を しても いけない ように、 頭脳 も 酷使 すれ 
ばいい、 という ものでは ない らしい。 

偏頭痛が 勉強に 響く ようになり、 筆者は 以降、 人間の 集中力は 15 分が 限界と 割り きって 
「飽きたら すぐ やめて 休み、 また 勉強に 戻る」 という 無理を しない スタイルに 切り替えた。 
最初に 高邁な 理想を 掲げても、 受験は 長丁場で ある。 続かない。 

受験 勉強の ための 一人暮らし である 以上、 部屋に テレビはなかった が、 これ も 初期のう ち 
に、 渡された 生活費を やりくりし、 0^ *'| 橋と いう 電気街に おもむき ジャンク 同然の ものを 購 
入。 自転車で 部屋に 輸送した。 ついでに いつの 間に か ファミコン も 稼動を はじめた。 

このように 書く と、 あたかも 引きこもり ライフを 満喫して いたかの ように 思われる かもし 
れな いが、 実際には いろいろ 問題 も 生じて いた。 

中で も 大きかった のは 睡眠時間 である。 

人間は、 なにに も 拘束され ないで いると、 どんどん 睡眠時間が ずれて いくようで、 深夜、 
早朝、 午前中と 寝る時間が 遅くな ってい く。 引きこもり 中なら 問題は ないように 思える が、 
ときおり 受ける 模擬試験 などは つらい。 

また 就寝 時間が 午前中に 突入す ると 起きる のが 夕刻に なり、 脳の 活発な 時間が 午前 〇 時 か 
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ら 2 〜 3 時間に 限られ 効率が 悪くなる。 

それに あまり 一般社会の リズム からかけ 離れる と、 孤独 感も 深まり メンタル にもよ くない。 

あえて 午前中に なっても 眠らず、 夜まで 外に 出て 歩き まわって 体を 疲れさせる など、 睡眠 
リズムの 改善は いろいろ 試みた。 しかし 結局 どれ も 実らず、 試験 や 面接の 本番 も 徹夜で のぞ 
むな ど 最後まで 解決で きなかった。 ちなみに 今でも この 問題には 苦労して いる。 

初期の 偏頭痛で、 頭脳の 健康 も 大切 だと 気づかされた、 という ほどで もない の だが、 よく 
外を 歩いた。 

大阪 というと ころは、 さすがに 商 都と いう だけあって、 都市 全体が 商店街で つながって い 
るよう なと ころが ある。 ある 商店街の 気配が 薄まって、 普通の 市街に なって くると また 次の 
商店街が はじまる。 その 風情が 面白くて とんでもない 距離を 歩いた もの だ。 これが 心の 健康 
にはよ かった ように 思う。 

人間は 半年 も 引き こもれば、 いともかんたんに 心に ダメ ー ジを 引き起こす ことができる。 
友人の 経験から それを 痛感し 慄然と した ことがあ るが、 引き こもって いる、 あるいは まさに 
引き こもらん としてい る 人には、 とにかく なにを おいても 自分な りの 娯楽を 確立す る ことを 
お勧めす る。 
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* 引き こもる 意味 

自分の 場合は 運が ょかった が、 それでも やはり あせりは あった。 ストレスとは 無縁では い 
られ ず、 軽い 胃潰瘍に なった。 

夏を 待たずに 胃に 違和感を 覚える 箇所が でき、 その 不 快感から 逃れる ためには、 強い 酒を 
「くいっ」 と 胃に 送り、 アル コー ルで その 箇所を 「焼く」 必要が あった。 飲酒が 目的では な 
かった が、 筆者の 下宿の 冷蔵庫には 安物の ゥィ スキー が 常備され るょう になった。 結局、 完 
治は 大学卒 業まで 持ち越す ことになる。 

今にして 思えば、 後半は いろいろな 齟齬が 現れ、 破れ目を つくろいながら なんとか 乗り切 
ったと いう 感じだった。 

後半は 勉強 も ダレて しまい、 学力の ピーク を 受験の 時期に 持って いくのに 失敗して しまっ 
た。 秋から 蓄積が ものを いう 暗記 科目が 伸びた ために なんとか 間に合った が、 危ない ところ 
だった。 筆者の 場合、 あの 経験を 2 年 やれと 言われても できなかった と 思う。 

しかし それでも、 あの 時の 筆者には 人と 顔を合わせない 生活が 必要だった。 

大学 受験と いうと 予備校に 通う のが 一般的で ある。 とくに 自分の 場合は 社会の レ ー ルから 
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はずれて いる だけに、 ここで 予備校と いう レー ルに 乗らない のは 不安だった。 もちろん 社会 
的な 体面 もよ くない。 が、 だからと いって 無理に 集団に 参加して いたら、 あるいは させられ 
ていたら、 自分は どう なって いただろ うか。 どう 考えても よい 未来は 想像が つかない。 

現在、 引きこもりを 社会 不適 合の 病気、 あるいは 著しい 甘えと 見なし、 「引き出せ ばいい」 
という 考え方を する 人が いる。 これを 実践す る 団体 も あり、 そこでは いたましい 死亡 例 すら 
ある。 しかし、 かつての 筆者 同様、 引き こもって いる 多くの 人に とって、 恐らく それが 必要 
なのでは ないかと 思う。 

引き こもる ことによって 真の 破局を 回避して いる わけで、 それを 「みんな 学校を 出て、 働 
く」 という 戦後の 高度 経済成長 期の 価値観に よって 否定す るのは よくない。 そのせ いで 本人 
自身が 「自分は ダメ だ」 と 焦燥を 感じ フラスト レ ー シ ョンを 溜め、 最終的に 社会を 呪うよう 
になる と、 ときに 破滅 的な 結末を 招く。 

いじめの 問題 も 同様で ある。 

もちろん 真の 解決は いじめが なくなる こと だが、 それは 現実的で はない。 現実的で 確実な 
解決法は、 学校と いう コミュニティから 離脱す る ことで ある。 

それが、 「学校を 出て 働く」 という 価値観が 現代の 社会で もま だ 生き残って いるた めに、 
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子供 も 「学校には 行かない」 とは 言い出せず、 親 もまた 「学校に 行かなくて いい」 と 言えな 
い。 社会 も、 共同体から 離脱す るので はなく、 向き合え という 視線を 送る。 

さすがに 口に 出す 人は 少なくな ったが、 「いじめられ るのは、 いじめられる 側に も 問題が 
ある」 と 考え、 共同体からの 離脱を 甘えと 見なす 人は いまだ 潜在的に 多くい るは ずで ある。 
そうした 目線が 子供から 逃げ場を 奪う にもかかわらず。 

価値観が 多様化した 時代に、 学校と いう 大きな 物理 空間の 中で さまざまな 人が 均質な 共同 
生活を 送る のは、 そもそも 不可能 だ。 

いじめ や 引きこもり、 あるいは フリー タ—が 社会問題 として 論じられ ると きも 同様に、 明 
ら かに 前 時代の 価値観が 前提に ある。 

それは 国家を あげて 欧米に 追いつき 追い越せと がんばって いた 時代の 「孤立して いるのは 
かっこ 悪い」 「人とは 活発に 交際して いた ほうがよ い」 「定職に ついていない やつは ダ メな人 
間」 というよ うな 価値観で ある。 

これが 家族を 追いつめ、 本来 逃避 先と なるべき 家庭を 重圧の 場に 変え、 また 本人を 焦燥に 
駆り立て、 社会を 呪う 心を 育てる 原因と なる。 
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* 格差？ いや 多様性 

格差 社会の 是正と いう 表現は、 生活に 上下が ある ことを 暗黙の 前提と し、 自らの 意思で あ 
る 暮らし方を 選択した 人々 を 社会問題 視 している。 

また、 ニー トや 引きこもりを 引き出して 定職に つける という 発想は、 明らかに 定職に つい 
ている 人間の ほうが 上で、 そちらに 引き上げて やる という 前提が ある。 これは 引き上げられ 
る 側の 人生を 否定して いるのに 等しい。 

こうした 否定は、 人を して 自分が この 社会から 疎外され ている ように 感じさせ、 やがて 社 
会を 呪う 心境へ と 駆り立てる だろう。 そんな 不幸を 避ける ために も、 時代の 変化を 認識し、 
価値観を 変えるべき だ。 

無論、 変わって はいけ ない もの も あるが、 なに かを 否定す るので はなく、 肯定す る ほうが 
V  V 

筆者は 引きこもり 生活を 経て、 やがて 大学に 合格し、 見た目は 普通の 学生の 生活に 復帰し 
た。 とい つても、 友達の 家で 延 々と ゲーム をしたり して、 引きこもり とさして 変わらない 生 
活 だった が。 

お 互いに 無言で、 筆者は パソコンで 「信 長の 野望」 を、 友達は ファミコンで 「ガチャ ボン 
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戦記」 を 一日中 プレイし、 「こういうのを 第三者が 見たら、 "コミュニケ ー シ ョンが 途絶した 
現代の 若者" とか 言われ るんだ ろうな」 と 苦笑し 合った のを 覚えて いる。 

まあ そのような 感じで、 学校を 中退す るよう な 人間で あると いう ことは い つまで も 変わら 
ず、 安定した 職に つく ことなく 今に 至ってい る。 あの 頃の なんとも 言えない 情けない 気分は、 
今 もど こかで 尾を引い ており、 現在の 自分を 形づくって いる。 

* 今の 時代には 可能性 も ある 

筆者は、 案の定 大学を 4 年で 卒業で きず、 在学 中から フリー の 編集者と して 働きは じめ た。 

590 年代 半ば、 筆者は ある 青年 漫画 誌の 編集者と して 働き、 銀行 や 官僚の 漫画を 担当して い 
た。 当時は 経済 関係の 文献を、 それ こそ アングラべ ー パー から 研究 機関の レポー トまで 読み 
漁った もの だ。 

そんな 筆者は、 , 90 年代の 規制緩和に ついて、 「すでに スタン ダー ドから 転落した 自分は い 
い。 自分の ような 人間は むしろ 今の 世の中な ど 壊れて しまえと 思って いるが、 みなさんは 勇 
気があるな あ」 と 感じて いた。 

たとえば 「学歴社会」 というの も、 ひとつの 規制で ある。 これは すべての 人を 卒業した 学 
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校で 判断す る 非人間的な 規制 かとい うとそう でもな く、 大学 さえ 出て いれば 評価して もらえ 
る、 むしろ 優しい 規制で ある。 

筆者は 私立大学の 文学部 卒 であり、 人に 自慢で きる ほどの 学歴は ない。 しかし それでも、 
学生で も 浪人生で もなかった 自分が、 大学に 入る ことで 「大学生」 になれ た。 そして 人が ま 
しく 扱って もらえる ようになった。 これは ずいぶん 便利で 優しい 制度 だと、 大学に 入って し 
み じみと 感じた ものである。 学歴が 通用し ない としたら、 人間が 持つ 才能 そのものが 評価 さ 
れる 。それは たいへん シビアな 話 だ。 もしな にか ひとつ 突出した 能力が あれば、 筆者 も 大学 
に 行く 必要はなかった だろう。 

すでに 現在の 日本 社会では 企業が 人を 育てる という 風土は 薄れ、 人材が 持つ 才能 そのもの 
が 評価され る 世の中に なりつつ ある。 当時の 筆者は、 「そんな 世の中になる のなら、 とに か 
くいい 大学 さえ 出れば 就職が できて、 たとえ 窓際で も 定年まで お金を もらえる 社会の ほうが 
いいだろ うに」 と 思って いたので ある。 そういえば 「窓際族」 という 言葉 も 死語に なった。 

当時、 民間の 政策 シンクタンク である 構想 日本の 政策 委員、 丹 治 幹 雄 氏と、 知事を 主人公 
にした 漫画を 企画して いた。 石 原 慎 太郎都 知事の 誕生 や 地方の 改革 派の 知事が 話題になる 前 
であり、 今でも 着眼点は よかった と 思って いるが、 諸事 情に より 実現し なかった。 
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あの 頃、 丹 治 氏と 「日本は あえて グロ ー バ リズムに 参加せ ず、 再 鎖国して 小規模な 経済の 
独自 文化国家になる という 選択肢 も ある」 と 話し合っ ていた もの だが、 現実には、 もちろん 
そうはなら なかった。 鎖国す るには この 国に 暮らす 人々 は あまりに 新し もの 好きで あり、 
「なに、 先進国は 小さい 政府を 目指す のか。 じゃあ 俺たち もやらない と」 という 意識が あり 
過ぎる。 しかし これは 決して 悪い ことでは ない。 

自分の ような 暮らしぶ りの 人間に とって、 価値観が 多様化し、 多様な 生き方が 許される 現 
代は、 なかなかよ いところ も ある 時代で ある。 銀行 も 24 時間 お金を 下ろせる ようにな ったし、 
スー パー も 深夜まで、 あるいは 24 時間 営業す るよう になった。 ありがたい。 

電話 会社が 民営化され ていなければ、 通信費が こんなに 安くなる ことはなかった はずで あ 
る。 インタ— ネットの おかげで 情報への アクセスは 劇的に 飛躍した。 今の 時代に 引き こもっ 
ていたら、 2 ちゃんね るで 仲間を 大勢 見つけて いた ことだろう。 Vipper  (インタ ー ネット 
の 巨大 掲示板 「2 ち ゃん ねる」 の 中で も、 とくに 独自の 用語を 駆使す る コアな ユ ー ザ ー を 指 
す。 二^ ~ 卜や 引きこもりの 人 も 多い と言われ ている) になって いたか もしれ ない。 

規制緩和の 結果、 物流 も 充実し、 家に いながらなんでも 通 版で 買える ようになった。 筆者 
は 金魚の 水槽の フィルタ— も ネット 通販で 買う、 「杉 並 区で も 有数の ネットで なんでも 買う 
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男」 だと 自負して いる。 

ネット ラジオで 海外の マ イナー な 音楽を 知り、 それを アメリカの アマゾン 経由で 買う こと 
も 簡単に できる ようになった。 ありがたい、 ありがたい ことで ある。 

* ジャパ ニ— ズ ドリ I- 4 

私たちが 体験して いる グロー バル 化に ついては 「奔放な ネオ リベラリズムの 跳梁を 招い 
ただけ だ」 という 批判が ある。 この 危惧は まったく 正しい。 

すでに loo 万円 持って いる 人が また loo 万円を 稼ぐ のと、 ゼロから loo 万円 稼ぐ の 
では 前者の ほうが 圧倒的に 有利で ある。 放ってお くと 不平等は どんどん 拡大して いくので、 

司法は 機会の 平等が 侵害され ないように、 違法な 経済活動は きちんと 摘発し なければ ならな 

、〇 

V 

だから 国家の 役割の 縮小は、 一方で 番人と しての 機能の 強化を 意味す るの だ。 企業の 犯罪 
が 明らかになる たびに 証券 取引 等 監視 委員会 や 公正取引委員会の 強化が 論議され るのは、 そ 
のた めで ある。 海外で も 地域に よっては、 規制緩和の 結果 かえって 警察の 介入が 頻繁に なっ 
た ケース が あるそう だ。 
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また 市場原理 主義は、 ある ゆる 人を 市場の 競争に さらす が、 安定した 生活 者 層が 存在し な 
い 社会に 成長は のぞめない。 

グロ ー バル 化は 伝統を 崩壊させる という 批判 も ある。 これは、 確かに その 通りで ある。 だ 
が、 伝統とは それほど 大切な もの か。 繰り返す が、 実は 伝統と 呼ばれる ものの 多くが 国民 国 
家の 創 成 期に つくり 出された もので あり、 案外 新しい。 

一例を あげる と、 日本の 国技、 相撲 も 現在の ような 伝統と 格式を 持った のは 戦後の 話で あ 
る。 戦前の 相撲 界 は、 分裂 騒動な ども さかんで、 ちよう ど 今の プロレス 団体の ようだった。 

ノスタルジックに 過去を 大切に する あまり 変化を 拒む のは、 明治 以降い つの 時代 も 変化し 
てきた 我々 らしくない だろう。 

伝統 もい いが、 現在の 我々 の 社会に も 目を 向けた ほうがいい。 

それは あまり カッコよ くない かもしれ ない が、 それなりに ユ ニー クな 社会で も ある。 40 
〇 万人の フリ ー タ ー や 60 万人 以上の 二— 卜が 暮らす 国。 これは なかなかの 可能性を 持った 国 
であるは ず だ。 新時代の 価値は 伝統では なく、 こうした ユ ニー ク さに 目を 向けて いくべき だ 
ろう。 

フリー タ— の 増加 や、 賃金格差の 拡大が 社会問題 として 報道され る。 しかし これは 本来、 
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問題の 立て 方が おかしい。 組織に 縛られず、 非 正規 雇用者と して 働く ことを 主体的に 選び、 
結婚な どもせ ずに 暮らして いくことは 充分に ありうる はずで、 そうした 人生観を 否定す るの 
は、 前 時代の 価値観で ある。 

問題な のは、 今の 日本で こうした 道を 選んだ ときに、 安心して 暮らせる 社会制度が 未 整備 
な ことで あり、 また 非 正規 雇用者を お 手軽に 集め、 お 手軽に 解雇で きる 労働 資源と してし か 
見なさない 企業の 体質が 存在す る ことで ある。 

フ リ—タ ー が 問題な のでは ない。 フリ— 夕— が 安心して 暮らす ことので きない 社会が 問題 
なの だ。 

今後は、 「人は 定職に つくべし」 といった 建前を すてて、 非 正規 雇用者で も 安心して 暮ら 
せる 社会を 整備す る ことこ そを 検討す るべき だろう。 企業 や 政府 も、 本音では フリー ターの 
存在を ありがた がって いるの だから。 

日本は もともと、 八百万の 神様を 持つ 多神教の 国だった。 だから 一神教の 国の ように、 
自分たち の 神様 以外を 認めない ような 信仰心の あり方は 見られず、 よくい われる ように クリ 
ス チャンで なくと も 教会で 結婚式を 挙げ、 クリスマスを 祝っても へっ ち やらで ある。 最近は 
ハロウ ィンまで 定着 させよう とする 思惑が 見え德 れす るが、 これは うまくいく かどう か。 
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それは さておき 我々 には イデ オロ ギーが 希薄で、 プリンシプルと やらがない。 これは 従来、 
欠点と 見られて きた。 しかし 逆に 言えば、 原理がない 以上、 他の 原理を 斥ける 理由 もない と 
いえる。 

先に 触れた 丹 治 氏は 「どんな 人で も 大金を つかむ チ ャンスが あるの が アメリカン ドリー ム 
の 建前なら、 どんな 国の どんな 文化の 人が 来ても、 イスラムの 人が 来ても、 アルバイト をし 
て 少なくとも 年に 200 万円は 稼ぐ ことができる。 これが ジャパ ニー ズ ドリー ムだ 。そんな 
国は なかなかない」 と 語る。 まった くその 通り だと 思う。 

むやみに 保守 回帰して 排他的な 心を 育てる のでは なく、 むしろ 今 我々 が 築きつつ ある 社会 
の 可能性に 目を 向け、 いろいろな 文化 や 生き方を 肯定す る 社会を 育んだ ほうがいい。 

今の 日本 社会には、 近い将来、 非常に 歪んだ ナショナリズム や、 他の コミュニティに 対す 
る 悪意を 育てる 危険性 も 存在す る。 こうした 時代、 政府 も 愛国心 や 伝統を 強調したり、 憲法 
改正を 論議したり しない ほうがいいだろう 。ナショナリズム という ものは、 いずれは 制御で 
きなくなる 諸刃の剣 である。 これは 過去の 歴史が、 そして 今、 私たちが 目の当たり にして 
いる 世界情勢が 教えて くれる。 

日本が 生み出した アニメ— ショ ンや 漫画の 文化は、 一見して その 登場人物 たちの 国籍が ま 
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つたく わからない。 という か、 あのよう に 緑 や 青の 髪の 人な ど、 いつたい どこの 国に いると 
いうの か。 しかし この アニメ ー シ ョンが いろんな 国で 受け入れられ、 また 国境を 越えて、 フ 
アン 活動まで もが 共有され ている。 こうした 作品を 生み出す 社会は、 十分に ユ ニー クな 社会 
である。 

さまざまな 人が 伝統に 頼らず、 主体的に 自分の 生き方を 選択で き、 社会 も それを 肯定す る 
国。 これは イデ オロ ギー のない 日本人に とって、 現実的な 選択で あり、 十分に 達成 可能な 社 
会 像で あるは ず だ。 ぜんぜん 美しくなくて キッチュで あっても、 「なんでも アリ」 が 自分た 
ちらしくて いいのでは ないかと 思う。 
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* 「おちこぼれ」 がつ くる 歴史 

資本主義 社会を 停滞 させずに 回転 させ 続ける ためには、 大衆を 労働に 駆り立てなければ な 
りません。 そのためには、 子供を 全員 学校に 通わせ、 学校で 資本主義 社会の 労働力と して 役 
立つ 資質の 人間に 「成長」 させなければ なりませんでした。 

ですから、 近代国家 はまず 学校 制度を 整備し なければ ならなかった わけです。 

そのような 学校で 子供が 必ず 身に つけなければ ならない 思想の 一つが、 学習して 労働 すれ 
ば 誰でも 出世で きる という 「立身出世 主義」 です。 

受験戦争 や 偏差値 至上 主義と いった 現象は、 いずれも 学校の そのような 性格から 必然的に 
生まれた ものであって、 学校 制度の 「目的」 にか なった 現象で あると いえる のです。 受験 戦 
争とは 資本主義 社会に おける 競争 原理を シ ミュレ ー トし たもので あり、 偏差値とは 会社に お 
ける 成果を 数値 化して 子供に わかりやすい 形で 提示して みせる ものな のです。 

クラス や 部活 動は、 会社 組織に 慣れる ための 練習です。 理不尽な 先輩に 対しても 分を わき 
まえて 礼儀正しく 接しなければ 部活 動から 排除され てし まいます。 もしい じめ にあっても 我 
慢 して 教室に 通い 続けなければ なりません。 そのような 従順 さと 忍耐力を 学校で 養えな かっ 
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た 子供は、 サ ラリー マンと しての 素養がない ものと され、 就職に おいて 不利になる わけです。 

しかし、 このょうな 学校の システムは そもそも 資本主義 社会に とって だけ 都合の 良い 「従 
順 かつ 平均 的な 人間」 つまりは 集団 労働者 (現代では、 サ ラリー マン) を 作り だす ことを 目 
的と しています から、 ある 種の 素質を 持った 子供は どうしても 不 適応に なりが ちです。 

「不 登校」 という 言葉からは 「怠惰」 「逃避」 という 負の ィメ —ジが 漂って いますが、 実際 
には まったく 逆に、 異質な 才能 •突出した 資質を 持って いるた めに 不適 応や不 登校になる 子 
供 もい るので す。 

学校は 天才 や 異才に とっては 息苦しい 場所な のです。 

*  ADHD、 LD だつ た エジソン 

トー マス •エジソンは 小学校では 完全な 劣等生で、 授業を ちゃんと 受けられな いために 教 
師に 嫌われて いました。 最後は、 教師から 「お前の 頭は、 腐って いる」 と 罵られて 学校 か 
ら 逃げ だした そうです。 エジソンは 「小学校 中退」 という 現代では 考えられない 学歴の 持ち 
主な のです。 なにしろ、 小学校に たったの 3 力 月し か 通って いません。 

そもそも、 近代 学校 制度が 確立す る 以前の ョ ー ロッ パでは、 個人教授 (家庭教師) にょる 
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レッスンを 受ける 子供が (富裕 階層の 間では) 大勢い ました。 教室に 大人 数の 生徒を 押し込 
める 画一的な カリキュラム 教育より、 個人指導の ほうが 学習 効率が 良い ことは 言う まで も あ 
りません。 現代で も、 「個人指導」 「少 人数 指導」 を 売りに する 学習塾と か、 たくさん ありま 
すよ ね。 高い 賃金を 支払って 家庭教師を 雇う 親 も 大勢い ます。 

資本主義 社会を 支える 労働者と しての 素養を 育成 するとい う 意味で 学校 制度は 不可欠です 
が、 天才 や イノべ一 夕—、 起業 家、 ア— テイスト といった タイプの 職業 人を 育成 するとい う 
意味では 学校は まったく 不向きな のです。 

エジソンの 場合、 学校に 行かない 時間を 図書館 通いに 使って、 大量の 本を 乱読す る 時間に 
充てた とも 言われて います。 

後に エジソンが 発明 王と して 有名に なった 時、 エジソンを 退学 させた 小学校の 当時の 校長 
先生が 「未納の 授業料と 一緒に 寄付金を 払って くれ」 という 失礼な 手紙を 送って きたそう で 
す。 エジソンは 「学校を 追い出して くれた お礼」 として 25 ドルを 寄付した とか。 どっち もど 
っちと いう 感じの、 心が 温まらない エ ピソ ー ドです (笑)。 

しかしよ く 考えれば、 確かに エジソンが 発明 王に なれたのは、 学校に 行かなかった からだ 
とも 言えます。 もし エジソンが 学校に 通い 続けて いれば、 脳が 柔らかい 幼い 頃に 興味の 赴く 
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ままに 大量の 本を 乱読す る ことは できなかった でしよう。 であれば、 エジソンの 成功は 彼を 
さっさと お払い 箱に して くれた 校長 先生の おかげです よね。 

また エジソンは 一般に 「小学校は 退学した が、 母親が 学校の 教師だった ので、 家で たっぶ 
りと 個人 レッスンを 受けられた」 と言われて いますが、 正 高 信 男の 『天才は なぜ 生まれる 
か』 (ちく ま 新書、 200 4) によると、 実は その 話は 真っ赤な ゥソ だそう です。 本当は、 
エジソンの 母 ナン シ— には 教職 歴 などなかった というの です。 ナン シー は 17 歳で 結婚し、 10 
年の 間に 4 人の子 供を 産んだ そうです。 5 人目が エジソンです。 当時の アメリカ 社会の 状況 
を 考えれば、 これでは 働いて いる 余裕な どありません。 

大人 向けの エジソン 伝の 類を いくら 調べても 「母が 教師だった」 という 話は 出て こない 
そうで、 正 高は 「エジソンは 母の 個人教授を 受けた」 という 話は 実は 「子供 向けの エジソン 
伝」 において 作られた と 推測し ます。 「学校に 行かない 子供が 発明 王に なった」 では 学校 制 
度の 意義が 問われる ので、 後で 勝手に 日本人の 子供 向け 伝記 作家 か 誰かが 「実は お母さんが 
先生 役を 務めて いた」 という 話に 伝記を 修正し たんだと いうので すね。 
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*  rLDJ 「ADHD」 という レツ テル 

最近では エジソンは、 「学習 障害」 (LD) とか 「注意 欠陥 •多 動 性 障害」 (ADHD) だ 

ったと か 言われて います。 

L D とは 最近 アメリカで 生まれた 用語で、 意地悪く 言えば 学校に 適応で きない 子供に 対し 
て 貼り付ける 「お前は 病気 だ」 という レッテルです。 

「知能には 問題がない のに、 全然 勉強が できない」 という 野 比 のび太み たいな 子供は もちろ 
ん L D に 分類され てし まいます が、 それだけで なく 「国語は 得意 だけど 算数が 全然 ダメ」 と 
か 「勉強は できる けど 体育が ダメ」 とか 「友達が いない」 とか、 とにかく 学校が 求める 「平 
均的な生徒」像から大きく外れたら誰でもし0なんです。 

ですから L D は 医学 的な 根拠の ある 疾患ではありません。 学校 制度に 適応で きない、 基準 
から 外れた 子供の ことを、 「おちこぼれ」 と 呼ぶ かわりに 「 L D 」 という 一見 科学的 っぽい 
言葉で 呼ぶ ようになった だけです。 

もちろん、 L D という 概念が 「発明」 された ことが 全く 無意味 だとい うわけ では ありませ 
ん 。かつては 学校に 適応で きない 子供は ひたすら 「差別」 され 「排除」 されて きました が、 

L D という 概念に よって 少なくとも 「病気」 として 扱って もらえる ようになりつつ あります。 
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医学 的 根拠 もな く 学校に 適応で きないく らいで 「病気」 扱いされ ては たまりません が、 学 
校で 労働者を 生産し 続けて いる 資本主義 社会に とって 「学校に 適応で きない 子供」 は 「問題 
児」 か、 せいぜいが 社会的 「病人」 でしかない わけです。 

しかし、 もし エジソンが LD 児童 だと 「病院」 で 「診断」 されて 「治療」 を 受けて いたら、 
彼は 発明 王に なって いたでし ようか。 うかつに 「症状」 を 「改善」 されて しまったら、 エジ 
ソンは 「ただの 人」 になっ てし まった はずです 。さっさと 学校を 中退して 家に 引きこもり、 
自分の やりたい 勉強 だけを 集中して やって いたから こそ、 発明家になる ための トレー ニン グ 
を たっぷり 積む ことができ たのでは ないで しよう か。 

「AD H D」 に 至っては もっと あやしげな 概念で、 一言で 言えば 「授業を 黙って 聴いて いら 
れ ない 子供」 のこと です。 もちろん エジソン も 現代なら ADH D に 判定され ます。 教師の 言 
うこと を 聞かない ことを 「不注意」、 授業を 黙って 聴かない ことを 「多 動 性」、 協調性の ない 
ことを 「衝動 性」 と 定義し、 それらの 不 適応 特徴が いくつか ある 子供を 「A D H D (注意 欠 
陥 •多 動 性 障害 ごと 名 づけて いる わけです。 

しかしながら 現代 精神医学の バィブル である 「DSM - IV 」 (アメリカ 精神医学 会の 定め 
た 診断の 指針の 第 4 版) によると、 ADHD の 診断 基準は 子供の 「振るまい」 そのもの であ 
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って、 血液検査 などの 生理学 的な 診断 項目は 設けられて いないの です。 それ も そのは ず、 A 
DHD の 生物学 的 原因は 未だに 解明され ていないので すから。 そんな あやふやな 「病気」 を 
誰が 「医学 的に 正しく」 診察で きる のでし ようか？ 

いずれにしても、 医学 的な 原因が きちんと 究明され ていないのに、 ただ 学校の 求める 平均 
的 •模範的な 生徒 像 (つまりは 資本主義 社会に おける 優良な 労働者 像です) から 外れる だけ 
で 「病気」 扱いと いうのは、 いかがな もので しよう。 

「 L D」 や 「A D HD」 は、 「おちこぼれの 子供」 という 差別用語に 疑似 科学の 皮を 被せた 
だけの 言葉 かもしれ ません。 

2006 年 9 月 28 日、 フジテレビは 「恐怖の 食卓」 という 情報 バラ エティ— 番組で 「偏食 
すると ADHD になる かもしれ ない」 「A D HD は 少年犯罪の 一因 だと 考えられ ている」 と 
いう 情報を 流し、 A D H D 患者の 支援団体から 猛 抗議を 受けて 後に ホ— ムぺ ー ジに 謝罪 文を 
掲載 させられました。 しかし、 番組 放送 内では 謝罪 も 訂正 もして いません。 

いずれにしても、 ADH D という 非科学的な 概念は 「学校に 適応で きない ことは 悪で あり 
病気 だ」 という 新たな レッテルで しかない のです。 信仰心が 足りない とか、 異端 だと か、 そ 
ういう ことです よ。 「あの 子は 悪魔に 憑かれた」 というのと 同義です。 
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* 脳が 小さ かった アインシュタイン 

アインシュタインもし0に分類されそうな天才です。アインシュタインは言語能力の発達 
が とても 遅く、 3 歳に なっても まだ 言葉を 話せませんでした。 学校で も 友達と 遊ぶ ことが な 
く、 数学 以外の 教科は さっぱりでした。 なので、 先生からは 「本当は できる くせに 数学 以外 
を 全部 さ ぼって いる」 と 嫌われて いました。 

「特定の 教科 だけが 突出して できる」 これは し 0 の特徴ですょね。し0判定の場合、逆に 
「特定の 教科 以外が できない」 と 否定的な 言い方を する のです がね。 どうして、 こんな ネガ 
テ ィブな 解釈を する のでし ょう。 1 科目 だけで も 異常に ょくで きる のなら ば、 その 科目の 学 
力 だけを 伸ばす ことで 将来 その 科目に 関する 専門職に つける はずではないです か。 

結局 アインシュタインは 「数学 だけに 突出した 才能が ある」 という 異能 者、 ある 種の 天才 
だった わけです が、 学校 制度の 中では 「数学 以外に 何もで きない、 平均 的な 能力の ない 不適 
格 者」 として 扱われる しかな かった、 という わけです。 

学校は 「従順で、 協調 的で、 平均 的な 人間」 つまり 労働者を 作る ための 工場な のです。 で 
すから、 マイナスの 方向に 突出して いる 子供 だけでなく、 プラスの 方向に 突出して いる 子供 
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も 排除され るので す。 すなわち、 学校 制度は できない 子を 排除す る だけでなく、 天才の 芽を 
も 摘む 制度で あると もい えます。 実際 アインシュタインは、 良い 大学に 進めませんでした。 
数学 以外の 教科で 得点を 稼げなかった からです。 

しかし、 たかが 大学 入試 レベルの 国語 や 歴史の 点数が、 相対性理論を 構築す る 仕事と 何の 
関わりが あるので しょう か？ 

ここで 興味深い 話が あります。 

現代では 「脳」 イコー ル 「知性」 だと 考えられて います。 実際、 ホモ •サピエンスは 他の 
動物と 比べる とはる かに 脳が 大きい。 特に 大脳が 発達して います。 

ですから、 アインシュタインの 脳は きっと 平均 的な 人間の 脳ょりも 「優れてい る」 のでは 
ないか、 と 当時の 脳 科学者た ちは 考えました。 アインシュタインが 死んだ 後、 科学者た ちは 
彼の 脳を 保存した のです。 そして、 アインシュタインの 脳の 計測が 行われました。 

ところが、アインシュタインの脳は通常の男性の脳ょりも 10 %ほど小さかったのです。し 
かも、 知性に 重要な 関連が あるは ずの 大脳皮質が 薄く、 頭頂 葉に 生まれつき (または、 生後 
すぐの 時期から) 障害が あった というの です (図 4-1)。 

頭頂 葉は、 言語 処理に 関わる 部位 だそう ですから、 アインシュタインが 幼い 頃に なかなか 
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図 4-1 アインシュタインは、 ブロード マンの 脳 地図で いつ 39 の 場所に 障害 

が' あった 


言葉を 覚えなかった の も、 学校で なまけもの 
扱いされ ていたの も、 脳の 障害が 原因だった 
と 思われます。 

エジソン にしても アインシュタイン にして 
も、 学校の 授業に ついていけない LD 児童で 
した。 授業中に ぼ一 っと していた ので、 教師 
に 「なまけもの」 「おちこぼれ」 と 嫌われて 
いたわけ です。 

しかし 正 高 信 男は、 彼らには 並外れた 空想 
癖 •妄想 力が あり、 常に 自分の 精神 世界の 中 
で 集中して 空想を 巡らせて いたた め、 周囲 か 
らはぼ 一つ としてい るょぅ に 観られて いたの 
ではない か、 と 推測し ます。 

中国 あたりでは、 昔から 「大賢は 大愚に 似  3 
たり」 なんてい ぅ 諺が あるく らいで、 AD 


HDや L Dの人間がある種の天才的な気質の持ち主だということを経験的に知っていたよう 
なのです が、 西欧には そういう 発想が な かったんで すね。 あるいは 科学 革命に よって、 元は 
あった かもしれ ないそう いう 発想が 失われて しまったの かもしれ ません。 

* 「おちこぼれ」 からし か 天才は 生まれない 

こういう 「天才の 不 適応」 逸話は、 数え だしたら キリが ありません。 そもそも 天才とは 
「優秀な 人間」 などではなくて、 単に 「標準から 外れた 人間」 「平均から 外れた 人間」 のうち、 
「たまたま」 社会に 貢献して 「運良く」 認められた 人間の ことなの ではない かと 思います。 

進化論を 唱えた チヤー ルズ •ダー ウィンは、 小学校の 校長から 「のら くら」 と 呼ばれる 完 
全な おちこぼれ 生徒で、 父親からは 「お前は ネズ ミを とる ことし かで きない 家族の 恥 だ」 と 
叱られて いたそう です。 

それでも 無理して 大学に 進学し ましたが、 教授が みんな バカに 見えて しまう ので 授業なん 
て とても じ やない けど 受けられません。 授業から 逃げて 何を していた かとい うと、 昆虫を 採 
集して いたそう です。 今なら 「オタク」 と言われる タイプの 人です。 

アイザック •ニユ ー トンは 生真面目な tt 格だった のでき ちんと 大学に 通って いました が、 
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「万有引力の 法則」 をは じめ とする 彼の 大 発見は すべて、 大学 3 年の 頃の 「引きこもり 期」 
に 成し遂げられて います。 

若き 日の ニュー トンは ケンブリッジ大学に 通って いました が、 3 年生の 時に ペストが 大流 
行して 学校が 閉鎖され てし まった のです。 しかたがない ので、 田舍に 舞い戻って 1 年 半 ほど 
引きこもりに なって いたわけ です。 ところが、 この 1 年 半の 引きこもり 期に さまざまな 大発 
見を した ニ ュー トンは それらの 発見を 大学に 持ち帰り、 26 歳で いきなり 教授に なりました。 

歴史を 振り返る と、 突出した 何ら かの 才能を 発揮した 人間 …… いわゆる 「天才」 と 呼ばれ 
る 人間の 多くが、 学習 面 や 社会 適応性に おいて 極端な 欠点 や 弱点を 抱えて いる ことが わかり 
ます。 「天才」 の 多くは 「平均 的」 な 人間では なく、 「能力 偏差が 著しく 偏って いる」 タィプ 
の 人間 だと 考えられます。 

この種の タィプの 人間は、 現代に おいては 幼少 時に 学校 制度の 中で 「おちこぼれ」 とか 

「なんとか 障害 児童」 といぅ レッテルを 貼られ、 長所を 育む 可能性を 潰されて しまぅ わけで 
す 0 

例えば 日本では、 数学が できない 人間は 東京大学には 入れません。 平均 的に 各 教科の 知識 
をまん べんな く 身に つけられない 生徒は、 いくら 一つの 教科に 突出した 才能を 持って いても 
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センター 試験で 足切りされ てし まいます。 これでは 良くない という ことで 大学に 一時 導入 さ 
れた 「一芸 入試」 も、 結局は 根付きませんでした。 

しかし、 今 現在 学校で おちこぼれに なったり、 いじめられたり、 不 登校に なったり してい 
る 子供の 何 割かには、 何ら かの 突出した 才能が あるは ずです。 もちろん、 みんなが みんな ア 
イン シュタイン や エジソンに、 つまり 「天才」 になれ るは ずはありません が (社会的に 認め 
られ るか どうかは、 個人的 資質に くわえて 時代 性 や 運 も 絡みます)、 子供の タイプに よって 
は 学校に 行かない ほうが 人生の 可能性が 広がる ケース も あるので す。 

ちなみに。 

若く して 大学教授 になった 後、 ニュー トンは 残念な ことに オカルトに 走って 錬金術 や 聖書 
の 研究に 没頭す るよう になって しまいました。 アインシュタイン も、 若くて 貧乏で 無名 だっ 
た 時代には 二つの 相対性理論を 書き上げる などして 巨大な 業績を あげました が、 名声を 得た 
後年は 素粒子 物理学者と 論争したり 統一 理論の 構築に 失敗す るな ど、 あまり 華々 しい 成果を 
あげたとは いえません。 エジソン も 晩年は 霊界 通信 機を 作ろうと していました よね。 

どうやら、 天才 型と 呼ばれる 人間が 最高の 能力を 発揮で きる 時期は、 学校な り 社会な りか 
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ら 異端と して 排除され ている 不遇の 時代に 限られて いるよう な 気がします。 一度 社会の レー 
ルから 外れて しまう ことによって、 常識 や ドグマに 捕らわれない 客観的 •俯瞰 的な 広い 視点 
を 持つ ことが 可能になります。 また、 不足 や 不自由 こそが 「このままでは ダメ だ、 何とかし 
なければ」 という 意欲を 産み だすと いう こと も あるで しよう。 

氺ス テイ— ブ •ジョブズの 人生 

アップル 社を 設立して 世界に パ ー ソ ナル コン ピユ— 夕— という 新しい 文化を 広めた ス テイ 
—ブ •ジョブズ もまた、 大学を 半年で 中退して しまった 不 適応 学生でした。 

ジョブズは 一度 アップル 社から 追われた 後、 再び 戻って きて 今度は 携帯 才—デ イオ 機 「.1 
pod」 を 製品 化。 iPod が 新しかった 点は、 パソコンから オンラインで 音楽を ダウン ロ 
—ド 購入し、 その 音楽を ip  od に 入れて 家の外に 持ち出せる という システムに ありました。 

最近では iph  〇  n  e を 発売したり すぐに 値下げしたり あわてて 初期 ユーザ ー にク ーポン 
券を 配ったり と、 またまた 世の中を 騷 がせて いますね。 残念ながら 日本では まだ iph on 
e は 使えそう にありません が . 。 

アップル (パソコン) も iPod も ジョブズの 独創的な アイデアから 生まれた 商品です が、 
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ジョブズの 個性的な 想像力は いったい どこから 生まれて きたので しょう。 

ジョブズは 2005 年 6 月に スタン フォー ド 大学で 卒業 祝賀 スピ ー チを 行いました。 この 
スピ ー チで ジョブズは 自らの 波瀾万丈の 人生に ついて 詳しく 語った のです が、 重要な のは 
つぎの ことです。 

まず、 ジョブズは 学校に 適応で きませんでした。 

大学に 進学した けれども 経済的な 理由を きっかけに ジョブズは 大学に 通う 「意味」 を 見失 
い、 苦悩し ました。 大学に 通っても わずかな 家の 蓄えを 吸い上げられる ばかりで、 大学は 自 
分に 何の 夢 も 与えて くれなかった し、 人生を 生きる ための 手助けに すらなら なかった とジョ 
ブズは 言います。 

そこで ジョブズは、 カリキュラム 教育制度を 自ら 放棄す るた めに 大学を 半年で 中退。 以後 
は、 自分が 興味を 持って いる 授業 だけを 聴講す る 聴講生に なった のです。 

自分が 興味を 持つ 事柄に ついては 異常な 集中力を 発揮す るが、 興味がない 事柄に ついては 
まったく 集中で きない。 すでにみ てきた ょうに、 この種の 「一点 集中 型」 の 生徒は 画一的な 
集団 カリキュラムを 旨と する 現代の 学校 制度には 適応 しづら いのです。 が、 こういう タイプ 


168 


第 4 章 孤独 力、 妄想 力が コンテンツ 立国を 支える 


の 生徒 こそ 実は 精神力を 一点 集中す る 能力の 持ち主な のです。 

つまり ジョブズは、 学問に 対する 興味を 失った わけでは なく、 ただ 学校と いう 制度に 親を 
経済的 苦境に 追い込ん でまで 大金を 支払って 黙って 通い 続ける 意味が あるの かとい う 問題、 
興味 もない 授業を受けて 画一的な 勉強を する 必要が あるの かとい う 疑問に 対して 「そんな 意 
味は ない」 という 結論を 自ら 下したん です ね。 

大学を 捨てた ジョブズは その後、 20 歳で アップル 社を 設立し ます。 大学の カリキュラム 教 
育から 逃れて すぐに、 彼は 「パー ソ ナル コン ピュー タ— を 作って 売る」 という 夢を見つ けた 
のです。 

この 時点では、 世界には パー ソ ナル コン ピュ— 夕— なる ものは 影 も 形 も 存在して いません 
でした。 今で こそ パソコンの ない 生活は 全く 考えられない 世の中に なって いますが、 発端は 
大学を 中退して 実家の ガレー ジに 引き こもって いた ジョブズの 妄想だった のです。 

こうして ジョブズは シリコン バレー の 若き 英雄に なった のです が、 話は ここでは 終わり ま 
せん。 アップル 社が 巨大な 企業に 成長した 結果、 なんと ジョブズは g 分で 作った 会社から 追 
い 出されて しまったの です。 30 歳に して ジョブズは アップル 社を 解雇され、 再び 絶望の 淵に 
沈みました。 
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ところが ジョブズは 、アップル 社を 解雇され たという 痛手を 再び 自らの 想像力を 活性化 さ 
せる ための エネ ルギ ー 源に 転換した のです。 大学を 中退して 追い込まれた 時期に パ— ソ ナル 
コン ピュー ターの 着想を 得た 体験と 同じ パ タ—ン を、 30 歳で もう 一度 やり直す ことにな り ま 
した。 世界最大 手の CG アニメー シ ョン 制作 会社で ある ピ クサ ー は、 アップルを 追い出され 
ていた 時代に ジョブズが 設立した 会社です。 やっぱり、 アニメが 好きだっ たんです ね (笑)。 

ジョブズは 同時 期に もう 一つ NeXT という 企業 も 立ち上げ ますが、 こちらは 後に アップ 
ル 社に 買収され る ことにな り、 ジョブズは アップル 社に 堂々 と 凱旋 復帰した のです。 

というのは 、ジョブズを 追い出した アップル 社は、 経営難に 陥って ジリ 貧に なっち やった 
んで すね。 ジョブズの 想像力を 捨てた アップル 社は、 ただの 中小 パソコン メーカ ー の 一つに 
成り下がってしまったのです。ビル.ゲィツ率いるガ.1 11 己0ガ5マシンとシェアを奪い合 
いました が、 独自 OS を 搭載した アップル 社の 「マッキントッシュ」 に 勝ち目はありません 
でした。 ジョブズが いないので、 会社と して どう すれば いい かまった く 方向 性が 見えな くな 
っていた のです。 こり やもう ダメだ 我々 が 間違って いたと いう ことで、 アップル 社は ジョブ 
ズを 呼び戻した のです。 

戻って きた ジョブズは モニター 体型 パソコン 「iM  a  C」 を 皮切りに、 液晶 搭載 型の 新型 
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iM  a  C、 そして 「iPod」 といった 独創的な アイデアを 次々 と 実現し ました。 

アップル 社は モノを 作る 企業です が、 作る といっても そもそも 最初に アイデアがなければ 
何を 作って いいの かも わからない のです。 「作りたい もの」 「売りたい もの」 がなければ、 何 
もは じ まらない。 

ジョブズは、 一度 アップルを 追い出されて 挫折した 経験に よって、 20 歳の 頃の 自分を 取り 
戻す ことができた、 そして それが 後の さらなる 成功の 原動力と なった、 と 述懐して います。 

アインシュタイン やニュ ー トンな ど、 多くの 天才 型 人間は 一度 社会的に 大きな 成功を 収め 
てし まう と 後は おとなしく 社会に 適応して 創造性を 枯渴 させて いく 傾向が あります 。ジョブ 
ズも アップルを 一度 追い出されて いなければ、 クリエ イター から 「企業家」 に 転身して いた 
かもしれ ません。 

* 「今日が 人生の 最後の 日 だと 思って 生きる」 

アップルの 産み だした パソコンが どれ だけ 世界を 変革した かにつ いては もはや 言う まで も 
ありま せんが、 ip  od もまた 大きな 発明です。 ip  od は 音楽の ダゥン ロ ー ド 販売と いう 
従来は ビジネスに ならない と言われ ていた 市場を 開拓し、 成功した のです。 
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音楽 市場は、 パソコンの 発展に よって 「音楽 デー タを インタ— ネットで バラ まかれる」 と 
いう 危機に 陥りました。 はたして それが 本当に 危機な のか どうかは さておき、 音楽 業界 側は 
パソコンと インター ネットを 「CD の 売り上げ 減の 元凶 だ」 と 考えて 敵視した わけです。 そ 
の 結果、 パソコンで 再生で きない CD  (のよう な もの) が 次々 と 発売され、 すでに パソコン 
なしでは 音楽を 聴く ことができ なくなっ ていた 多くの 音楽 ユー ザ— に 敬遠され、 さらに 売り 
上げを 落とす という 悪循環に 陥りました。 

ジョブズは、 発想が まったく 逆だった のです。 

今まで 通りに CD を 売る ために パソコンと 音楽を 切り離そうと いうので はなく、 C D をす 
っ 飛ばして ネットから 個人の パソコンに 直接 有料 音楽 ファイルを デー タ として 売って しまえ 
ばいいで はない か、 と 考えた のです。 

街の CD ショップまでで かけなくても、 自宅の パソコンで マウスを クリック する だけで 欲 
しい 音楽が 手に入る。 

これが、 世界史の 中で いかに 革命的な ことだった か。 

「在庫」 と 「顧客」 の 間に 挟まって いる 「流通」 を 省いた のです。 

こういう システムは 音楽 ファンなら 誰もが 一度は 妄想した でしよう が (僕 も 妄想して いま 
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した)、 みんな 「実現で きる わけがない」 と 思って いました。 著作権 保護に うるさい 音楽 業 
界が 、パソコンで 音楽 ファイルを ダウン ロー ドす る ビジネスモデル なんかに 乗る わけがない、 
と 0 

しかし ジョブズは 自分で 音楽 業界の 四方八方を 説得して まわり、 妄想に すぎない と 思われ 
ていた ip  od システムを 現実化して しまった のです。 

このような 常識 破りの ジョブズの 発想 力は、 どこから 出て くる かとい いますと、 本人の ス 
ピー チに よれば、 

「ssy  hungry ,  stay  f  oolishj  (ハン グリー であれ、 馬鹿で あれ) 

という 座右の銘を 若い 頃から 自らの 指針と してきた ためだそう です。 

「馬鹿で あれ」 という フ レー ズ は、 あの アントニオ猪木 も 連発して いた フ レー ズ です が、 実 
は ジョブズ もまった く 同じなん です ね。 既存の 社会 常識の 枠から 外れる ことで、 精神の 自由 
と 客観的な 視点を 手に入れられる。 そこから 独創的な アイデアが 産み だされる のです。 

また、 もう 一つ ジョブズには、 

「今日が 人生の 最後の 日 だと 思って 生きる」 

という モット ー が あるそう です。 
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さまざまな しがら みや 苦悩 や 恐怖は、 最後には 死によ って 必ず 終わる。 その 「事実」 を、 
普通の 人間は 認識した がりません。 死から 目を 逸らす のです。 その 囚われが ドグマと なって、 
人の 精神を 縛る。 なので ジョブズは 「今日で 僕は 死ぬ が、 それでは 今日 やる 予定の 事柄を 自 
分は 本当に やりたい と 思って いるの だろう か」 と 毎朝 鏡に 向かって 自問自答す るそう です。 

毎日 毎朝、 鏡との 対話を 通して 「死」 に 直面 するとい う 形で、 一度 外界から 自分の 精神を 
切り離して リセット している わけです。 

ハン グリ— である こと、 死を 覚悟す る こと、 そのような 態度を 僕は 「喪の 精神 (喪失の 精 
神 ごと 呼んで います。 自らの 精神に このような 負荷を かける ことで、 自己の 内面から 想像 
力 や 創造性が 湧き上がって くるわけ です。 ジョブズは、 大学を 中退して パー ソ ナル コン ピユ 
—ター という 妄想 = 夢を 発見した 若い 頃の 経験を、 このよう にして 定式化して 活かして いる 
のです。 

まあ、 アントニオ猪木と 同様、 ジョブズ もい つまた アップル 社を 追われる かわからない 人 
なんです けどね。 何しろ、 常人とは かなり 違った 感性の 持ち主な のです から。 

* 孤独'  挫折が エネ ル ギ—に 
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1 章で 少し 「出家」 について 触れました が、 人間には 本来、 孤独な 時期、 内省 的に 暮らす 
時期が 必要な のではないでしょう か。 

もちろん、 「誰もが 一生涯 孤独に 暮らすべき だ」 という わけではありません。 しかし、 特 
に 若い 時期に 内省 的な 時間を 持つ という ことは、 精神の 形成 や 知性の 向上な どに とって 必要 
なは ずです。 

筋肉 や 運動神経は、 それなりの フィジカル トレー ニン グを 行わなければ 発達し ません。 そ 
れと 同じで、 精神 や 知性と いった もの も、 つきつめて 考えれば 脳神経 系を トレ ーニ ング しな 
ければ 発達 しないは ずです。 運動し なければ 筋肉が 衰える のと 同じで、 頭を 使わなければ 精 
神が 衰える のです。 

最近、 任天堂の 携帯 ゲ—ム 機 「DS」 では 「脳を 鍛える」 という 主旨の 脳 トレー ニン グソ 
フトが 流行して います。 現代 日本は、 従来の 肉体 健康 ブ ー ムの みならず、 一種の 「脳の 健康 
ブ ーム」 「精神の 健康 ブー ム」 の 時代 だと 言えます。 

もちろん 精神は 大人に なってから でも 鍛える ことで 強化 •発達 させられ ますが、 運動と 同 
じで 成長期の うちに 徹底的に 鍛えて 基礎を 作って おけば 後々 になって それが 生きて きます。 
そもそも、 学校 や 教育には、 吸収 性が 高い 若年のう ちに 知性の 基礎 トレ ーー ーング を 積ませる 
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という 目的 も あったは ずです。 

しかし 現在の 学校は、 カリキュラム 主義 •受験戦争 主義の ために、 生徒の 知性を 鍛える よ 
り もまず 定められた カリキュラムを 消化して 競争に 勝ち抜ける 資本主義 社会 型の 労働者を 作 
り だす ことに 特化して います。 

その 結果、 学校は ごく 一部の ものに とっては 受験 勉強の ための 闘技場と なり、 それ 以外の 
子供に とっては 確固たる 将来が 見えて こない 刹那的な レジ ャー ランドと 化して しまった わけ 
です。 

このような 状態では、 いくら 口先 だけで 「ゆとり 教育」 を 唱えて みても、 ただ 生徒の 学力 
が 落ちる だけ。 学校 本来の 機能を 回復させる のは 困難で しよう。 

本来、 学校とは 精神を 鍛える ための 修練の 場であった はずです。 

70 年代 以降、 筑波 大学 (旧 •東京 教育 大学) をは じめ、 多くの 大学が 都心から 離れて いき 
ました。 これには もちろん 都心での 土地 価格の 高騰と いう 経済的 理由 も あるので すが、 大学 
生を 田舍に 隔離して 都会の レジ ャー ランド 暮らしから 引き離した いという 大学 当局の 教育者 
としての 本能 も 理由と して あげられる でしよう。 

大学は、 今で こそ レジ ャー ランドと 化して いますが、 元々 は 修道院の 延長 線 上に あるよう 
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な 「出家の 場」 だった わけです から。 

勉強 や 人間的 成長と 「孤独」 とは、 相反す る もの どころ か、 切っても 切り離せない 深い 関 
係に あると 思います。 

「孤独」 は、 人間に とって もっとも 耐えが たい 苦痛の 一つです。 

人間は そもそも、 独りで 生きて いける ょうな 生物では ない のです。 群れを 形成して 生きて 
いく 社会的 生物な のです。 だから こそ 言語が 高度に 発達して いる わけです。 

しかし、 筋肉 トレー ニン グの 基本が 「筋肉を わざと 破壊して、 超 回復させる」 という 逆説 
的な 方法論で あるのと 同じょうに、 精神の トレー ニン グに おいても 「精神を わざと 孤独 や 苦 
境に 追い込んで、 超 回復させる」 という 方法論が 有効な のです。 

他者と 切り離された 孤独は、 人間の 想像力を 発達させます。 想像力とは、 まあ 妄想 力と 呼 
ん でもい いのです が、 つまりは 目の前の 現実とは 異なる 「世界」 を 脳 内に 産出す る 能力です。 
常に 他人との 関係 性の 中 だけで 生きて いると、 なかなか 想像力は 発達し ません。 他人から 距 
離を 取って 一時的な 「出家」 状態に 精神を 追い込む ことで、 想像力は 発達す るので す。 創造 
性と か アイデアと いった ものは、 つまるところ 「世の 常識に 囚われて いない、 新しい 発想」 
であるから です。 
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そのような 発想を 得る には、 想像力を 養う 訓練が 必要です。 想像力を 養うた めには、 外界 
との 接触を 一時的に 断つ のが 一番 効率的な のです。 

(もちろん、 他人との 対話の 中から 新たな 発想が 生まれる という 現場を 僕たちは 経験 上よ く 
知っている わけです が、 ここで 語って いる ことは 想像力の 「基礎 力」 を 養う 段階の お 話です。 
他人との 対話から 新たな アイデアを 生み だすには、 お 互いが お 互いの べース となる アイデア 
の 種を あらかじめ 持って いなければ なりません。 お 互いに 「ゆうべの ドラマ、 面白かった 
ね」 と あたりさわりのない ことを 言い合っ ている だけでは、 新たな アイデアは 生まれな いの 
です) 

映画 『キャ スト •アゥ ェイ』 (2  0  0  0) では、 無人島に 漂流した トム •ハンクスが 孤独 
に 耐える ため バレー ボ— ルに 顔を 描いて、 「友達」 として 語り合います。 現実 世界に おける 
「不足」 「欠如」 が、 想像力を 発達 させた のです。 

人間は 一人では 生きられない 動物です から、 常に 「孤独」 イコ ール 「悪」 という 強迫観念 
に 取り 憑かれて います。 

しかし、 「孤独」 には 「精神を 発達させる」 という 効用 も あるので はないで しよう か。 

若き 日の エジソン や アインシュタイン など、 歴史に 天才 •異才と して 名を 残して いる 人の 
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多くが、 現代の 学校で あれば LD だの ADHD だのと いった 「病名」 を 与えられる タイプの 
子供であった ことは すでに 書きました が、 彼らは 実は 周囲に 大勢の 人間が いよう がいまいが 
自分の 想像力の 世界に 集中す る ことができる タイプだった のです。 どちら かとい うと、 彼ら 
の ほう だって 周囲の 子供たち や 教師が 邪魔だった に 違いありません。 深い 思索、 閃く よう 
な 直観は、 孤独な 時間に こそ 降って くる ものな のです。 

全ての 子供を 一律に 学校の 教室へ 押し込める 現代の 学校 制度は、 子供の 想像力の 発育を 阻 
害して いるよう な 気がして なりません。 なにしろ、 授業中は 自由に 空想す る ことが 許されな 
いのです。 「ホー ツ としてい る」 と 教師に 注意され て、 「何とか 障害」 という レツ テルを 貼ら 
れ かねません。 

氺 大人に なって からの 引きこもり 

前述の ジョブズの 人生は、 三度の 大きな 「不 適応 時期」 に 見舞われて います。 このうち、 
三度 目は 社会的な 不 適応の 苦難では なく、 病気 (ガン) です が、 一度 目は 大学を 3 力 月で 中 
退した 時で、 二度目は 自ら 設立した アップル 社を 解雇され た 時です ね。 

普通の 人間なら、 アップル 社を 解雇され たという 挫折に よって 一生 立ち直れ なくなって し 
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まう のでは ないか …… と 思わされ ますが、 そうでは ない のです。 むしろ、 その 苦悩を 新たな 
原動力と して、 年を取っ てからで もさら なる 想像力と 意欲を 取り戻す ことが 人間の 脳には 可 
能な のです。 

僕は 10 代の 時に 高校に 行か なくなって、 半年 ほど 今で いうと ころの 「引きこもり」 を 経験 
しました。 で、 その 時に、 周囲の 大人から 「若い うちに 一度こう いう 挫折を 経験して おくと、 
後々 大きな 挫折がない から、 かえって 良かった」 なんて 言われたり もした のです が、 これは 
ただの 気休めと いいます か 大嘘です。 

学校を 中退した からと いって、 その後の 人生で 二度と 同じょうな 苦境が やって こない とい 
うことは ありません。 

むしろ、 大人に なって からの ほうが、 決定的な 苦難に 直面す る 危機が 多くなります。 子供 
時代は まだ 親が 住居を 提供して くれたり 食費を 出して くれたり します が、 大人になる とそう 
もい かなく なって いきます。 学校での いじめは、 学校を やめたり 移ったり すれば たいてい 解 
決します。 しかし 社会 •職場での いじめは、 生活費を 稼がなければ いけない という 前提が あ 
る 分、 ょり 厳しい のです。 

気の 弱い 社員を ねちねちと いじめ 続ける 社長。 
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妬み ややっ かみの 心から、 仕事の 足を 引っ張る 同僚。 

「賃金の 不払い」 や 「仕事の 停止」 を 盾に、 自分に へつらわない 社員 や アルバイトを シメる 
プチ 権力者。 

社会には、 そんな 事例が ゴロ ゴロして います。 

なので、 学校で いじめられる タイプの 人は、 受験 勉強を 独習した ほうが 効率が よいだ けで 
なく、 仕事に ついても 他人 や 組織と あまり 接触し ないで 済ませられる 職種の ほうが 向いて い 
るか もしれ ません。 

学者 •研究者は もちろん、 作家 や ライター、 プログラマー といった キー ボード 仕事は、 そ 
のよう な 性格の 人には 最適で しよう。 

なにしろ 学習 障害 系に 分類され る 性格の 人は、 自分が 興味を 持たない 事柄に ついては まっ 
たく 注意力 散漫な のです が、 いざ 自分が 興味を 持って いる ことにの めりこむ と 時間が 経つ の 
も 忘れて 黙々 と 一つの 作業に 集中す る ことができます。 

現代の 学校 制度が 生産して いる タイプの サ ラリー マン 型 人間には、 さまざまな 状況に 的確 
に 応じられる 臨機応変 さと オール ラゥンド 性、 そして 円滑な 人間関係を 構築す る 能力を 求め 
られ ている のです が、 学校が 嫌う タイプの 人間 …… 一つの 状況に のみ 集中し 続ける 頑固 さ、 
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一点 突破 型の 知識 や 技能、 人間関係よりも 自分の 仕事に こだわりを 持つ タイプの 人は、 ad 
H D だの LD だのと 言われて いますが、 つまりは ある 一つの 能力に 特化した タイプの 人間な 
のです。 

ある 能力 だけが 極端に 発達して いるから、 他の 能力 (例えば 運動と か、 語学と か、 数学と 
か) が おざなり になって いる だけで、 学校では 受け入れられ なくと も 現実の 社会には そのよ 
うな 職人 タイプを 求める 市場が たくさん ある わけです。 

たとえば、 じっと 机の 前に 座って 文字 や 絵を 描き 続けなければ ならない 物 書き、 マン ガ家 
や、 同じく じっと 机の 前に 座って キ ーボー ドを 叩き 続ける プログラマー 系、 研究室に 籠もら 
なければ ならない 学者、 あるいは 辛くて なかなか 続けられない ベルト コン ベア 方式 系の 単純 
労働 作業を 得意と する 人 もい るで しよう。 

10 代での 引きこもりは リ カバー 可能 だが、 20 代 30 代での 引きこもりは リ カバー できない、 
と 考える 人 も 多い と 思います。 しかし、 ジョブズの 例を 見ても わかる ように、 一見 引き こも 
ってい る だけに 見える 人 も 実は 「精神の 回復」 をは かって 休憩し、 傷ついた 精神を 再び 強力 
に 再生し ようとして いる 過程の 途中な のか もしれ ません。 
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* 丘の 上の 愚者 

学校に 行かなければ 不 登校、 働かなければ ニー トと レッテルを 貼って 「社会 不安 要員」 に 
カ テ ゴラ ィズ してし まう 風潮は、 現代の 資本主義 社会が とにかく 目の前の 生産性 効率に のみ 
気を 奪われて いて、 長い スパンで 人物 や ものごとを 観る ことができ なくなって いるの が 原因 
ではない でしよう か。 

最近の 日本では、 「太公望は 若者だった」 という 新 解釈 設定を 施した 小説が 流行って いま 
すが、 これは うがった 見方を すれば 「 80 歳の ニー ト 老人 •太公望が 中国 史上 最高峰の 大 軍師 
だった」 という 昔の 中国の 価値観が、 現代の 資本主義 社会的な 価値観には そぐ わない からな 

のでし よう。 

しかし 太公望は 中国で 最初に 「兵法」 という 技術 体系を 考案した 人です。 彼の 「兵法」 と 
いう 概念は やはり 長年に わたる 隠遁 生活の 中で 産み だされた 独自の アィデアだった のでは な 
いかと 思う のです。 

まあ さすがに 「太公望は 80 歳まで 二— 卜暮 らしだった」 という 逸話は オー パー だと 思い ま 
すが、 一見す ると 世間から 外れて いる 「丘の 上の 愚者」 が 実は 賢者だった という 逸話は、 中 
国の みならず 世界 各地で 語り継がれて いますよ ね。 昔の 人は、 その 種の アゥト サィダ ー が 独 
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自の 視点 や 思想 体系を 持って いる ことを 薄々 感じて おり、 畏怖と 尊敬の 心を 持って いたわけ 
です。 

ブッ ダは 世を 捨てた 出家 者です し、 ィエス もそう です よね。 

それが、 今では 「一一— 卜」 「引きこもり」 「不 登校」 ですから、 実に 味気ない。 

もちろん、 「本当にた だ 怠けて いる 人」 だって 中にはい るで しようが (筆者の 場合は ただ 
怠けて いただけの ような 気がし ますが、 それでも 引きこもり 期に 得た 「偏った」 知識 や 着 
想が、 後々 の 仕事の 役に立った 気がします)、 全てを いっしよ くた にして 「怠け者」 あるい 
は 「心の 病」 として 処理して しまう のは 社会の ために も 良くない ことでは ないで しよう か。 

* 学校に 行かない ほうが 勉強が はかどる タィプ 

太公望 や ジョブズでは 話の スケー ルが 大きす ぎて 我々 には 関係な さそう だと 思われる かも 
しれません。 

天才 偉人の ケ—ス は、 僕たち 一般の 人間の 人生とは まったく 関わりが なく、 単に 彼らが 特 
殊な 人間だった の だ、 という 考え方 も あるか もしれ ません。 やっぱり、 普通の 凡人は 真面目 
に 学校に 通わなければ ならない、 それ 以外に 救いは ない の だ、 と。 
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なので、 ここから はもう 少し 身の 丈に 合った スケー ルの 話に 戻り ましよう。 

この 項目では 僕 自身の 経験談が 例と して 出て きます。 これは 「一般人の ケ ー ス」 の 例と し 
てち ようど 身の 丈に 合って いるの が 僕 だからでして、 決して 自分を 太公望に なぞらえ ている 
わけでは ない ので、 そこ だけは ご 理解く ださい (汗)。 

さて、 「学校に 行かない ほうが 学歴が 高くなる」 「学校に 行かない ほうが 能力が 伸びる」 夕 
イプの 若者と いう 層は、 一定 数です が 確実に 存在し ます。 

もちろん、 彼ら 全員が 世間で いうと ころの いわゆる 天才 だとい うわけ ではありません。 か 
ならず しも 所得が 平均より 多くなる という わけで もない。 その あたりは 個人に よって 当然 ま 
ちまち です。 しかし、 彼らは 総 じて 「学校へ 行かない ほうがより 自己 実現 的な 人生に 近づけ 
る タイプ」 の 人間な のです。 

それに、 実は 「不 登校」 は イコ ール 「学歴社会からの ドロップアゥト」 という わけでは あ 
りません。 高認 さえ パス すれば、 中卒で も 大学に 進学で きます。 なので、 人に よっては 戦略 
的に 高校を スルー して 自宅 学習から 大学へ 進む という コ—ス を 考えた ほうが 「効率」 が 良い 
こと もあります (もちろん、 逆の 場合 も 多々 あります が)。 

学校に 行かない ほうが 受験 勉強し やすい タイプの 生徒とは、 どんな 生徒 かと 言います と、 


185 


これは 主に 僕 自身を モデル ケ—ス として 考えて いるので すが、 

•学校に 行く とい じめ られる 
•学校に 行く と 精神衛生が 悪化す る 

•学校に 行く とへ 卜へ卜 に 疲れ切って しまい、 家で 勉強で きなくなる 
•お 仕着せ の 授業は おとなしく 聞いて いられな いが、 自分の やりたい ことなら いくらでも 
集中して できる 

•学校に 行く と 異性が 気になって、 勉強 どころ ではなくなる 
•朝早く 起きて 学校へ 行く という ル— チン 作業 じたいが 苦痛で 仕方がない 
•粗暴な 教師 •陰湿な 教師と つきあう のが 苦痛で 仕方がない 
•学校に 行く 以外の ことで、 とにかく 一心不乱に やりたい ことがある 

このような タイプの 生徒で しよう か。 

A D H D や L D の 診断 基準と 一部 (だいぶ？) 被って いるよう な 気がし ますね。 僕が 学校 
に 通って いた 頃は まだそう いう 概念が 存在し ませんで したから、 単に 「問題児」 とか 「おち 
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こぼれ」 と 呼ばれて いました が。 

こういう 生徒は、 学校 そのものが 過大な ストレス になって 本来 あるは ずの 能力が 伸びない 
タィプな のです。 

僕 個人の 経験で 言えば、 高校に 通って いた 時には 偏差値が 40 くらいだった のが、 高校を 中 
退す るに 至った 数 力 月の 「引きこもり」 期の あと、 1 年間の 自宅 学習で 偏差値が 70 くらいに 
上がりました。 

もちろん 「学校に 行かない ほうが 良い 大学に 行ける」 と 気づいた から 自らの 意志で 戦略 的 
に不 登校 •中退の コース を 選んだ わけ じ やなくて、 単に 心の底から 学校に 行きたくないので 
行かなかった だけで、 気がついたら 結果 的に そうな っていた という ことです。 

* あ のま ま 学校に 行っ ていたら …… 

地元 関西の 高校を 中退す る 時、 当時の 担任に 「君は 頑張れば 立命 館 大学に 入れる かもしれ 
ない のに 中退す るのは 惜しい」 なんて 言われ ましたが、 僕に してみ たら 自分は 学校なん てィ 
ヤな 場所に さえ 行かなければ もっと 高い 点数が 取れる はず だと 信じて いたので 「その 程度の 
生徒 だと 思われて いたの か」 と 失望し ました (立命 館の 人、 すいません)。 それで、 断固と 
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して 中退す る ことを 決意し ました (言うまでもなく、 その後が 大変で したが …… )。 

結局 担任 教師の 言葉を 無視して 中退した 僕は 17 歳で 当時の 大検 (今の 高認) に 合格し、 18 
歳で 早稲 田 大学の 一文 (もうありません けどね。 学校なん てし よせん そんな もんです) に 合 
格した のでした。 

もし 高校に 通って いたら 現役 合格と いう 計算になります が、 断言しても いいです が もし あ 
のま ま 高校に 通い 続けて いたら 早稲 田 どころ か 大学 進学 そのものが 不可能でした。 たぶん ス 
トレスの あまり 自殺す るか、 一本 切れて 学校で 暴れる かどっ ちかだった でしよう。 

もっとも 日本の 場合、 アメリカの ような 銃 社会ではありません から 暴れた くても 暴れられ 
ない。 結局は 前者 …… つまり 自殺の 道を 選んだ でしよう ね。 実際、 不 登校 •引きこもり にな 
る 前後には 「もう ダメ だ、 死ぬ、 死ぬ」 と 呻いて ばかりい ました。 

まあ、 その後 また 大学で 不 適応を 起こして 途中で 人間 科学 部 人間 基礎科学 科と いうと ころ 
に 移って 卒業に 6 年 も かかって しまったり、 大学院の 内部 面接で 「この 学部は 理念は 美しい 
が、 入って みたら まったく 内容がない。 わざわざ 転 部して きたのに 欺され た 気分 だ。 まじめ 
にやる つもりが あるの か」 と 教授たち に 説教して しまって 大学院の 内定を 取り消され たりし 
た (うそ かま ことか、 早稲 田 大学の 長い 歴史の 中で、 大学院の 内部 面接で 内定を 取り消され 
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た 学生は 僕 一人し かいない そうです) のです が、 それは また 別の 話です。 

ちなみに 人間 基礎科学 科 も 僕が 批判して いたと おりのと ころだった ので、 その後す ぐに 潰 
れ ました (笑)。 いや 未だに 当時 借りた 奨学金 やら 借金 やらの 返済に 苦しんで いる 僕と して 
は、 笑って る 場合 じ やないで すね。 

ことほ ど さょうに 学校に 適応で きない 僕です が、 逆に 考えれば、 僕 ほど 学校が 苦手な 人間 
でも (実は 僕は 幼稚園 時代から 不 登校でした。 とにかく 人間が たくさん いる 場所に 混じって 
いる ことが 耐えられない のです)、 大学なら ばなん とか 卒業で きる らしいです。 

もっとも、 「人が たくさん いる 場所に 混じって じっと してる ことができない」 わけです か 
ら 、当然ながら サ ラリー マン 勤め も 無理でした。 職場の 机に 座って いる だけで、 気分が 悪く 
なります。 で、 だからし かたなく いつの 間に か 物 書きに なって しまった わけで (いろいろな 
職を 転々 としまし たが、 他に 何 ひとつ 満足に できる 仕事が なかっ たんです)、 こうなる とわ 
ざ わざ 奨学金を 借りて まで 大学に 行った 意味って あるの かな あと 疑問を 感じない では ありま 
せん。 

今では、 本当は 僕は ジョブズ のょうに さっさと 大学を 中退して 自分の 「夢」 を 見つける ベ 
きだった のでは ないか、 自分は せっかく 高校を 中退して アゥト サィダ ー ( 単独 者) としての 
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独自の 視点を 獲得で きたのに、 大学に 入る ことで 再び 資本主義 社会の レ— ルの 上に 戻って し 
まった のでは ないか、 大学 時代は 完全な 無駄だった のでは ないかと むしろ 反省して いる くら 
いです。 

というの も、 今の 僕の 仕事を 支えて いる 知識 や 視点は すべて、 高校に 行かなかった 「引き 
こもり 時代」 に 培った もの ばかり だからです。 大学では 恩師 や 友達が 何人 かで きたと いう 
ことは ありまし たが、 どういう わけ か 人間関係 以外の ことは ほとんど 何も 学べませんでした。 

ただ、 世の 人々 は 学歴 信仰に 染まっ ています から、 「高校 中退 H バカ」 とか 「大卒 H 偉い」 
とか、 そういう 本当につ まらない 価値観で 人間を 平気で 判断す る じ やないで すか。 いくら 僕 
が 部屋に 籠もって 哲学書を 読み あさっていても、 そんな ことは 関係ない わけです ょ。 肩書き、 
学歴で 差別され る。 だから、 仕事を 求めて いるう ちに 結局 「大学卒の 肩書きを 持って おいた 
ほうが 結果 的には いいの かな」 と 気づいて 大学に 入っ ち やった わけです ね。 

実際、 高校を ただ 中退した くらいの ことで、 周囲からは 「お前は バカ だ」 「おちこぼれ だ」 
「もう 人生 終わり だ」 と総ス カンを 食らって 友達が いなくな ったり 親戚 一同から 見放された 
りと 大変で したが、 東京の ちょっ と 有名な 大学に 受かる と 今度は 掌を 返して くるわけ です 
上。 
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もちろん、 僕が 大学で 何を 学ぼうと している のかと か、 そんな ことは 何も 知らないし 知る 
つもり もない わけです。 ただ 大学 名に 恐れ入る わけです。 僕は 何を していょ うが 僕であって 
何も 変わって いないのに、 学歴社会に 乗る かそれ るか だけで、 180 度 評価が 変わる。 

本当に バカバカしい ことです。 怒る の も 調子に乗 るの も、 空しい ことです。 

同じ 思いは、 最初に 就職した 会社を やめた 時に も 味わいました。 会社を 退社して フ リ—夕 
— になった 時点で、 またまた 親戚 家族 一同が 掌 返し。 なので、 僕が いつの 間に か 作家に なっ 
ている ことは 地元の 人間には いっさい 教えて いません。 

* 引きこもり 期の ノ I 卜が 本に 

加 年に 僕が 講談社から 上梓した、 笑える (？) けど 真面目な 哲学 入門 書 『喪 男 (モダン) 
の 哲学 史』 は、 実は 僕が 高校に 行かずに 自宅で 自習して いた 時に 自分 専用の 教科書と して 自 
作した 「マン ガ 倫理 入門」 という ノート が 元ネタ なのです。 

これは、 「モテなかったり 貧乏 だったり 仕事がなかった りして 苦しんだ 男が 哲学を 生み出 
してきた」 という テー マの 哲学 史 解説書でした。 僕は 20 年 以上 も 前に、 こんな ヘンな 視点で 
哲学を 語って いたのです (当時は 独り言でした が)。 そもそも 哲学なん て 高校 じ や 教えて く 
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れ ないです からね。 高校に 行かなかった ので 時間が 余って、 そんな ヘンな (でも 本当に 興味 
が ある) 知識を 吸収して いたわけ です。 しかし、 20 年の 間によ けいな 知恵を つけて しまった 
せいで、 本の 内容が オリジナルの ノ ー トより もつ まら なくなっ たような 気 もします。 

ともかく 学校に 行かなければ、 1 日 24 時間を 自分の ために 使えます から、 アルバイト や 何 
やらの 時間を さしひいても かなりの 自由時間が 得られます よね。 

僕の 場合、 1 年間に わたって、 1 日 6 〜 7 時間 ほど 部屋に 閉じこもって 自習を してい まし 
た。 受験 先は 早稲 田の 文系な ので、 英語 •国語の 2 教科 だけ やれば いい。 あとは 小論 文。 当 
時は センタ— 試験なん ていう 酷い 制度はなかった。 

で、 英語の 教科書 なんて 講談社 文庫の 『ビー トル ズで 英語を 覚えよう』 とか そんなん です 
よ。 当時の 僕は なぜか ビ— トル ズに 夢中だった ので、 勉強中は ずっと 「アビ！  ロー ド」 の 
テ— プをエ ン ドレスで 流し っぱなしでした 。ジョン •レノンが 書いて いる 歌詞で あれば、 興 
味が あるので なんでも 覚えて しまう わけです よ。 今と なって は 英語が 勉強したかった のか ビ 
— トル ズを 歌いたかった のか 判然とし ません が、 こういう 感じで 好きな こと だけ やって いれ 
ば いくらでも 学力が 伸びた わけです 。「ハッ ピ ネス •イズ •ア •ヮ ー ム ガン」 とか、 全然 受 
験に 役立たない 英文 もたく さん 覚えました が。 
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小論 文に 関しては、 夜中に 趣味で 評論 や 小説を 書いて いるう ちに 勝手に 上達し ました。 そ 
ういえば 倫理の マン ガ 教科書を 作った の もた だの 趣味です。 

実は 僕は 子供の 頃から マン ガを 描く のは 好きだった のです が 文章を 書く のが 極端に 苦手で、 
中学 時代までは 読書 感想文 すら 満足に 提出で きない 生徒でした 。『坊っちゃん』 の 読書 感想 
文なん て、 何も 思いつかな いので 小説 本の 解説を 適当に 写したり して、 実に 酷い 生徒でした。 
作文 能力に 問題 あり、 と 判定され そうな 子供だった のです。 

ところが、 引きこもり 期に、 まず やる ことが ないから 本を 大量に 乱読す る ことにな り まし 
た。 やがては 本を 買う お 小遣い も 貰え なくなった ので、 しかたなく 自分で ノート に 文章を 書 
くょうになります。 世から 逸れて 学校に 行かない 日々 の 暮らしに 鬱 々としてい ますから、 感 
情が 高ぶって いて いくらでも 筆が 走ります。 不満を ペンに ぶつけて 昇華した わけです。 いろ 
んな 本を 乱読して いますから、 自然と 文章 力 もつ いています。 そうしてい るう ちに、 ほんの 
数 力 月で いくらでも 文章が 書ける ょうになって いました。 目的が あった わけでは なく、 ただ 
他に やれる ことが 何もなかった のです。 

気がつく と、 いつの 間に か 文章 能力が 養われて いて、 後は 英語 だけで きれば 大学に 進学で 
きそう だ、 という ことが わかりました。 なので、 大学に 行く ことにした わけです。 
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* 自我の 崩壊 

今から 振り返る と、 なぜ 僕が あの 時期に 必死になって 哲学 や 現代 思想、 精神分析 などに 没 
頭した のかと いえば、 やはり 学歴社会の レー ルから 外れて 精神が 不安定に なって いたからで 
しようね。 

たとえば キリスト教徒に 生まれた 若者が 無神論者に 転向したら、 やっぱり 不安になる わけ 
です よ。 周囲からは 「この サタンめ、 異端者め」 と 攻撃され ますし ね。 それ も 親と か 友達と 
か、 親しかった 人々 から 罵られる わけです から、 これは こたえ ますよ。 以後 も、 家族 親戚と 
はなん とも 荒んだ 関係の ままです。 

そういう わけで、 僕は 不 登校と いう だけで 家族から 精神障害 者 扱いを 受けまして、 部屋に 
隔離され て 半ば 軟禁され ると いう 状態に。 「家の 恥」 として、 世間から 半ば 隠された わけで 

^90 

このような 形で 周囲から 隔絶して 引きこもりに なると、 自我が 崩壊す る わけです。 自我な 
んて ものは、 結局は 社会 や 他人との 関係 性の なかで かろうじて 成立して いる 脆弱な もので 
すから、 他者が いないと 自我 もない。 そこで、 神への 信仰を 見失った 近代 人が 必死で 新しい 
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世界観を 構築し ようとして あがいた のと 同じように、 僕 もい ろい ろな 書物を あさって 新しい 
自我を 構築し なければ ならなかった のです。 

たとえば 近代 哲学の 祖 デカルトは、 神に かわって 「自我」 H 「自分」 を 世界観の 中心に 据 
える ことによって 近代の 扉を 開いた わけです。 

で、 調べれば 調べる ほど、 思想 や 哲学と いう ものは、 (理由は ことなれ ど) 僕と 同じよう 
に 自我の 崩壊に 直面して 苦しんで いる 人間が 考え出さ ざるを 得なかった 妄想、 自分の 世界を 
崩壊 させない ために 作り だしていた 物語の 体系な のでは ないか、 という ことに 気づいた わけ 
です。 そのような 危機に 陥って いない 人間には、 そもそも 新しい 世界観な ど 不必要です。 

それぞれの 時代で、 その 時代の 人々 が 信じる 世界観に 染まれなかった 人間が、 新しい 世界 
観を 作る。 その 世界観が、 時には たまたま 次の 世界を 動かす 力になる。 それが 哲学 思想の 歴 
史 であり、 人類 そのものの 歴史な のでは ないか …… とずい ぶん 大袈裟な ことに 気づいた わけ 
です ね。 

プラトンは 師 ソクラテスが 死刑に なった 苦しみから イデア 論を 創り あげました し、 パウロ 
は師 イエスが 十字架に かかった ショックから 再生の 宗教 •キリスト教を 創り あげました。 デ 
カルトは 世界の すべてを 疑って 「自我」 に迪り 着きました し、 フロイトは 近代 人の 偽善と 盲 


目的な 破滅への 意志に 絶望して 自我 理論を 構築した わけです。 

とま あ、 そういう やたらと スケー ルが でかい 歴史的な 視点を むりやり 獲得す る ことによ っ 
て、 僕は 「高校を 中退して 家族から 精神異常者 扱いされ て 部屋に 軟禁 状態、 引きこもり にな 
ってし まった 自分」 という 絶望的な 状況を 少しで も 相対 化しようと していた のか もしれ ませ 
ん。 

だが まあ、 現実 逃避が 目的だった としても、 結果 的には いかにも アゥト サイダー 経験者ら 
しい、 やたらと 広い 視野を 獲得で きたので はない かと 思います。 

最終的には ショ— ペン ハゥ ア—の 「読書とは、 他人に ものを 考えても らう ことで ある」 と 
いう アフォ リズムに 出会って、 その 種の 乱読は やめて しまったので すが、 僕の 発想の しかた 
とか 視点の 持ち 方と かは、 すべて この 数 力 月の 引きこもりの 時代に 獲得され たもの だと 思い 
ます。 つまり、 引きこもりが 個性に なった という ことで しよう か。 

結局、 人間は ず ぼらな 生き物で (僕 だけ かもしれ ません が)、 本当に 困らない と 真剣に な 
ら ない、 という 欠点が あります。 学校に 行かずに 引き こもって しまった という 危機が、 僕の 
脳を 活性化 させた のか もしれ ません。 悩めば 悩む ほど、 頭は 鍛えられる のです。 ただし、 身 
体の ほうは すっかり 衰弱して しまい、 栄養失調で 倒れて しまい ましたが。 
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ただ、 本物の 引きこもり 生活は 実際には 数 力 月で 終わって、 すぐに 大検 受験へ と シフトを 
チェンジし ました。 やはり、 完全に 学歴社会から ドロップアゥト する のが 恐ろし かったんで 
すね。 実際、 いくら 探しても ほとんど 仕事ら しい 仕事なん てありませんで したから。 まあ、 
学校と いう 制度は 実は 何度 ドロップアゥトしても 戻れる わけです。 意外と フレキシブル なの 
です。 

学校 なんても のは、 ただの 道具です。 行きた ければ 行けば いいし、 行きた くなければ やめ 
れ ばいい し、 また 行きた く なったら また 行けば いいんで すよ。 人間が 学校の ために あるので 
はなくて、 学校が 人間の ために あるので す。 

ただし、 僕の 思想は 引きこもり 時代に 完成され ていて、 大学では 特に 何も 新しい ことは 学 
んで いません。 「理系の 知識が まるでない 人間が 哲学 だの 世界 だのを 偉そう に 語る 資格は な 
い」 「すなわち 文系の 知識 だけで 世界を 語る 現代 思想家の ほとんどは 無意味 かつ 有害な 存在 
だ」 という 当然の 事実に 気づいた くらいで しよう か。 

しかし、 残念ながら 理系の 知識を 学べる ほど 僕は 利口で もな く お金 もない ので、 自分の 世 
界 観を 完成させる という 宿題は 未だに そのまま になって いる わけです。 本質的に 怠け者で あ 
ると いう 点は 子供の 頃から 不変の ようです。 
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* 学校が ィヤで ィヤで 仕方ない 

翻って 中学 高校 時代の 僕を 思いだ すと、 まず 読書なん てす る 余裕が まったくありません 
でした。 一日中 授業と 部活 動で 学校に 縛り付けられて いますし、 神経を すり 減らして 帰宅し 
た 後は ベッドの 上に 倒れて 胃の 痛みと 「明日 も 学校に 行かなくて はいけ ない」 という 憂鬱な 
気分に 沈んで いるの が やっとです。 

塾に 通わされ ていた 時期は、 もう 自由時間す らまった く 持つ ことができなかった。 やりた 
くない 宿題 も 大量に あります し、 趣味 的な 読書 や 作文なん て とても じ ゃないで すが 不可能で 
した。 高校の テストでは 赤 点 ばかり 取って いました が、 それ も そのは ず、 「学校に 通う のが 
精一杯で 受験 勉強 どころ じ ゃない」 という 本末転倒な 有様だった のです。 

もちろん、 いじめに も あって いました しね。 こっち もま だ 若くて 元気な ので、 仕返し だと 
ばかりにい じめっ 子の リー ダー 格が 一人に なった ところを 待ち伏せして ブン 殴る と、 今度は 
内申書に 悪く 書かれる …… 。 

そういう わけで 中学 高校 時代は 学校が ィヤで ィヤで 仕方がなく、 最後の ほうは この 苦しみ 
から 逃れる ために 死ぬ ことば かり 考えて いたわけ です が、 いざ 高校を 中退して みると そうい 
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う ストレスが いっさい 消え去った わけです。 退学 届けを 1 通 出して やめれば すむ 程度の こと 
に、 どうして 生きる の 死ぬ のと 深刻に 悩んで いたの か、 自分で も 不思議に 感じました (まあ 
そういう 生真面目で 融通の きかない タイプの 子供が よくい じめ られる わけです が)。 

で、 よくよく 考えて みると、 僕は 「学校 教」 とで もい うべき 宗教が 信じられ ている 現代 日 
本と いう 社会に たまたま 生きて いるので、 「学校に 行かない なんて、 悪魔を 崇拝して 神を 冒 
垸 する 行為 だ」 という 信仰心を 幼い 頃から 親 や 教師たち に 刷り込まれて いただけだった と 気 
づ いたのです。 

ですから、 不 登校から 中退へ と 学校 信仰の 場から 外れて いった 時期には、 周囲から 「お前 
はもう ダメ だ」 「おちこぼれ だ」 「人生、 終わり だ」 みたい な 「道徳的 非難」 を 受けたり、 
「お前は 頭が おかしく なって いる」 と言われて 精神病院に 連れて行かれたり、 妙な 宗教団体 
に 洗脳され そうにな ったり、 と 様々 なお かしな 反応を 起こされて 「自分は 本当に おかしい の 
ではない か」 と 悩んだり したんで すが、 本当に おかしい のは 「学校に 行かない 子供は 悪魔 
(あるいは 精神病と か 怠け 心と か) に 憑かれて いる」 みた いなこと を 本気で 考えて 奇っ怪 至 
極な 行動に 走る 周囲の 大人たち の ほうだった わけです。 

学校に 行かない ことによって 自己 実現に 近づける タイプの 子供 だって 一定 数 存在す るは ず 
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なのに、 社会は それを 認めよう とせず 病気と か 道徳的 怠惰と いう レッテルを 貼って 異端 宣告 
する わけです よ。 

* 物 書きの 仕事が 天職 

そんな わけで、 高校 中退 者の 僕が 上京して 早稲 田 大学を 受験す ると 漏らした 時には、 周囲 
の 大人たち から 大反対の 声が あがりました 。「ついに 本当に おかしく なった」 「現実を よく 見 
ろ、 大人に なれ」 「夢を見るな」 といった 具合です よ。 

うちの 家系は 頭が悪い 人が 多かった のか 先祖 代々 の 貧乏が 悪い のか、 とにかく 大学に 進学 
した 人間が 親戚 中 見渡しても ほとんど いないので (都会では 考えられない 話です が、 地方に 
はそう いう 一族が たくさん いるんで す)、 まして やそん な 頭の 惡い 一族の 中で も 高校に すら 
まともに 行けなかった 一番 バカな 奴が 東京の 有名 大学に 入る なんて 絶対に ありえな いと 決め 
つけられた わけです。 

そんな わけで 「立派」 な 大人たち から 「道徳的」 な 「お 説教」 をた くさん 受けました が、 
彼らは ただ 「学校に 行かない 人間は おちこぼれ である」 という 自分の 信仰心を 守る ために 闘 
っていた わけです。 10 代の 子供に 向かって。 大人げないです よね。 その 頃には もう 僕は 「お 
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かしい のは 学校 教に 洗脳され ている 大人たち の ほう だ」 と 気づいて いました から、 無視して 
いました が。 

僕が 合格して から も、 なお も 入学を 邪魔し ようとす る 大人まで いました。 ろくに 高校に も 
行かずに、 ヒョ ッと 裏口から 有名 大学に 入る ような 奴は けしからん、 という わけです。 別に 
裏口から 入っ たんじ やなくて、 普通に 入学試験を 受けて 合格点を 取って 合格した だけなん で 
すけ どね。 

現代は 学校 信仰の 時代 だとい う 僕の 直観は、 そういう 個人的な 体験から 得られた ものな の 
です。 もっとも 最近は、 さすがに これほど 酷く はない と 思います が。 当時は 受験戦争 バブル 
の 絶頂 期でした からね。 

学校に 行って ないから とか 中退した からって 周囲に あれこれ 言われて いる 人は、 聞き流せ 
ばいいんで すよ。 それよりも 問題は、 自分は 本当は 何を して 生きて いきたい のかと いう 夢を 
早く 見つける ことです。 あとは、 生活費の 問題です ね (汗)。 夢 だけ じ や 生活で きないと い 
う 厳然たる 事実が ある わけで …… 僕の 場合、 自分に でも 「やれる」 仕事を 見つける までが 悪 
夢 そのものでした。 

今 このように 必死で 原稿を 書いて いるのは、 早く お金を 稼いで 返すべき ところに 返さない 
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と 居心地が悪いし 恐ろしくて たまらな いという わりと 切実な 理由 もあります。 

どうやら 僕には 物 書きの 仕事し か 満足に できない な、 と 気づいた のは、 かまぼこ 工場で ア 
ルバ ィトして いた 頃でした。 魚の すり 身を 運んで ベルト コン ベアに 乗せて 撹拌 機 (正確な 名 
称は わかりません) に 入れて いく わけです が、 撹拌 機って 巨大な 扇風機み た いなもの なので、 
ぼ一 っと してる と 手の指を 持って行かれる わけです ょ。 スパンと。 持って行かれ たらもう 次 
の 瞬間には ミンチに なっち やうから、 再生で きません。 実際、 隣で 働いて いる 上司の おじさ 
んの 手の指が 足りな いんです。 で、 

「それ、 仕事中に …… ？」 

と 質問して みたら、 

「ああ、 そう。 まあ、 注意して いれば 滅多にな いこと だから 気にするな」 

と 陽気に 励まされました …… が、 次の 瞬間には 僕は 土下座して、 

「今は 物 書きの 仕事が ありま せんが、 僕は キー ボー ドで 文字を 打つ のが 本職な ので、 指が 飛 
ぶ 危険の ある 仕事 だけは 勘弁して ください」 

と 謝って 泣いて 逃げました。 危機に 陥って はじめて、 自分の やりたい ことが わかった、 と 
いう 一幕でした。 どうも 僕は 追い つめられな いと 目が 醒めない タィプら しいです。 決して か 
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ま、 ほこ 作りが イヤ だった わけ じ ゃな いんです よ。 魚肉 ソー セー ジは 今でも 大好物です。 お金 
がない ときに ステ ー キ 代わりに 焼いて 食えて、 しかも 生で もうまい。 実に 助かります。 

* 引きこもりが 日本を 支える 

僕 自身は 未だにた いした コンテンッを 造れて いないので 声を 大 にして 言う のは はばかられ 
るので すが、 「引きこもりの 力」 というのは 確実に ある わけです。 人生に 引きこもり 時期を 
設ける ことの メリットは、 

•学校 や 職場に 通い 続ければ 死んで しまう 人 も、 緊急 待避す る ことで 生き延びられる 

•同様に、 学校 や 職場に 追い つめられて 犯罪者になる ルー ト も 回避で きる 

•ストレスで 傷ついた 精神が 回復 あるいは 超 回復す る 

•世間から 隔絶され るので 独自の 視点 や アイデアを 思いつき やすくなる 

•乱読 や 独学で 個性的な 知識体系を 得る ことができる 

•引き こもる ことによ る 不足 感 •焦燥 感が 、その後の 人生に おける 行動 力 •原動力と なる 
•一時的に 空白 状態になる ことで、 自分が 本当に やりたい ことが 見えて くる かもしれ ない 
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デメリットは 「世間の 目が 冷たくなる •友達が 減る」 「生活費が なくなる」 「借金が 増え 
る」 などで、 後者の 二つは 深刻な 問題です から、 ハ ワード •ヒ ユ—ズ のよう なよ ほどの 資産 
家で ない 限り 生涯 自分が 建てた ビルから 一歩 も 出ない なんてい う 「一生 引きこもり」 は 難し 
いでし よう。 資本主義 社会では、 資本家で ない 人は 生活費を 稼がなければ 生きられません。 

しかし、 引きこもり 系の 人に 向いて いる 職業と いう ものが、 世の中には 実はた くさん あり 
ます。 ちよっ と 考えた だけで も、 

•マン ガ家 

.作家 
.ライタ ー 

•アニメ ー タ ー 
•プログラマ ー 
•エンジニア 

•学者 
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•研究者 
•  SOHO 

•さまざまな 分野の 職人 

などなど。 つまり、 職場に 出る ことなく、 あるいは 職場には 出る としても ともかく 自分の 
世界に こもって 一心不乱に 一つの 専門 作業に 従事す る 仕事 全般です ね。 音楽家 も、 タイプに 
ょっては 向いて いるか もしれ ません。 独りで シンセを ピコ ピコ やる タイプで すね。 もちろん、 
僕が 思いつかない だけで、 他に も もっと 多くの 職業が あるは ずです。 

* 第 四 次 産業 

これらの 仕事を 一言で 言えば、 多くの場合が 「情報を 扱う 仕事」 です。 

こういう 仕事を 「第 四 次 産業」 と 呼ぶ 人 もい ます。 

従来、 産業は 次の 三つの タイプに 分類され ていました。 

「自然」 に 関わる 農業 や 鉱業が 第一次産業。 

「モノ」 に 関わる 製造業が 第二次産業。 
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「消費」 に 関わる 商業 やサ ー ビス 業が 第三次産業。 

それでは 第 四 次 産業とは 何かと 言います と、 読売 AD レポー トの 2005 年. 8 月 号に 
掲載され た 「経済を 読み 解く」 という レポー ト によると、 

それでは、 一次で も 二次で も 三次で もない、 というのは、 どういう ことだろう か。 大 
まかに 言う と、 価値を 生み出す にあたって 「自然」 に 働き かける のが 第一次産業、 「モ 
ノ」 に 働き かける のが 第二次産業 である。 そうした 違いは あるが、 それらは いずれも、 
労働の 成果と しての 価値を モノの 形で 残す 産業で ある。 それに 対して、 第三次産業は、 
労働の 成果と しての 価値を、 その 場で 消費して 後に 残さない 産業で ある。 

…… そのい ずれで もない 産業と なると、 それは、 モノ 以外の 形で 価値を 残す 産業と い 
うこと になる。 その 条件に 該当するのは、 「情報」 の 形で 価値を 残す 産業だろう。 

情報を 創造す る 産業と いう 意味では、 音楽 や 映画、 ゲーム の 制作な ど、 以前から 存在 
していた が、 それらは 従来、 CD や ビデオな ど 「モノ」 の 形に 仕上げる 場合には 第二次 
産業の 一部、 映画館での 上映 や コン サート などが 主力の 場合には 第三次産業の 一部と い 
った 形で、 いささか 曖昧な 位置付けが 与えられ てきた。 しかし、 近年では、 ネットから 
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の ダウン ロ ー ドな ど、 純粋な 情報の 形で コンテンツを 取引す る 手法が 確立した ことで、 
二次で も 三次で もない 「情報 創造 産業」 の 輪郭が 明確に なって きた。 

…… いまや 「創造した 価値を 情報の 形で 残す 産業」 は、 概念的な 位置付けに 加えて、 
その 成長 力 や 重要性の うえで も、 既存の 産業 群と 切り離して、 第 四 次 産業と 呼ぶ に ふさ 
わしい 存在に なりつつ ある。 目下、 一番の 注目 株と 言える だろう。 

(小 村智宏 「未来 経済 研究室〜 歴史から 見る 次世代 産業」 
http://www.study-mlral.org/works/ojoo 507 .htm  より) 

こういう ことなの です。 

たとえば マン ガ そのものは 「情報」 ですから、 本当は 第 四 次 産業な のです。 それが 従来 第 
三次 産業に 分類され ていたのは 「雑誌」 や 「単行本」 という 「モノ」 …… メディア 媒体を 経 
由し なければ マン ガ という 情報を 流通させる ことができな かった からです。 

しかし、 インター ネット 社会の 進化に よって、 僕たちは マン ガ という 情報 (デー タ) その 
ものを ネットから 直接 ダウン ロ ー ドして 購入で きる ようになりつつ ある わけです。 

「モノの 消費」 から 「情報の 消費」 へと、 現代 資本主義 社会の 構造は 劇的に 変化しつつ ある 
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のです。 

こうな ってい くと、 情報を 創出す る クリエ イタ ー 業と いう 存在が、 従来 以上に 重要に なり 
ます。 そしてそう いう 仕事に 向いて いる 人間のう ちの 何 割かは、 あるいは ほとんどは、 間違 
いなく サ ラリ ー マンを 育成す るた めに 回転して いる 現行の 学校 制度に 適応で きない タイプの 
人間な のです。 部屋に こもって、 じっと 妄想を 働かせて 黙々 と 一つの 作業に 集中で きる タイ 
プ 。いわゆる LD とかなん とか 言われる タイプの 人間が、 今後の 社会では これまで 以上に 求 
めら れ るよう になる わけです。 

例えば マン ガ 家は 絵と いう 情報を 描く わけです よね。 

ここで 「絵なん て、 ただの 記号 じ やない か」 と 斬って 捨てて しまう 人は、 マン ガ 家には な 
れな いわけです。 

せっかく マン ガ家 として 成功した 人が、 ある 日 突然、 

「マン ガ なんてた だの 記号だった」 

なんて 言いだ すと、 ばったり 描け なくなった りす るんで す。 

そういう 余計な ことを 何も 考えずに、 黙々 と 目の前の 紙を 絵で 埋められる 作業を 持続で き 
る 人 だけが、 マン ガ 家に なれる わけです (僕は この 「紙を 絵で 埋め 続ける」 という 作業が 苦 
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痛だった ので マン ガ 家になる 夢を 諦めました。 好きだった けど、 適性 H 才能が なかっ たん 
です)。 

こういう 人は、 学校 制度が 産み だす サ ラリー マン 型 人間とは 対 極の タィプです。 

もちろん 「仕事に 就く」 ことと 「仕事で 稼ぐ」 ことは 別です ので、 仮に マン ガ家や 作家に 
なれたから といっても、 お金が 儲かる わけではありません。 そういう 人は ごく 一部です。 僕 
のょう な 売れない 物 書きは、 毎年 税金 やら 年金の 支払いで 苦しんで 鬱 になって います。 

しかし、 それじゃ 他に 何 かで きる 仕事が あるの か、 転職したい のかと 問われれば、 「転職 
したくても、 自分は 文章を 書く 以外に 何もで きない」 と 答える しかありません。 毎朝 満員 電 
車に 揺られて 職場に 行って 上司に いじめられて 夜まで 残業して …… そんな 学校 時代の 延長み 
たいな 生活は 絶対に 続けられません。 どうせ、 すぐに やめて しまいます。 実際、 大学を 出た 
あとす ぐに 勤めた 会社は、 1 年 もちませんでした。 

* 「妄想」 が 市場を 形成す る 

やや 話が 大きくな ります が。 

僕は、 日本で これ だけ マン ガ コンテンツが 流行った のは、 実は 日本が 戦争に 敗れて 国 その 
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ものが 一種の 引きこもり 状態に 陥った からでは ないか、 と 考えて います。 描き 手 も 読み手 も 
大勢いた からこ そ、 巨大な 市場が 形成され たわけです。 

軍事的に 国を 拡大す る 従来の 帝国主義的 方法論は、 敗戦と その後の 世界の 変化に よって 不 
可能に なって しまいました。 もう、 他国に 進軍す る わけには いきません。 そうなる と 経済 立 
国し かありません よね。 ところが 日本には 資源がない。 前の 戦争 だって、 そもそも 戦争を 継 
続す るた めに 必要な 石油がない から 戦線が やたら 拡大して いった わけです。 

で、 戦後 日本で も 相変わらず 資源がない から、 「妄想」 つまり アィデア 勝負に なったん で 
す。 たとえ 全てを 失って しまっても、 生きて いれば まだ 精神は 残ります。 精神が あれば 「想 
像 力」 を 鍛える ことができます。 だから 戦後す ぐに、 映画 や マン ガが 隆盛 期を 迎えたん じ や 
ないかと 思う のです。 

ちなみに マン ガの神 さま •手 塚 治 虫は、 もともと アニメー タ— 志望でした。 しかし 「協調 
性がない」 という 理由で アニメ 会社に 雇って もらえず、 しかたなく 独りで やれる 漫画家を や 
ってい たんだそう です。 手 塚の マン ガは 「映画 的 手法を 漫画に 取り入れた」 という 点で 画期 
的だった のです が、 実は 手 塚は アニメを やりたい 一心で 紙上に アニメを 再現し ようとし てい 
たの かもしれ ません。 「アニメが やれない」 という 不足 感 が、 手 塚 マン ガに 独自性を 与えた 
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わけです。 アニメ や 映画は 金が かかる。 当時の 日本には 金がない。 だから 多くの 才能が、 当 
時の マン ガ 業界に 流れた の だ …… と 思います。 

経済復興を 遂げた 今は ちょっと 様相が 変わって しまって、 ゲーム 業界に 才能が 流れる ケー 
スも 増えて いますけ どね。 

いずれにしても、 もたざる 日本人た ちの 「妄想」 つまり 想像力が 市場を 形成し、 大きく 回 
転 させ、 さらには 外貨まで 獲得して くれる 時代が 到来した わけです。 

第 四 次 産業が さらに 拡大して いくと、 いずれは 会社 型 人間よりも 引きこもり 型 人間の ほう 
がより 多くの 職業に 適応し やすい 社会に なって いくと 思われます。 会社に 入っても 自宅で 仕 
事を する ライフスタイル も 増える でしょう し、 SOHO も 増える でしょう。 すでに、 かつて 
の 日本に おける 会社 幻想を 支えた 生涯 雇用 制度は 崩壊して いるので す。 ですから、 

「毎朝 早起きして、 毎日 学校に 通い、 毎日 授業を 黙って 受けて、 毎日 放課後は クラブ 活動に 
いそしみ 、毎晩 家で 宿題を する」 

という サ ラリー マン 育成 型の 学校 制度 もまた、 同時に 崩壊へ と 向かいは じめ ている だけな 
の だと 思います。 

学校の 崩壊は、 社会 構造が 大きく 流動 化して いる 過渡期の 現象です。 決して、 一人ひとり 
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の 生徒 個人の 道徳的 責任 だと かそうい う 小さな スケー ルで 済ませるべき 話では ない のです。 

今の 学校 制度は、 

「毎朝 早起きして 満員 電車に 揺られ、 毎日 会社に 通い、 毎日 机に 座って 仕事を こなして、 毎 
日 残業を して、 毎晚 家で も 持ち帰り 仕事を する」 

という サ ラリ— マンを 育成す るた めの 教育機関です。 そういう サ ラリ ー マンになる ことが、 
唯一の 幸福で あり 安定で あると 信じられ ていた 時代が、 かつてた しかに ありました。 しかし、 
今ではもう、 そのような 神話は 幻想に すぎない という ことが 明らかにな ってし まっています。 
今の 学校は、 ただの レジ ャー ランドな のです。 バブル 時代に レジ ャー ランド 化されて しまっ 
た 大学の 空気が、 今ではと うとう 小学校まで 降りて きている のです。 だから 「学級 崩壊」 の 
ような 現象 も 起こる わけです。 

もちろん 学校に 行く ことで メリットを 得られる 人の 数 も、 まだまだ 多いです。 だが もし、 
ジョブズ のように 「僕が 学校に 行く ことには 何の メリット もない」 と 気づいて しまった 人は、 
無理に 自分を 誤魔化して 学校に 通う 必要な どない のです。 

メリットの ない こと、 デメリットの ほうが 圧倒的に 多すぎる ことは、 勇気を 出して やめる 
べきです。 精神力が 要ります が、 それでも 早く やめた ほうがいいです。 
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(逆に、 メリットが あるならば、 あるいは デメリットが あまりないなら、 無理やり やめる 必 
要はありません。 たとえば 学校を やめる こと や 部屋に 引き こもる ことを 「目的」 化して しま 
うと、 いろんな ことを えんえん とやめ 続けなければ なら なくなって しまう ので 注意が 必要で 
す。 ぼくは あらゆる ケース で 「学校を やめろ」 「引き こもれ」 と 勧めて いるので はなくて、 
「そうしなければ 生きられない のなら、 堂々 と不 登校せ よ、 あるいは 堂々 と 引き こもれ」 と 
言って いる わけです) 

少なくとも、 学校に 行けば いじめの 果てに 死ぬ こと もあります が、 学校に 行かない から 死 
ぬと いう ことはありません。 

人生の ルー トは 一つでは なく、 人間の 価値の 尺度 もまた 一つでは ない。 そのような 考え方 
が 当たり前 となる 流動的な 世界が、 そろそろ 訪れようと している のか もしれ ません。 現代の 
学校は、 そんな 過渡期に 直面して 揺らいで いるので す。 むしろ 我々 は、 「高度 情報化社会」 
とで も 言うべき 第 四 次 産業 時代に 適した 新しい 教育制度を 考えは じめ る 時期に 来て いるので 
はないで しよう か。 

これは、 単に 「詰め込み主義を やめて、 ゆとり 教育を」 というよ うな 種類の 提言では あり 
ません。 一点 集中 型 •引きこもり 型の 子供には 、「やりたい こと だけを」 好きな だけ 学ばせ 
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る 制度を 提供 するとい う 思い きった 発想の 転換が 必要な のでは ないかと 思う のです。 

なにしろ 日本には 「モノ」 としての 資源が ありません。 しかし、 「情報」 は、 人間の 脳 さ 
え あれば いくらでも 産み だす ことができる のです。 ですから 日本は 第 四 次 産業に 特化した I 
T 立国を 目指さ ざるを 得ません。 それな のに、 独創性 溢れる 情報を 産出で きる タイプの 子供 
の 脳を、 現行の 学校 制度は 「サ ラリ ー マンの ステロタイプ」 の 枠には めて 潰して しまって い 
ると 思う のです。 
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私自身、 実は 小学校 入学 前まで 通うべき 幼稚園 や 保育園には 行って おりません。 正確に い 
え ば、 当初 保育園に 約 半年 ほど 通 園して いた ものの、 ある 日 母親から 「家に いるのと、 保育 
園に いるのと どっちが 楽しい？」 と 聞かれ、 迷わず 前者と 答え たがために 退 園の 手続きが 取 
られ たのでした。 

お 絵 かきの 時間 中、 仮面 ライ ダー に 出て くる 怪人の 名前を 画用紙 いっぱいに リストアップ 
しても 怒られな いのは、 少なくとも 保育園ではなかった のです。 

毎日 気ままに 自宅 や 外で遊びに 興じる 子供を 憂えた のか、 母は 当時の 私に とっての 「先 
生」 役を も 担うよう になり ました。 とは 言っても 英才教育の ような 全く 大 それた ものでは あ 
りません。 簡単な 足し算 •引き算の 後、 九九 や 割り算、 いわゆる 小学校 低学年で 習うよう な 
四 則 演算を 教わった のです が、 ドリル 等を 用いた ものでは なく、 母が 適当に 思いついた 筆算 
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を チ ラシの 裏に 書いて それを 解く、 という 形式でした。 それは 問題と いうよりは クイズの よ 
うで、 間違える と 小馬鹿に された のが とても 悔しかった ことを 覚えて います。 

国語の 先生は、 別にい ました。 それは 「漫画」 先生です。 5 歳の 頃から 与えられ よく 読み 
ました。 ジャンプ. マガジン •サン デ ー •チャンピオンと いった 少年 誌から、 ビッグ コ ミッ 
ク等 成人 向けの ものまで、 近所の 飲食店から 1 週 遅れと なる 号の ものを いただいて いたので 
す。 おそらく 親には 全く そのつ もりはなかった と 推測され るので すが、 今 思えば、 私は これ 
らの 漫画から 多くの ことを 学んで 育ちました。 特に 少年 誌です が、 セリフの 吹き出しに 書い 
て ある 漢字には、 簡単な ものに でも 必ず 振り仮名が ふられ、 これが 吸収力 旺盛な 子供の 脳に 
素早く 浸透して いくのです。 

また、 描かれて いる キャラクター の 表情 や 全体の 描写を 見る ことにより、 登場人物の 心理 
などを 把握す る ことができ、 本で 言う ところの 「行間を 読む」 ことにつ いても 知らず の 内に 
覚えられ たと 記憶して います。 

このおかげで 私は 小学校に 上がった 時、 漢字の 読み書きに ついては 授業から 何も 教わる 必 
要が 無い ほど 身に 付いて おり、 また 文章題に ついても、 本題 中に 記されて いる 光景が 脳の 中 
で 「マン ガ」 として 浮かび上がる ことにより、 概ね 内容を つかむ ことができました。 私に 
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とって 漫画は 娯楽で あると ともに、 知識と 想像力を 育む 重要な 教材でした。 

このような 調子な ので、 入学 直後は 秀才 やら ガリ 勉 (実際には このような 調子 ゆえ、 家で 
勉強な どこれ っぽっ ち もして いないので すが.) やらと 見られる ことにな ってし まった のです 
が、 皆が 習って いない 時に 教わって いるの だから 問題が 解ける のは 当たり前で、 決して 他の 
子より 知能が 発達して いると いう ことでは なく、 そのことは 自分自身、 子供心な がらよ くわ 
かってい ました。 

しかし 周囲は そうは 見ず、 悪い ことに 同 世代の 集団生活を 経験して いないた めに 空気を 読 
めず、 やり玉に 挙げられる こと も しばしば ありました。 例えば テストの 問題を 「簡単 だ」 と 
言い切っ てし まったり、 できる ことを できる と 出し やばっ たりす ると、 同じ クラスの 皆から 
は 「自慢して る」 とよく 非難され ました。 

今 思えば、 このような 振る舞いに より 何だか 鼻に つく 奴 だと 思われる のは 当然だろう、 と 
理解で きる のです が、 初めて 指摘を 受けた 当時は 「ジ マンって、 何 だ？」 という 感覚でした。 
つまり、 自慢と いう 言葉の 意味 も わからな いし (考えて みたら 自慢って、 小学校 低学年に し 
ては 結構 難しい 単語です よね)、 できる 事を 宣言して 揶揄され るよう な 環境は 初体験だった 
のです。 
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入学 前は、 周囲の 人たち は 大人 ばかりで、 大人は 子供が できる ことを 褒めて くれます。 先 
述の 漫画 先生 も、 自慢が 悪で あると いう シ—ン を 教えて はくれ ず、 むしろ 多くの 主人公は、 
誇る ところは どんどん 誇っ ていた ものです。 

非難 されれば、 やはりへ こたれ ます。 通学が 楽しい わけが ありません。 では どのよう にす 
れば 皆と 仲良く なれる のだろう と 考えました。 

小学生 独特の 世界観に 触れて わかった ことは、 活発で ひょう きんな 人が 人気者に なれる と 
いう ことでした。 足が 速かったり、 授業中に 面白い ことを 言ったり、 給食を やたら モリ モリ 
食べたり といった 行動は、 男子に おいて 美徳と される ことだった のです。 そして タブー とい 
え ば、 自慢 •嘘 •女子への 暴力、 おまけで 学内 トイレでの 排泄 (ゆっくりな 方) などでした。 

ほどなく 自分 も それを 実践しつつ、 その 世界観に 染まっ ていきました。 すると 学校は とて 
も 楽しくな り、 友達 もたく さんで きました。 そして 幸か不幸か、 自分が 入学 前に 教わった 計 
算や 漢字が しだいに 授業で も 出て きたので、 学力は あっとい う 間に 人並みと なりました。 も 
はや 自慢は、 したくても でき なくなって いたのです。 

もっ とも、 このような 世界観に 倣う ことが 小学生と して 必ずしも 正しい こととは 思い ませ 
ん 。しかし 自分に とって、 学 K という 初めての 集合体に 属した ことにより、 皆と 仲良く、 楽 
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しく 過ごしたい という 意識が 芽生えた ことにつ いては、 その 「皆」 が 先生だった のです。 

おそらく 本書で 触れられ ている 「学校に 行きたくない 人」 も 含め 誰し も、 私と 同じ 意識が 
一度は 芽生えて いるに 違いありません。 自分が 無理を しないで クラスに 溶け込めるなら、 そ 
れに 越した ことは ない のです。 不運に も 学校 •級友たち がご 本人に とっての 「先生」 とはな 
ら ずに 馴染めて いないだけ に過ぎないと 思われる のです が、 きっと その 大半の 方々 は、 何故 
こうな つてし まつた か 無念に 思つ ていら つし やる ことで しよう。 

いじめ や 無視に あってし まった 子供が 家 や 先生に 相談して いない 事例を よく 聞きます が、 
私 も 当事者な らば、 おそらく その 心情に なると 思います。 相談した 時点で、 まるで 自分が 集 
合からは じかれ た 不適 合な 弱者 だとい うのを 認めて 宣言して いるよう で (言うまでもなく 実 
際には 決して 不適 合で も 弱者で もな く、 そもそも 「いじめられる 理由」 という 概念 すら あっ 
ては ならない のです が)、 それが 悔しくて たまらない のです。 どうして 自分 ばかりが、 とい 
う 思い、 さらには 「自分よりも あいつの 方が」 という 好ましくない 負の 感情 すら 抱いて しま 
うか もしれ ません。 

自尊心、 と言うと 言葉と しては 端的です が、 この 自尊心は 本当に デリ ケート で 大切に しな 
ければ ならない ものな の だと 思います。 あくまで 主観です が、 本人から このような 相談が 吐 
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露され ると きとい うのは、 おそらく 断腸の思いで 自尊心を かなぐり 捨て 発信した SOS な 
のでは ないで しよう か。 聞き手の 側 もこの 時 ばかりは、 本人の 未来を 案じる よりも 現在の 苦 
境を 和らげる ことを 尊重すべき かと 思われます。 

仮に 学校と いう 集合体から 離れた 場合、 ストレスから 解放され る 利点 も ある 一方、 周囲 か 
ら 影響を 受けたり 吸収した りする 機会を 得る 巨大な 場所を 一つ 失って しまいます。 それでも 
新たな 目標 や 夢を見つ けられる ように、 そして 自信を 取り戻せる ように 導いて くれる 「先 
生」 がいる ような 社会の 仕組みが 肝要 かと 思う 次第です。 
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